


日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917iF.3 J'I に創 設された H本建築協

会Ｈ当時 ・ ｼ刻 ｉＧｇｾ 策的 Ｓ 会Ｉは、すで‘に

IItl 平11初期には大F必江辺で住' t t!' j . 覧会や

主l!.築，.lIiiiri 会を聞 くー} j ， 吋11.) "ま入手し

にくかった建築の情報を1; ; <1- . ': : の出版と

いう形で会HI こ11:凶hしていた。

*  

IJ 本主主築協会自1I ¥[60周年記念事業

建築技術選書

3 茶室の話

: ¥5 何 ・130t( - 160t( 1C行'. ' 戸支出版社 本体{ 而絡￥ 1. 200- ￥1. 400

岡田孝男

ヨマイコンによる構造設計のすすめ

( 改訂版) 魚木晴夫

回すまいの語録

茶谷正洋

巴構造計画とやさしい力学 l

須賀好富

国建具の知識と意匠
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池田有隣 ・船 経臨自

回設計のコンビュータ一手法

飯塚英主主

回石垣と石積壁

窪田箔

固設備技術者のための建築再入門

光安義光

国鉄骨構造の話

金 多 潔 甲浸功夫 ・西沢英和

国建物と地震災害

竹内吉弘 ・島田耕一

国建築金物の知識

園住宅三備心得帳

立野 ｾ￟＠

以後、f ! 11i1: JmＱｐ ＮＱ ｃ 念・ ｉ ｾｾＡＺＮ して、そ の

ＱＱＮＩ Ｇ 代［ の 肋きぞと らえて ＱＱ Ｑ Ｎ 行本ｾＡｉＧＮ版し

ている。

ＵＰＱ ， ＧｾＱｰ 、 ＶＰｊ ，Ｇｩｊ ｻＱ 三 、 ＷＰＱ 司 ｻｰ 、そして ＸＰｊ ｴｩＡ

1r=-に、似ltl?のtH版が企l尚され、現在も

継絞して先行 ・l仮先されている HI. 版物

は、以下の t おり 。

*  
購入希望Jぞれま、位。日本雄築協会・Iq古川

(TEL06 - 6348 - 0635、FAX06-

6348- 0634) まで。

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

T QCから見た建設業

IIq六1三12 色刷り 発1j': 学 芸 出 版 社 本 体fl 困絡￥ 1，600- ￥2，500

荒木陸彦

躯体工事監皇のチェックポイント100

須賀好富

空調設備のトラブル50

建築設備トラブル研究会

衛生設備のトラブル50

建築設備トラブル研究会

現場マンのアイデア発想

会開ーム

建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

福 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木任之

鉄筋工事 ・本音の現場学

清川治徳

霊題湾巡業草案賠識; j 持主}

高木任之

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

石田満葡

岡本辰

仕上工事監理のチェックポイント

日建設計監理業務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 一 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八 ・東 敏 憎

コンクリ ト工事のチェックポイント100

加賀秀治

インテリアコーディネートの100ポイント

町 田 ひ ろ 子 監 修 / 松 本 茂 ・村元俊子;

新版 建築基準法を読みこなすコツ

高木佳之

木づくりの常識非常識
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宅、王国

国建築塗装の手引き

回建築式典の実際

兜島修二

若林嘉津経

国建築設計と高齢者 ・身障者

吉田あこ

国日本壁

山田幸一

回シヨツピンク、センターの計画 園住宅の照明

西脇霊童正

回住宅設計とインテリア

信岡喜久悠

回住宅の家具

光量重俊夫

監修 X 墨田署

特装本

火災安全学入門 岡田光正

i盆，1:. ンリーズ :1、 ( Hj;t;<J，'i-をJ品桜

昭和生まれ 関西の建築家50 1  987

i
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ａｾ 判 企l刈・先行 : 11 本建築協会 本体価絡 1. 5001' 1

11 本建築協会主主築クラブ朝食会3001111に念

Ai 肖i Jet1<集 話のはなし 附if.

B  6 判 5 分 附 金 Idi): 11 本主l ! 築協会建築クラブ l セット 5.∞0円 (消 tt 税j J lJ)

民1m ( 1 日開会) . i 1 i 介協定

工事請負契約約款 A 4  ＱｾＱ のみ削減 ｌ
J: ＧＱｾ［ｉＧＱ 負契約，ｉｩＭ Ｎ ('1'統 合 怠 ，Ir- Ｎ 契約 ｟ ， Ｑ ＺＺ 使月 ｬ 上の官 ｌ ｩＧｊｾ・ ｉｾｉＨｩ

1  !司;¥'230 (ii'j'IH見 合 ) 送 料 実 校

ＱＱ 本建築協会官 ｉｉ｜ｮｯ 同年記念・ ｉｾｾ

選書特装版

B  5判1 7cif: 乍ぷ 1

1

1'1版社

建築デザインのための構造計画

須賀好

構造コストと経済設計

須賀好富

新 ・建築と設備の接点 場所打ち杭の設計と施工

宮 脇 毅 南 部 武 阪口 i里

建築設備の健康診断 建築と緑

入門 ・建築積算

校 野 茂 漏 光

生島道春

水にまつわるトラブルの事例・解決策

〈設備篇) r設備漏水j 績集委員会

11 本主主築協会創立701日年記念S' I ' ，版

住吉E代化への歩みと日本建築協会 1988

i

l'. 

A  4  Ｇｉｾｉ＠ 企1，lil ' 先行 11 本主主築協会 本体価終 1. 5001' 1

11 ＭＱＧ主主築協会創立 ＷＵＱ ，Ｇｾ年記念 ｈｉ Ｎ 版

工高生デザインコンクール別室作昂集 l州

A  4'1当l 合 1，1;1・7走行 11 本建築協会 左側2. 0001'1

日本建築協会fill u:801品年記念! ' I ' .版

建築を志す人びとへ

A  5'1ヨ1 11 本主l!. 築協会 HIJ 版委 il 会制汗 本f.1s: uHif作1. 8001 '1 



会員の受賞

日本建築協会

& 邑

耳目

このたひ』下記会員の諸氏は、建築界に . 勲四等旭日小綬章

おける多年の功績によ って、表彰を受 永井善雄氏

けられました。 ( 元 俗鴎高組代表取締役副社長)

ここに誌して、その栄誉をお慶び申し

上げます。

・勲三等瑞宝章

古賀圭二氏 ( 元制九電工社長)

. 勲四等瑞宝章

大平拓也氏

(元西松建設倣痔務)

. 勲五等双光旭日章

原因孝太郎氏

( 原田セメン卜化工倣沖士長)

- 黄綬褒章

溝神宏歪朗氏

(体波井建築設計事務所)

'991 " V2000年版

' 99- 2000年度版会員名簿を 12月上旬 備その他関係業者の主要なものを業種 内欄掲載の各社へは 、発行と同時にー

に発行予定です。この名簿は建築界に 別に収録しており 、日常業務に大いに 部ご送付申し上げます。

日本建築協会会員
活躍される会員の現況 (出身校・現住 役立つものとおもわれます。 体裁B5' l ' 1J 270頁 本 文 上 質 紙

名簿近く発行予定

所 ・勤務先・所在地) を紹介するばか 今回は発行部数を限定しておりますの 定価 3，∞0円(消貨税含む) 干310円

りでなく 、官公庁 ・学校 ・関係諸団体 で、 何卒お早自にお申し込み下さい。 ※ 4寺価 2，5∞円 (税・送料共)

のほか、建築事務所、建設、建材、設 なお、すでにお申 し込みの方、営業案 (12月末日ま で)

2000年建築関係14

日 時 平 成12年 1月4 日(火) 会 費 5，000円 ( 当日欠席されても 共 催 (他日本建築協会附大阪府建

午後 2 時30分- 3 時30分 会費をいただきます) 築士会 (紛日本建築学会近富雄

団体合同新年交礼会

会 場 マ イ ド ー ム お お さ か ・3 階 申 込 12月10日までに会貨を添えて 支部 (凶日本建築家協会近絞

大阪市中央区本町橋2-55 最寄り団体にお申込み下さい。 支部 (紛日本建築積算協会等
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本物志向のクラシ y クホ

テルとして展開するモ ン

卜レシリース第 7 イ午目と

して大阪本毎回オオサカ ・

ガーデン ・シティに建設

されている。今回は 、ウ

ィーンを 中Il' としたハプ

スブルグ帝国にテ マを

設定し 、この時代の持つ

精神 ・様式を、意匠及び

空間構成上積極的に取り

入れている。

外観はマリアテレジアイ

工口ーを基調としたウィ

ンの伝統的な配色を採

用 し、また建物 ファサ

ド及び建築エレメン卜に対 しては、機

式についての厳密な検討を行っている。

メインとなる 8F中庭階には 、現存す

る小さなコシ y ク教会を再現した。こ

の教会を取り巻く形で、広場、回廊、

カフ ェ、 レストラン、城壁跡を配置し、

ヨーロ ッパの街が教会を核として成立

してきた歴史を表現 している。

内部は 、部屋と部屋の連続で形成され

るヨ一口 y パの邸宅をベ スとした空

間情成としている。またステンドクラ

ス、アンティーク家具、絵画等をヨ ー

ロッパ現地にて調達し、 “ 絵になるシ

ーン" が様々な形で想起されるように

E宣言十を行ってし、る。
(伊蕨直幸)

Ｎ ｾ築概要

所 IE )也 大阪 市北区打'，)ITI3- 1∞2

， ｉｾ＠ .11  レール γ ティ阿閲覧 .IJ 也.i'i Jt( )c林組)

収 用 レー J レシティ 附 1I 日党大林制I

施 1: 大林制l 大本制I.UV

敷地I(II相 2.644.33m'  

￭ｬｬ ｾ 距 ，Ｈￍｊ ｦｩｻ 1，845. 80m'  

vELぽI而A¥{ 23.344.52m'  

柿巡脱税 S' SRC. B2' 14F 'P1 

C  19l 1997年 91 1- 20OQ" j' .  2  11 

オープン 2∞0年 5 JJ 111 ( 予定)

日 時 1999年12月15日同

14: 0ひー16: 30

講 師 伊 藤 直 幸/ 大林組設計部

入江 修/ RC西梅田JV統括所長

山口昭明/ ホテルモントレ大阪• .N細長

集 合 現 地/ 大阪市北区梅田3- 1002

オオサカ ・ガーデン ・シティ 内

定 員 60人* 申込多数の場合は抽選

参加費会員 1，000円、一般 2，∞0円/ 税込

申 込 12月 8 日制までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

D1雀し名 ホテルモントレ大阪見学会

②氏名

割国人会員・団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ耳目います。

* 参加証を 12月 9 日休)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3之100

TEL. 06-6348- 0633 

F AX.06-6348- 0634 

干530- 0001

主 催 (制日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 逸崎三郎/ 大林組

l  



大阪府立国際会議場

(愛称:グランキューブョ大阪)

見学会
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広がる国際化時代、 21

世紀を迎えるにあたり、

人、モノ 、情報の国際

交流拠点として大阪の

果たす役割は 、ますま

す高ま ってきています。

このような中で 、大阪

の都心部に立地した本

格的な総合交流施設を

望む声は 、国内はもと

より広く世界から寄せ

られています。 その期

待に応えた世界へのグ

ランドゲートとして「大

阪国際会議場j は2000年 3 月誕生し

ます。

施設内容は、 8 カ国語の同時通訳機能

を持つ最大2754人収容可能なメイン

ホール、国際的なVIPの使用を意識し

た500人収容のハイグレ ドな特別会

議室のほか、利用 目的や人数に応じて

組み合わせ可能な25の会議室がある。

また多目的に利用できるイベントホー

ルは 、広さ 2600川、高さ 9. 4mの無柱

空聞か.開放感あふれるスペースを創出

します。床は l Vrrl の耐荷重があり 、

展示物搬入用のエレベーターは4. 51の

重さに耐えるため乗用車なら 自走で運

び込めるなど、多くの人々に親しんで

日 時 2000年 2 月 5 日出

13:30ー 16:00

講 師 中村昌生/ 京都工銭大名誉教授

集 合 現 地 /西本願寺内

京都市下京区堀川通花屋町下ル

* J R京都駅より徒歩約15分

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 3，000円、一般 4，000円

学生1，000円引 、* 税込

申 込 1 月28 日悩までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さし 、。

①催し名。茶室見学会

②氏名

③個人会員団体会員・一般の別

③職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 1 月31 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1ふ 2100

T EL. 06・6348- 0633

F AX.06- 6348- 0634 

干530・0001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査 : 福家敬/ 鉄建建設

いただける交流の場と、使いやすさに

重点を置いた世界第一級の国際会議場

を目指 している。

. 建築慨張

所 lE J由 大阪市北区中之ぬ与3外

発 /1 行 大阪府

投 J I  大阪府立.I! 築郎 I首都公共住策室

江l川 イプスタイン アラ y プJ V

ｾｾ＠ .f]! 大阪府 組 築 郷市 部公 ｊｴｾｾ 高市

大阪府建設監理 協会

ｾ ｾ ｾ 川 紀ＺｲＮｴｩｬＡ築 ｭ 市 ｊｾ J  ，-JJHj5 Jifr 

施 工 竹中 大林 7 ジ タ 銭 高 ー 訟村

シ守ール H .阿武よ鉄今岡11¥1

敷地而相 9.952.81m'  

建築i日航 6.756.93m'  

延床而l制 67.031.l 7m'  

4骨造脱線 S' SRG- RC、B3' 13F.p2 

工 IOI ゆ96
f
l' 1l 月- 1999年1211

今回は、西本願寺境内の庭園「滴翠園J

にある飛雲閣に付属する茶室を見学し

ます。

0 憶着席 ( いくじゃ くせき)

憶昔は 、飛雲閣舟入の聞の東に水屋を

隔てて接している。茶室は 、にじり口

を入ると薄緑が敷かれた板聞があり 、

無回数居を隔てて三畳半の座敷が続く 。

相伴j奮である板聞が付加されることに

よって、座敷は上段の聞に見立てられ

る。そこに床が設けられ、付書院が備

えられている。そして床柱には珍木を

立て 、権は黒塗りとし格調をこめ てい

る。この間取りは 、いかにも蔽内らし

い作風が示されており 、本願寺の茶道

の歴史における画期的な遺構とな って

いる。

日 時 2000年 1 月25日ω

13:3ひー16: 30

講 師 吉 川 正 典

/ 大飯田際会議場営業部長(予定)

藤沢康宏/ 馴蹄崖締結計事務所

集合現地/ 大阪市北区中之島5-3外

*J R r新福島j 駅より徒歩約10分

地下鉄 [阿波座J wl より徒歩約15分

定員印人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，0∞円、 般2，αlO円/ f見込

申 込 1 月18 日ωまでに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

D1室し名: 大阪府立国際会議場見学会

②氏名

③個人会員・団体会員・一般の別

④職場・学校名

E参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証 を 1 月19 日闘 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1-1ふ 2100

T EL. 06- 6348- 0633 

F AX.06・6348- 0臼4

干530- 0001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担 当 主 査 : 松 本 剛/ 大阪府

再蓮I射(せいれんしゃ) と湊花亭 (ぎょうかてい)

田舎家風の外観で、上段、床、洞庫を

備えた四畳半茶室 (青蓮樹) と五畳半

析床の開放的な座敷 (湊花亭) とが接

続され、台所が付加されている。青蓮

十l射は、にじり口の中に入側を隔てて四

畳半茶室があり、そこには床と相対し

て上段が設けられているという異色な

構成である。それは相伴j窯と貴人席を

特設した茶室といえる。こうした茶室

に配された広間 (溌花亭) も異色であ

る。全体六畳のなかに床を籾床に圧縮

し、点前座を ー畳と って中柱を立て 、

二方を開放的にし て縁を廻している。

それは遠州風でも織部風でもない、清

酒で高貴な雰囲気を漂わせている。
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表紙デザイン 安 里 俊 久

建築油会 l2
1917年 創 刊 第 即 集/ 通巻933号

. 特 集 予 告

1 月号/ 21世紀のデザインの動向

を見る

安井建築住計事務所創業

75周年

2 月 号 / 中国支部ー しまなみ海道

と中園地方の街づくり

3 月号/ 東海支部会員作品

富山一地域文化の形成と

特集・ 第46岡青年技術者

[言量計 ・計 画 部 門 ] 柴山直子 ・ 焼失長 ｢Ａ の生活問主 ｾＧ ｉ ｬ 業『京 ｊｊ ｩＮ 池コ ート ｪ

大 倉 克 仁・再開発地区計画制度による次世代のまちづくり

18  

19 

[ 設備部 門]

[ 施 工 部 門 ]

小谷 陽次 郎 ・ ｉ ｴ￯ｩｦＧ ｪ サウスタワーホテル太阪、抑 ｔ クレドＨトガロイヤルホテル山ｾＩＮ TI' i  i 税関 本l則、仁IC; 町新J j ' 合、

難波再開発A-IJ血区オフィスN隙( 仮祢) 2 0  

福原和則 ・ 附 符浜集会 ｩ 叶、近鉄不動産淡町ピル、内宮 ｡ｾｾ￬￸ｦｴ 住 Ｇι ォーセント桜町 ￱ 21 

渡辺 猛 ・ Ｗ パローム紀の国 「 公立学校共済組合Ｎｦｉ ＱｾＩ［ ， ｉ ｉｬ［ｲ ｩ Ｈυ 叶 ｊ Ｎ ラボールひらかた， Ｇｧ 域大学、Ｈ仮林Ｉ和泉市

総合センター 22 

今 野 直 史・愛知I-，Il 少年公 l到センターゾーン施設. 浜松点第一25街I拘 州 市 街 地 内 山mピル 23 

居内 章 夫 ・ 神 戸 市立小磯記念五術館 六 巾 アイランド公即棚 ｅ 剛、大阪 ､ｩ 立 大学四学部附ｬｊＱ ｍ 物 ｉ ｾＢ 研 究 快

大阪市教総口互 助 組合 ｉ＿Ｍ 生施設阪市 ｊ 句ドーム、 下 ｉ ｴＡ ｩ ｬｦ Ｎ 阪 村 Ａ｛｟保健センターー同 ｌ ｾ 他康 保 険み療所Ｎ太阪 市 立 ｲ ｾ ｲｬ ｬ

学校、Ｈ仮肱Ｉ大阪府 イ＿ 議会館太阪城ケアホ ー ム Ｈ Ａｴ人保健施設 ＩＮι ＧｩＧ ｬ 町役刷新ｉｩ Ｇ ｾｾ 24 

荒 井 康 昭・:草加IXi 術館 l世界陶隠館、そごう 神戸庖1¥1111工事、 II附 駅ピノレフロポーザJ 噌案、此 f開 駅 街 区 瞥備

Ｇ ｲ ｪＺ ｾＱｍ ［ｬ年続 ｈ ｩＮ ｔ Ｍｦｦ築学校校舎設計綬位、難波駅前平 Ｇｉ ITI ，｝ 十 両従来続技 ＮＱＷ カ デミー 札 帆校， ｬｾ ， ｦ 十 綬妹、 神 戸港 同 地区

Ａｴｾ 存 施投悦案般技 25  

井上孝成 ・ 逗子市総合 体 育館、エク シプ 日羽泌泉施 Ｎ ＱＡＮＡＮ エクシブ ｲ Ｎ ｜ｾｾ Ｇ ＺｨＧへ ん 川 和 Ｑ ［ 祈庁合、

ｾＧ Ｚ Ｎ Ｈｊ ｲｬ ｩ 新作合 ｻ投， ｉ ｴ 般伎楽 Ｉ 26  

井下仁史 ・ 近 ［ ｛八幡市立図 ， ｉｾ 館、 ｻ 仮紘 Ｉ 福 山市総合保健闘 ｴ センタ ー 開山 市 係自足場 Ｈ 仮林 Ｉ 及びＪ， Ｑ ， 斎場一一 ＲＷ

藤森久司 ・ 巡繍白梅技大学校本館、フ ジッ コ ｉ Ａ 品侶工場君 ｂｉ ｧｬ Ｎ 三 本市ｊｩ ｾ ＺＢ￶ ｴ . グスキン太阪 '1' 央 U 崎、

主 ＱＡ ， ｬｾ ｦｉ近織地Ｏｊ ｕＮＱｑ 同点 ｭ 凶泊 ｟ ｛ Ｇ ｉ ｉＧ ｊ ｈｪｪｦ 札淡路ワ ールド ノ、 ーク ｏ ｎ ｏｋ ｏ ｒｏ 2 8  

小 西厚 夫 ・中央大通FNピJ レの構造設計 ベアリングウォ - J しによるチュープ構造一 神戸交通センターピルl!1興の

構造投，lt - 1口也物よりおく大きく 29 

神 田義 人・ 「足の舞台 j の櫛造 制「一能斜妙見山f J 徒会館「足時u- M 

柿 田 芳 久・尚強度鉄筋を緊仮材にmいたフレキャスト遣のJl悦 W R-PC造il! 物のl荷造設計 31 

小 倉 良 友・則T E本部施設ー逆潮流を有する高圧一般配電線への系統辿系- 32 

川 口 英 樹・プレキベ引刷局工法によるシェル構造大尼崎lの胞工 33 
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水 口 浩 一 ・RC&1附工法による出量工事現地』のi'i ) J 化

具志 勉 ・ 挫 築における企画Ｈ設計Ｉと生産 ＱＱＨ 施 仁 Ｉのイン タ ー フ ェース 業務の Ｈｽ ｦｬｬ ｾ 化
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. 6. 主t

コ"'"コ

会 員 の 受 賞 ' 99- 2000年 版 日 本 建 築 協 会 会 員 名 簿 近 く 発 行 予 定 ホ テ ル モ ン ト レ 大 阪 見

学 会 大 阪 府 立 国 際 会 総 場 ( 愛 称 グラ ン キ ュ ブ 大 阪) 見 学 会一茶 室 見 学会 ⑬飛 霊 悶

憶 昔 席 官 蓮 謝 と 浸 花 亭

作品作風 京 都 競 馬 場 増 築 ス タ ン ド ( ビ ッ グ ス ワ ン ) 4  

三 次 市 福祉 保 健 セ ン タ ー - 三 次 市 立 図 書 館 8  

波 賀町ー メ イ プ ル プ ラ ザ 10 

ロ ー ム 名言不リ厚主主J棟 12 

gal l ery 

建築の眼

素材と技術が生み出すデザイン

鉄鍛造 (浅井憲一) ・前川治彦 14  

ずンスと 建築. 鈴木克彦 街と自然・西川鋪- 16 

プラ ンヲの挿入・前川治彦 山小屋・七字祐介

「素 j ー フ ィ ー ド パ ァ ク ・ 「素材と技術が生み出すデザインJ 総務会一同 36 

実践環境家 (近藤隆二郎) ・本多友常 40 

神 戸 市 建 築 物 等 の 安 全 、 防 火 、 衛 生 等 に 関 す る 条 例・三木太志 42 

ク レ ビ ス 型 鋼 管 ブ レ ー ス の 耐 震補 強へ の 展開 ・森田時雄 43 

食 品 工 場 建 設 に お け る H AC CP・野田憲司 ・役谷香里 46 

主l ! : 築用 型 粋 コ ン ク リ ー トブ ロ ッ ク ・須穏正雄 48 

新 ガ ス 消 火 設 備・由上雅章 49 

型 枠 1夜 間 断熱 材 ・猪野達雄 50 

5昨演 会 ・設 計 者 の た め の 写真 術 - 吉 村 行 雄 「北 臥' の 近 代 建 築 を 例 に 写 点 を 51 

bei ng 

法 令 コ ナ

構 造 の 頁

設 備 の 頁

施 工 材 料 の 頁

基 礎 講 座

新 建 材 の 頁

R E P OR T  

印刷 ‘ ｾ成 ｬｬ ｬ ｰ I I 月 2 5 日

発 行 平 成 I I 年 1 2  ｾ ｊ＠ 1 日

発 行 人 社 団 法 人 U 本住築協 会

先 行 所 社 凶 法 人日本建築協 会

k 阪 dqtl R悔[ 日 l宇 1-3-2 100

電 話 06- 6348-0635

振倍円座 00910-9-39975 

印刷所 ＱＧｾ 柴印刷抹式 会 制

円本デー ターネッ ト抹式会社

主E 側 12∞門 [本体側柏 11431<1)

i nf ormat i on 

諮る J . 瀬戸川夜

「 土 木 造 形 家 の デ ザイン展」 ギャルリ ・ヲイセイー土佐 ・物 部 村 神 々 の か た ちー JNA Xギ

ャラ リ 大 阪 道 頓 堀 ・ 中 座 の 保 全 ・活 用 を 要 望ー 歴 史 的 長 観研 究 会一 . 実 験 集 合 住 宅

r N EX T 2 1  J 一 般 公 開 . rガーデンデザイン講座」開請.公 開 議 座 『泉 州 の 今 昔 日 J .第 10回 松

井 源 吾 賞 募 集 久 保 清 一 氏 に 「 ア J レカシア建 築 賞J. 第 10回エス・パイ・エJ レ住宅設計コンペ「小

堀 遠 州 の 家J .J -SaPa施 設 デザインコンペ ~ 高 速 道 路 のサービス 施 設 ~ 公 募 「工コプロダケ

;l 1999J  - グリーンコンシュ 7  を育てるために~ ー「アーバン ・デ ザイン2000J r越 築 挫 材

展2000J 同時開催

恒 成ー 訓 氏 を 似 ぶ・清 家 清

平成 11年 8 月分・ 9 円分

平成 11年 l 月号一 12月号分
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由甲

設 計 監 理・

日本 競 馬 施設

安 井 建築 設 計 事務 所

施 工圃

増築ス空 ンド棟第 I 工区 大 林 組 ・鹿 島 建設 ・ 新 井 組 共 同 企 業 体

増築ス空 ンド様第 E 工区 竹 中工 務 底 ・戸 田 建 設 ・大 本 組 共同 企 業 体

エネルギーセンタ ー棟 大 林 組 ・鹿 島 建 設 ・青 木 建設 共 同 企業 体

京都競馬場増築スタンド

( ビッグスワン)

京都競馬場のスタンドは、第一期 (1971年竣工) と第二期 ス タ ン ド (

1980年竣工) に分かれて段階的 に技術され、その接続部は規模誠盤

のため一階のみを残し将来地築として先送りされていた。全国各地

の競馬場スタンドが機能更新を主目的に ill 替え主主的 されるなか、京

都では今回のスタンドが懸案の地築予定地 に姐3殺されることとなった。

I曽築スタンドはファン層の拡大やニーズの多織化 に応える為、屋外

スタンドでの臨場感、ある観戦以外に、競，馬場として初 めて指定ラウ

ンジシートの客席を設け、自席モニター ｔｖ での Ｑ ｪ ｗｾ ｟ｉ［が選択できる

システムとしている 。競馬場としてスタンダードを築きあげてきた

既存の施設に新たに、映像ホール、フ ァーストフード ・レストラン

プラザ、メモリアルロード、ミニF M局などを併殺し、誰もが一 日

を楽しく過ごせる 「テー 7 パークとしての施設づくり 」 を目指した。

既 存 躯 体 の一部を利 閉しての増築のため、 2 1格以上はS R C柱、 S 梁

として経益化 と耐震性能を縦保したうえ、大屋根トラス内に 2 貯 の

ゴンドラ |穏を吊り、観戦スタンドは18 mの鉄骨片持トラスに PC 段

床 の構成とし、 映像ホールはメガストラクチュア架構により、直径

30 mの無柱空I/flを実現している 。

内装 は 『京都らしさ 』 をコンセプトに「手II J を感じさせる陶版タイ

ルや練付 パネルで蛍面 構成し、古代色の 「京扇J を各所に配して“ や

すらぎ' のある 祝祭 空間 を演出 している 。

外装 は既 設スタンドとの盤合性を図りつつ 、1m口3 5 0 mに及ぶ長大

なスタンドに大きな雌Il i i I を持つガラスカーテンウオールと 7 ") シプ

なコアシャフトを直交して配し、高架化計画が進む京阪淀駅からの

デッキ接続を想定したメインアプローチゾーンとしてのシンボル性

をもたせた。

また、スタンドm築と Ht行して、散在していた設備熱源関係諸室を

統合整理し、エネルギーセンタ一線として絵師自 した。 この棟にはイ

ベント対応、の屋外 ステージを合築し、非開催 日には地域 開放さ れて

L 、る 「緑のひろばj とともに、ファミリーソーンとして位置づけて

L 、る 。 (安::1'1' 建築設計事務所)

所 在 地 一一一京都市伏見区霞島渡場島町32

敷地面積 一一一605，019.02" ;

建築面積 一一一増築ス 合ン ド棟 12，331 .70" ;  

エネルギーセン女 一+車 2，013.57"; 

延床面積 一一ー増築ス 空ンド 棟 45，984.00";  

エネ ルギーセン空一棟 3，957. 14";  

4昔造規模一一一増築ス空ン ド棟 S  (一部S R C ) 、B1F 、7F

エネルギーセ ンヲ - j 車 R C、B1F 、1F

工 期 一一一地築ス合ンド棟 1997年 12 月 - 1999年 9 月

エネルギーセ ン空- j車 1998年 4 月- 1999年 9 月

最 寄 駅 一一一京阪本線 ・淀駅

婦 影 一一一名執ー縫

※ (航空写真) 大阪建設工業新聞社提供

コース傾1) 外置見

エネルギーセン空一棟

至京都

5  
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言宣言十 ・ 監 理.

日建 設 計

施 工・

大 成 建 設 ・奥 村 組 ・中 基 建 設 共 同 企 業 体

三次市福祉保健センター・

三次市立図書館

三次は広島県の北京、"1"園地方 の 中央部、江の川 ・烏洗川 西 城川

の 3つの川 が合流する 内陸主主地で、古くから交通の要衝として栄え

てきた IIITである 。馬 洗川 に而した 中央病院移転 跡地を利用して 、新

しい文化 福祉ゾーンが計画され、 |臼病院施設を改修して青少年女

性センターと生涯学 習 センタ ーと し、新たに福祉保健センターと図

3 館が新築されることとな った。新たな施設は、これらの 4 施設を

統合するものとして位世づけられた。福祉保健セ ンターと図Z!?館 は

利 用 も管理も異なるため、 ilW緩lや形態を l則荏に分離しながら、 一つ

の施設として相 互の利用者が自然に出会い交流する建築をめざした。

福祉保健センタ 一部分は飾的で 7 ッシプな形態とし、図 i1?館を三 ヶ

月形大屋根の動的で開放的な形として、相互がダイナ ミックに交差

する部分に共通のロビーを設けた。福祉保健センターは、社会 福祉

協議会、各団体セ ンタ一、 保健セ ンタ一 、会議室の明 快な 4 層構 成

としている 。 図 ｩ ｾｦ 館は大屋 ｊ 恨の下を大空 ｉＱＱＱ の閲覧室とし、吹級の Ｒ

階をギ ャラ リー・多目 的室とし、このレベルに川の緑を楽しめるデ

ッキを設けた。 ロビーからは、エレ ベーターとあ わせて各階で青少

年女性センターや生涯学 習セ ンターへ接続する 動線を作 ってい る。

また、各所に自然エネルギーを利用するしかけとして、クールチ ュ

ーブ、エ アフロールーフ、大型ルーパ一、ライ トコート 、風の塔な

どを組み込み、文化 ー福祉ゾーンにふさわしい人と自然にやさしい

施 設づくりをすすめた。 ( 中 井 進 ・ l王l中公)jj t/ 日建設計)

所 在 地 一一一 広島県三次市十日市東 3 丁目 14・1

敷地面積 一一一色183. 33rrl

建築面積 一一一2，631. 84rrl

延床面積 一一一5，173.39雨

情造規模 一一一S R C 、S 、4 F

工 期 一一一 1997年 11 月- 1999年 3 月

最 寄 駅 一一一 J R芸備線・三次駅

撮 影 一一一東出清彦

配置図 1:  1600 

福祉保健センターと図讐館の交差部

南 側 正 面 全 景
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出甲

設 計 監 理・

東 畑 建 築 事 務 所

施 工・

上 林 建 設

波賀町メイブルプラザ

この保去をIrl ! i 設は、波1' ? IIITの ;たしい森林の '-1' に計画されたリゾートハ

ークの '1-'校 施設 と し て 位凶つけられており、 18室の平日: 宅と大i治、初 を

配 した宿泊棟 、 レ ストラン ー1 ( : 会場などよりパブリックな 川途をも

っU字 型 の 共用 練の 2 棟 で桝 成 されている 。

日1-j i l 1j 段階か ら、厳しい冬の笈さからつニりながらいかに周辺の li 然に

ｉ Ｉｾ ｉ 放したｾ身勿づくりをしていくかが大きなテー Ｗ であ っ た 。 より断熱ﾭ

ｊｩｬｬ Ｑｾ Ｇ 性能が求められる街泊 宝 は ｒｃ の幣を耐力笠とした ラー メン榊

造 と し 、 共 用 棟 はPCl' i と木造集成材によるフレームによ ってU字 型

の}"!l 般 を さ さ え 、 そ の |てになる べ く開放的で自由な領域をつ くりだ

すことを考えた。 この尾似の F に機能七必要最小限の墜を独立して

配 す る こ と で 、 磁 力 シ ンプルな川浩をそのままな匠にいかした 一 体

宅 川 をつくりだすことを必:1:;( 1している 。

ｊｕＱｊ 練の，ｾＢ庭は、空の ｼ て でさまざまな活動ができる、平 ｉｉｊｔ ｊＭｦ ￭ の思い

の 小心 になる場所として， Ｑ Ｑ Ｍ ｾｬｩｪ した 他物が主役になるの で は な く、

総や ｪ 見、せせらぎの行のなかに憎みや尼 崎 通を ｩ 来、えること で 、 Ｇ ｲ ｬｾ 心地よ

く籾しまれる湯所が生まれることを ｊｾＱＱ 寺している 。

f  

ノ
車寄ぜ

Ｈ松森織江 Ｏ Ｎｬｬ ｾ 州立 ｉｉ 築・ ｊ ｱＧＺ￭ｓ ￬ｬ 斤 Ｉ

をう

1階 配 置 平 面 図 1:  1200 

所 在 地 一一一 兵庫県宍粟郡波賀町上野字上東山 1799- 6- 1

敷 地 面 積 一一- 8，957_39" ;

建 築面 積 一一一 1，790.52" ;

延 床 面 積 2，900.60" ;  

偽 造 規 模 一 一一R C一 部 木 造、3 F、B1 F

工 矧 一一一 1998年 1 月- 1 9 9 9年 5 月

寄 駅 一一一 神姫パス波賀上野

撮 影 一一一藤 義 則 ( エスエス大阪)

工 ン トラ ンスタトl l !

レストランから中庭を望む

J l  
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由甲

言li 言十豆主王里・

竹 中工 務 j吉

施 工 ・

竹 中 工務 J苫

ローム福利厚生棟

建築主はシステム LSIを中心として、半導体分野で次々と新製品を

開 発している先端企業である 。 ｔ ｉｾ ｾ の ｊ 広大に ｷ っ て、西大路五条近

くのか13陸地周辺に諸施設が処設されてきたが、 今回厚生施設を l カ

所 に集約し質の高 ｌ 、サービスを ｊ ＺＡｍ ｊ 主するため にとのｾ妙 ｊ が計画された 。

半導体の開発ー生産縄設ということで、セキ ュ リティ一昨保のため

にこれまで、の施設は閉鎖的で、あ ったが、厚生名Rという性絡を生かす

ために全面ガラスカーテンウオールの開放的な}j 信望とした。 また、 「環

境にやさしい建築をめざしてj というスローガンのもと、太陽電池、

氷蓄熱、自動調光、生ゴミ処旦11等様々な設備 システムを採用した。

さらに守るべき環境を感じ取れる感性こそがH寺代の大きな流れを支

えるという 立湯に立ち、自然光、 }Al の流れ、緑等を4華々な状況で感

じ取れる よう 構成した。

単純な直方体のガ ラスボ y クスを 出発点 として、主主将J1として中庭と

テラスを抜き取り、次にガラスルーパーと可動屋棋( 太陽電池組み

込みＩを用いてその空隙を再びｾｾｾなる意味で 埋め 戻すという 椛成を

とった。 それにより、単純明快ではあるが季節や時間のうつろいに

従 って変化にとんだ建物とな って いる。可動屋根は、雨センサーに

より自動的にスラ イドし て 中庭 を磁い、屋内 と屋外といった空間の

ありかたを天候に! 剖，芯して変化させる装白である 。外壁面のガラス

ルーパーは、光と風を透過させH寺芸11や天候によ って、さまざまな表

悩を建物の内外に見せる 。I!I .I鎖的中庭に対しガラス張りの開放的な

中庭のあり方を考え、主動紙l を"1")，廷にからませて人の動きを引き込

むことにより 眺め るだけでなく 体験していける活気に満ちた 中庭と

した。 ( 桶j宣哲朗 ・坦凹|呼之/ 竹中工務自)

④ 

所 在 地 一一一京都市右京区西院潟崎町 1 番地 1

敷地面積 一一一一2，538. 66ni

建築面積 一一一 1，513.00ni

延床面積 一一一5，064. 27ni

精進規模 一一一S 、4 F

工 期 一一一一 1998年 10月- 1999年 7 月

最 寄 駅 一 一 一 阪 急 京 都 線 ・西 院 駅

撮 影 一 一名 執 一 雄

左頁上より 4階ブリ y ジ/中庭 見 上 げ

右頁上より東南外置見14 階 廊下 11陪食堂吹き抜けまわり

に -

配 置 図 1  :  1200 
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ダンスと建築 ¥ 衝と自然

鈴 木 克 彦

この不況の |盆相の中、大いに華やいでいる世界がある 。 ボー

ルルーム・ダンスの世界である 。愛好者は全国で1，000万人い

ると言 われ、ダンス教室のレッスンやパーティーは多くの人で

賑わい、この世界を見ている限り、不況やら高齢化 社会だのと

き ったH音L 清志;mなど関イ系ないようである 。 シドニー ・オリンピ

ックで も公開競技種目となり、文部省もスポーツとして規定し

て、ダンスを積極的 に普及させようとしている 。

実は、このスポーツは意外と建築と関わりが深い 世界である。

ダンスはl他党で感じるイメージを体の動 きで視党的に表現 す る

芸術である。 ウィーン工科大学のシモンチ ッチItJ ，l 士( 応用美学)

も、ダンスと主I ! 築の関係を{リf究テーマにしており、ダンスには

3 次元の悠築美を超える 4 次元の空間美 があるという 。 また、

一歩一歩の動 きが完量産に国論化 され、標準テキストとして全 出

界に広められているスポーツでもある 。込I!築wでも国際標準化

(I S O) の動 きが活発で、あるが、ダンスの世界では数十年前か

ら国際標準化 が進められていたのである 。 ダンスの効用も (池康

面だけでなく、精神面で、も大きな効果があると認められており、

精神障害者を対象としたダンス ・セ ラピーという治療法もある。

ダンスにはストレス討会での心の癒し、コミュニティ形成など

綴々な役割が朋待ーできそうである 。

京都工芸繊維大学大学院助教綬 ・工博

ブランクの挿入

前 川 治 彦

人の JJ 尚( 頭) には許容旦があり、それを越えるといくら詰め

込んでもその分何かが出ていくのだそうだ。私はその話しを結

構信じている 。 そしてどうやらもう 慨 にその許容誌に迷してし

まったらし L 、。

西陣: 古典主I! $楽、アールデコ、イソザキ、ベルニーニ、鉄筋の

かぶり厚、色潟度、珪泌上、 2 R + T = 630、などなど、いろん

なものがそれなりに入 ってはいるものの、まだまだ十分とは言

えず、それがもう終わりかと思うと少々' 附けない気もするが、

それなら何を捨て、何を入れたらいいのだろう 。

いい建物を構想し、創り上げるためには、どうも佳築のこと

ばかりではいけないようだ。社会、経済、去術、いやいや迎昧

の範時も含めて、要は中身のバランスが問題なのだろう 。

先日ワープロをや ってて不忠に気がついた。 どうも読みにく

いと思 っていたら文章を5占めすぎていたのだ。

頭の I:t l も詰めすぎてはL 、けな L 、。改行やブランクを同入する

ととで、風通しが良くなり、 11
1
に残っている知識などが生き生

きとしてくるかも知];(1.な L 、。

今年も早、 師走 。

みなさんのキャパは大きいとは思いますが、たまにはブラン

クを挿入する のもいいかもしれませんよ。

前川治彦建築研究所

16 建築と社会 ・1999.12

西 川 錆一

学 生時代に津和野出身の友人がいた。 3 回生のとき津和y牙を

案内してもらった。問 中の川 や道路際の水路は鯉がいて、自然

と共に人が暮らしていることに感激したのである 。35年前のこ

とである 。

その友人によると、最近は、 川の水が少なくなり 10J の魅力が

なくな って きたようである 。理由は 、|苅発が進んだためではな

く、 山の手入れをしな くなったため水が少な くなったのである。

京都の周山街道を北に進めば、 茅葺き民家が多く残る美山11可

がある 。 ここは由良川の上流 で水量が21富である 。杉の l}g}也て、

山の手入れがされているのであろう 。

近自民の水) 低である琵琶湖の水が、出口が瀬田川 しかないのに

腐 らないのは、琵琶湖に注ぎ込む雪解け水が冷たいため、深く

沈み漏かい古い水と入れ俗わるためである 。 あれだけの琵琶湖

の水が入れ替わるのである 。 自然には感心させら れ る。

1hはそんな 自然のなかにある 。 そのなかに建築物があるので

ある 。 'rJ. Iを歩き自然との出会いがあり、ふれあいがあれば、人

は楽しくなり、街の魅力は増大するのである 。衝の中で自然を

感じるように、建築は係わっていかなければならない。

神戸市住宅局参与

山小屋

七 字 祐 介

大学を 出たての僕迷は鹿島給と爺ガ岳山筋にわずかな土地 を

求めて小 さな山小屋を追った。八角形の間取りに寝泊まりは井

桁に組まれた蚕棚と梯チという簡素なものであった。す ぐ近 く

に山スキー場がある位で主民沢高山湿原と鹿山川 に挟まれた北 ア

ルプスの深い山|昔|にあ った。i J 4i り付いた j箆尻峠で、エンストを繰

り返しながら素朴 なスキー場へ通ったものである 。その後それ

ぞれ家庭ーや戦場の事情で官く足が遠のいたが、子供の手がi調t h.

誘い合って再ひ泣l小屋に鉾 L、戻った伐迷は50歳を超えていた。

訪ねるシーズンは 雪 の Ｑ ｦＡｾ いシーズンに変わ っ た 。 ぽっちゃん式

トイレと梯子の昇り降りはいささか苦痛で皆の手で大改修をし

た。気がついてみるとその IMI 、スキー場は国際スキー喝として

線変わりし、黒沢湿原の入- 部分は駐車場にと って変わられ、わ

ずか山裾に姿をとどめる tJ ill 原は夏場の牧場利用の排水で、赤黒く

濁 っていた。 ある友人は高山植物の創1 I 密画を黒沢湿原に求め、

別の友人はアルプスの凹季の雄姿をカメラに収める事を楽しみ

にし、私は渓流釣りにいそしむが、しかし黒沢混原に l咲く貴重

な柑生の殆どはレッド リストに掲げられ、アルプスの裾野の風

景はスキー湯の施設て、埋め尽くされ、釣り場の渓流は"あおこ川

が蔓延り岩j魚、lの生息も危ない。ゆっくり悶りを見渡せる歳に成

つてはたと身の回りに失った自然の大きさに気がつく 。

大成建設関西支庖設計部長

建築の眼一
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青年技術者選考委員会総評

選考委員長 宮田 照久

一向に lリj るさの感じられない，建築界ですが、恒例

の背五同支仰向〈 ε の ｩ 選考のＱｉ［Ｇｪｾ羽そ迎え、若い人たちの

頑張りカt絶える ことなく続いている こと 制 臨f‘し

たく、逃に入りました。

木年はj応募締数25点と、 (ylj 年に比べると少なかっ

たのですが、それぞれが優秀な子戸件主体背? であり、

大変うれしく思いました 。 ＱＨｅＧ ￬Ｎｾに ｩ 探して厳しく事

前縮空されたと推察され、料抑制和二高〈、選

考に苦J，&. l、たしました。i l i ' 考委11の真剣かつ慎重

な審査の結決、 18名の青年技1if.r. f 屯が選考されまし

たが、惜しくも選にもれた }j 々も甲乙つけがたく

忠、っています。選に入られた) ，は、 これを契機に

いっそうの研鈴努力される こ とを、また選にもれ

た}j も務ち込む ことなく再度の羽凶伐をお願いする

次第です。

本年の特徴は、今まて。の枠で Ｑ ま ｾ Ｇｈ ￭ ｬ ｦｩ し革 Ｈ ｛ｬ、新い、

町紙重の ｊ［ ｩｓ、 ， ｾｾがあった こ とでしょう 。 コ ンペプ ロ ポ

ーザノレ業務に村イヒされたスペシャリストとし、う今

のi時代を象徴する昔11門ですが、委員の大半は符瓶

(I{ J に言判II I i する) ，向て、した。来年への期待としては、

よりオ干い技仲間、小制裁の技f陥、あるいはメ ー

カーの技や附悼Fのお1邸的 な参|百|を望みます。 さら

に応募者の負担を減らすためにプレセ。ンテ ー ショ

ンのブ万去を少しMi 諭したいと 思います。 インタ ー

オ、ットの導入も検討11税制にきているで‘ しよう 。

設計・計画部門/ 選考世旨に，I ! ( ¥らして議論の末

応募者14.r，の '1' から 11名の技術者を顕彰させて

いただくがi米となった。応募者はいずれも、実|擦

の業務の '1
'
で優れた技術を初「鎖し、身につけてい

ったとし、う こ とがうかがわれ、惜しくも落選され

た) ，もさほど差があったわけではない。逆に言 λ

Ａｩ 、 ｪｩ ｈ ｴＧ抜いた ｊ￯ ｩＵｾ持者も少なか っ た 。 プレ ゼ ンテ

応募の状況と結果

部門 設計・計画

応募数 14 

入選数 11  

期

華争下

IJ!I!I!I!・-・・』

園田・・圃

子 治
.:.:.;.;.......:..._.:.:.:.:.:-:.:九γ . . . . . . . . . . .

ー ションも、かかわった業務の縦列といったもの

が多〈、その結果、現在 の技ＱｩｦＮ ｲ ＮｦＧ ￯ としての ￈ｾ 炭、

成果をきちん t 表現したものが少なかった。今後

は特に、社会 t のかかわりのけ 1での成果、次のH寺

代への提案い、 ったも のをけむHt した L、。

計 画 制"1ては、昨年に就き、以災復興にかかわる

プロジェク卜での応募があり、内終的にも優れて

いたと忠、われる。計画部門では、いかに業務を実

現させたかい、うこ t だけではなく、特に社会 t

のかかわりのIJ' ての提案や芯、味をfiλ て欲し L、。

今後とも、街づくりの分野でのJ似立な活動をつづ

けておられる方からの応募をJUWi した l 、。

橋室部門 Ｏ Ｔ 名の応募があり、 Ｓ 名の技術者力 Ｈｾｾｩ

彰 される結果にな った。i注目ゆれた 3 1' ，について

は、選考対象 t なった主I l 物 ・柿造形式にそれぞれ

特徴があり俊劣はつけにくく、また内等的にも例

年の平均的な応募作品と比べて優れてし 、る。

布Iir:Ef氏はj泡工の行) ) 化 ・介J l J I . 化を円。りとして、プ

レキャスト鉄筋コンクリー卜造に継続的に取りがl

んだ 。 ｦ ｬｊ ｬ ｛ｬ ｬ 氏はｾ ［ ＧＺ防長な形態 の宗 教建築ｾＺￆ引させ

るために、さまざまな椛 泣 j てのI l :VI : Hを解決した。

小西氏は超高府主ｾ物の骨組 ｬ 附ぷ、止 世 制妾子千百 Ｑ Ｑ の 椛

1友に工夫を凝 らした点力r : 1' 1附li された。 附しくもi l i ¥

lこi扇れた方のん同封乍品IJ.、 ILIL. の貢献度の主娠が

弱〈、プレセ。ン技術に工夫が似しかった。

設備部門 Ｏ今 ｬ ｵ ｬ Ａ ｊＮｾえ念ながら、 ｊ， ￌＧｽ募数が ｬ 件であ

ったが、 内作としては、本人の参F耳岐 ・技仲間; と

しての資質 t も高い応募テ ーマて、あった。小tr氏

は、 RIT E 本部胞t&' l ' は、太防光発' ，11: ・僻 V，l1: il!l. .  

高圧ー務院西日屯線への逆神:W五を布する 2隙括主系シス

テム等、先端技術の附l発及び導入にHt
l
践し、中11i り

強〈 包iPJ L & びその技術古利IlI iを行い、 その訣i凶i U求

に対する努力i : . 'h'J熱が! 器じとれた。

堂島アパンザでは、 '1' 央」屯f. J I . システムのコストダ

ウンのI[)( り組み、テナン 卜? ? 邸機能制寺つピルマ

設 備 施工

4  

3  
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え、ー ジメントシ ステム の導入学、テ ー? と建物の

特徴を良〈把促して技術の作り込みを行い、実現

及び実証を行っている 。両作品とも H的 ・内森 ・

役;ti IJ . 成来が明確であり、技杯出としての今後の

発展カサ別待て. きる 。

施工部門・そのイ也部門/ 処 日III"J では、プレキャ

ス卜を担当i した 3 1' ，のうち 2 1'， i : . 、設計i : . Jj I!LCの

'1' lIl WJ 業務を行って いる技祁f : ri l 手うが顕彰された。

R  ｃＺ ｨｾｊ ｦｉ 工法をｴｊｬ 三 Ｑ Ｇ Ｑ した ｍ 氏は、制部まで綿密に

日li百|しており 、 " 新しさはないがJ也道て堅実な労

Ｉｊ と実制か ら 、優秀な ｾＷｊ ｊ ｍ 支仰向［＼Ｎとして高〈前サ ￭ ｬｬ ￎ

された。変形大宅IUJ のプレキャスト版大屋4良工司王

をf旦当した K，氏は、資料のまとめ) ，はうまいと

は常 えないが、悩み ・苦労・して完成させた t きの

感動が伝わってくる 。娃設に対するその葬!¥l 、情熱

力 ｬｾｾ 刊 ￭ ｬｬｩ された 。 わ日 ｓ 定や村出 寸 法定のためのシミュ

レー ションプログラ ムをI J f.J発した G氏は、- i 'j':' J. l 1:.

ｾＡＱ｜Ｎｦ￬ ｉｊ 性力市 Ｇ Ｑ 刊 ｉ ｉｦｩされた 。

外装石打込み P C版工事を初、1'1した O氏の応募資

料は、』包GtI 'j百! と胞工要領1
1
::(I{J な内容で、ど こを

よ犬 し、ど こ に ｉ ｴ Ｇ ｾｩ Ｚ 労したか等のオリジナリティ ー

に欠けていた。

その他苦III" Jのうち、コンピューター支援による施

_[f，J- jiTi l'官: 理ツーノレをB日発した K ，氏は、ろ説経験

が少ないためか実務而から凡て l人n半がやや貧弱で、

あった。ハイドロテク トタイノレの|件11eにあたった

H 氏は、 |刈平手力 fji百品カタログ(1りであり、本人が1m

geにどうかかわり E う苦労したのか等の説明が少

なく、選か らぬj れた。

第46回青年 技術者選考委員会

宮凹 ! 照久/ U! l 和設計常任顧問

加藤 晃規 Ｏ ＱＮ則丙学院大学教ｾ ・ 総合政策学郊

北首1i 正一/ 竹rj' 工務応1) 日発計 iilij 本部長

江川 直 樹/ 現代計画研究所代炎取締役大阪事務所長

大 凶 兆/ II{{府l設計常務取締役

田悦l 法 嗣/ 神戸大学教授 ・工学部ill 設学科

近 藤 一般/ 点知ほ.tt築 'ti 務所榊造部長

大 野 修二/ r，li水建設大阪支I;t[ 設備設計部長

大 原 千幸 Ｏ ｊＭｬ ｩｬｬｾ 量計設備設計室長

佐賀 久 / 鹿島建設関西支応1J.1i 企画部長

水 浴 不Ilfl lJ / 大林組エンジニアリング本部大阪コンサルタント部長

建築と社会 ・1999. 12 17  



設計・計画部門

柴 山 直 子

生 Ｎ ｾｉ と ｊ Ｇ ｉｉｉ 19 WI '  5  TIl 9日

fがや1練 19 Wf - 奈良灯大1 = 家政学部住居

‘ 向ト卒業

経 歴 1988年長谷川L n飢!7 巨足長谷工

m扮経歴

コーポレーション) 入: 11

1994年 柴 山 組 問 究 所7剖 ;

Ｑ 卯 Ｕ Ｇ ＱＧ［法 大 ＪｊｉｩｬＧＦｉＺ ｾｬｈ 、制 Ｔ 会

社柴山雄築相f)，[;i Jii -l::お1噺 椴

・赤松の' 1ItWJ 宅 一 桁拒r ' lt;Jt rrl 監JlI1ー

. N市( 附) 術大iil 削峰、桁 エ レベー夕日11;町

・Jj(有) ' 'iE，i III U]のIU]i家 IN N

一改革工 併設JI 正問一

- 来JiLil!J. コー ト

一共同佳作，11州コーヂィ元ート及び設計監理一

・滋賀J¥l 日間j洲会主

一伝統的雄造物併保存地l豆町並み相雌. 1 . ¥-

. すいせんのことば/ 三好正満

震災で被災した下町長屋の生活再建

という困難な仕事を、きめ細やかに

丁寧にまとめ上げ、住み手の思いと

空間が応答するような集f主体をつく

りあげた。この車E験 を通して、ひと

づくり ・まちづくりの視点からの設

計活動にますます情熱を注いでいく

ことを期待する。

- 青年技締渚のことば

阪神淡路大震災による火災で焼失し

た木造密集長屋は、そこにあった人

と人との関係、人々の暮らし、まち

の概宣を継承し、下町型集合住宅と

して見事に蘇りました。コーポラ テ

ィフの手法で、コミュ ニティに配慮

しながら進められた本事業は、設計

とは何かを模索していた私に、被災

した町のいっかくの再建にたずさわ

るという貴重な体験と 感動を与えて

くれました。人と住まい、住まいと

まち、そして人とまちの関係を丁寧

に読みとりながら、設計、コーディ

ネー卜の仕事ができたことは、これ

からの自分自身の設計づ舌動に確かな

方向付けとほんの少しの自信をもた

らしたと思います。

本共同再建を通して、真野地区の

方々をはじめとする出会った多くの

方々に数限りない英知と適切な助言

を頂きました。お世話になった方々

に感謝するとともに、この儲貴を生

かし、よりよい設言十活動をし、さら

に成長していけるよう努めたいと思

います。

焼失長屋の生活再建事業 『東尻池コート』

中庭鳥居社。上下で声のかけられる住まい ｩｉｾ影石 Ａｈ Ｂ Ｚ Ｉ

左手は 5 階建て。路地を挟んで近隣

に面する部分は 3 階棟とし、屋根の| ムかつて住んでいた長屋のように、

形を合わせ、周辺となじませる マ |  うちとそとが柔らかくつながる



設 計・計 画 部 門

大 倉 克 仁

生年月日 1964年 2月221:1

融 持 鐙 19: 飽年京都大均d 年泊三河断罪i十

主眼年第二専攻修官官悶修了

業 歴 19: 腿年( 附'r9'工務l苫入社

1989年同組時Jl!ti l而体制l

Ｑ ＹＸＹ 年側ＦＺ必 ｬ 摘発日ｾＧｦｲ 出向

主な伶 盟，花[ 日I l f J 箔II例

ｾＡ Ｇ位進第 Ｒ 住宅団 ｊ 臥主て替え

附 締 再 開 制 球

六甲道駅前 地 区再評 ｊｾ ￪＼Ｎ悶 ｴ ｬｊ ，喰

脊朝団綜ｼ玖品跡地問 ｆ 鉱炉ド ｬ ｩｾ Ｎｦｬ

ヲト島田l蒋↓ m熔 i喋

. すいせんのことば/ 小酒井孝敏

大倉克仁君は、熱き心の下に豊かな

発想てもって理想、の街づくりの実現

に常々努力してきましたが、特に花

田の開発計画にあっては、依頼主と

行政の問に立ちながらも、両者の理

解と高い評価を得て自己の思いを実

現するなど、ふさわしい実績の持ち

主です。

- 青年技術者のことば

私たち計画者が携わる仕事の多くは、

大変息の長いプロジェクトです。そ

の聞に事艶素境や社会環境か変わり、

計画の見直しも必要とされます。そ

のとき に大切に しているのは、当初

にプランを描いたときの 「思い」で

す。

10年前このプロジェク トを始めたと

き、人間の康生を大切にし、永〈愛

されるまちが重要なテーマだと考え

ました。そのテーマを、豊かな緑の

オーフンスペースネット ワークづく

りの中に思いを込め、具体に計画 し

ました。

自然の恵みである緑は人間の心を和

ませ、活力を与えて くれます。その

緑を配し地域に開かれた都市開発と

する ことで、地域の新しい顔として

周辺住宅地と調和し、ここを訪れる

人々に車昆しみを与え、まちに賑わい

カ〈生まれると考えました。

これまで、多くの人たちに教えられ

ながら、この仕事をし てきました。

そしてこれからも、事業主やスペシ

ャリス トたちとのコミュ ニケーシヨ

ンを図りながら、次代のまちづくり

に取り組んでいこうと思います。

再開発地区計画制度による次世代のまちづくり

- 基本計画策定

民間企業が所有する約 13ha の敷地に、

次代の複合都市を計画した。

一つの大きな住宅用地で〉あった この土

地を、南から北にかけて大きく三つの

土地利用に区分した。南の駅前の街区

は高層オフィスビルや大型商業施設等

を集積さ せた 6. 5ha の業務商業ゾー

ン、その北側の3 .3ha は住宅 ゾー ン、

一番北は大和)11のオープンスペースと

連続する約 1 ha の公園ゾー ンとした。

そして、そのこり師IJ 用に合わせて、街

の空間フレームを形成する三つの性格

の異なる広場空間をしつらえ、まちの

多様性を生み出すこととしている。 ま

た街区を取り囲む緑豊かなプロムナー

ドを設け、広場 ・緑地 ・アトリウムと

も連続的に結び、オ プンスペ スの

ネット ワークを形成した。地域に開か

れ、 環境に優し い都市開発とし て計画

したオーフンスペースネットワークの

広さは約30 ，000m'で、 敷地封本の約30

% になる。

現在、計画地創本に緑豊かで、都市と

自然と人が美しく響き合う街づくりを

目指し、整備が進ん でおり、 '99年 7

月、 一つめのイ封束力〈完成し、まちが動

き始めた。

- 都市計画決定

敷地は、複合都市の創出にふさ わしい

用途地域てなしまた都市活動を支え

る公共施設も 乏しい1犬態てeあった。

そこで、再開発地区計画時l肢を適用し、

公共施設も含めた→本的かつ総合的開

発プランをたてることによって、行政

や地域の理解を得て、高度利用を図る

こととし fこ。

計画のポイン卜は、地域と共生し、都

市環境の向上を目指した、複合都市開

発にふさわしいインフラ計画であった。

具体には、まちに相応しい駅前広場、

近隣地i或の レクリェーション公園、既

存並木を活かした地域に優しい 2号道

路、手IJ 便性を高める区画道路等多岐に

わたるインフラを一つの開発の中にバ

ランスよく配置し、建築計画と調和さ

せることにあ った。

また、都市計画協議の推進の過程には、

多くの時間を費やした。再開発地区計

画制度は、計画当時創設されて間もな

いこともあり、時IJ 度適用の意味から始

まって、計画の意義、計画の各内容の

ひとつひとつを行政担当窓口と協議を

重ねる必要があった。その結果、協議

開始から約 6 年を経て ' 95年 2 月に都

市計画決定がされた。

1. 1 全体開発イメージ('94)

三十月十 2. 第 l 期の{ 主棟

_. ， -'  3  街角広場

主要な公: j 1，1泡設 地区純設

l主回ii道路 1 号版¥L-.i.l Om 延長 約190m

区間道路 2 号版¥L-.i.l Om 延 長 約220m

区Jill l道路 3 号 阿f l 10m 延長 約420m

が]9 ，700m'

交j且広場 約 3，200m'

地区幹線道路 l 号 幅 員16m 延 長 約270m

地区幹線道路 2号脈U115 m ｾ延長約 Ｓ ＶＰｭ

. 土地利用計画 宅地の22%を減歩、 道路 ・公園を整備

f，'Ii I荻

ｾｦ ｬＧ＠ Jill l 前

而 紋 |椛 成 I I 宅

宅 地 1126叫 98%l ol 地

道 路 I 0 羽 hal 2 % 

9. 82ha  1  76% 

3. 09ha I  24% 
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設計・計画部門

小 苔 陽 次 郎

生年n l l 196411' 3灯12日

Ｑ ，撚判ｾ Ｑ Ｙ ＸＶｩ ｦ 広 ｲＮｾ 大学仁学部第四町 ｬ 控

袋、( . =J ! 酔業

ゴ駐 日並 1986! 糊 式会社日述 調f入社

山花、 制試会社 tl 述調i 1i 対坂本ヰ土

「必i室? 副主管

tl! 列したJ .:なプロジェクト

198戸f - I前向サウスタワーホテノレコ対坂

189()i F.- ｾ，伊 ｬ クレドＨリ ー ガロイヤルホテ

ノレ1よね)

1  995! 1' - - 神戸税j刻本l期

1996l1' .- IJ 本li;l -f ' )J 研究F刑期内研究所日f

究官耳 ｬｾ ｊｉｬ ' j ヒ験陳

1  998!1' - 社会保険京大阪健}; j tづ〈り セン

ター( I! i 件1

199811' .- ＱＮ 二 ｽ ｾ ｾ ｲ Ｑｬｊ ｩｬ ￬Ｇ合

1998! 1' .- ￸ｉｗ ｊ＼ Ｎ ｉｉｈ ｬｦｉ ｾ￪＠ A  - Jj也18:オ 7 イス N

制! ( 仮昨)

- すいせんのことば/ 渡辺豪秀

若くして大きなホテルの現場を経験

したことが、現在の小谷さんの力に

活きています。確かな設計力と常に

前向きて誠実な主曜は建築主から信

頼を得ており、これからも設計や現

場てせ音ってきた技術力に磨きをかけ、

さらに飛躍できる職員Eを有 している

と確信しています。

- 青年技術者のことば

あらためて、入宇土以来担当してきた

プロ ジェク卜を振り返ってみると、

見事にその時代の社会状況を反映し

ていることがわかります。バブルの

t頁の豪華な大型シティ ホテルから、

貴重な、歴史的建築物を保存再生し

た公共建築を経て、地王将案境に配慮、

した小さな町の役場へとの移 り変わ

りは、その時代の社会が求めるもの

を阜IJ り続けてきた結果て・あるという

ことが出来るのではないかと思いま

す。 もちろん、規模の大小、建物種

別にかかわらず、 一貫 して常に真訟

な姿勢でプロ ジェク卜に取り組んで

きたつもりです。

これからも、変化し続ける社会の要

求に柔軟に対応していく ことが、わ

れわれ ‘ヰ土会的行為としての建築"

を創るものの使命であると考えます。

その中で、どんな時代でも社会が本

当に必要としているものを アピール

することが出来るような建築を創る

こと、これが私の永遠に続 く課題に

なるのではないかと思っています。

南海サウスタワーホテル大阪

6
5

V

ま

接

基町クレド( リーガロイヤルホテル広島)

神 戸 税 関 本 関

仁 尾 町 新 庁 舎 難 波 再 開 発 A - l 地 区

オフィス N 棟( 仮称)



設 計 ・ 計 画 部 門

福 原 和 則

生年)-J U  1964年12月7 日

ｊ ｩ 撚清盛瑚 ｩ 工 却鋭枕判ｾ卓訂芸河 ｦ

ヲ窃v 健課f ?t -w攻修士制獄事了

l'i l!i! 1蜘 年 鹿 臥 眼科式 会 制 探::%11

本 部 入 社 飢A/ E紡 1>謀本部)

l鈎N-J A勾処芯緋司会ヰl::kI坂支l;!i

主 蹴 部|制i 観関西支底)

J ュなft=i ll" 南薬 問 ｾ制民災施 Ｗ 幻 ｼ 費財主

地下鉄 Ｑ Ｒ 号線駅舎基本 ｾｉｩｩｬ￭ｬ

ダイ セノν剛主センタ - " 郎防蹴

オ一七ント萩の台

凶宮浜集会所

ヒノレ・トヅプ・コー トジェームス山

西宮浜分譲住宅

近鉄不動益事担I ピJν 悦工中}

1992- 4  ｾｈｓ ｄ＠ Jお 砂怯蹄 ti 織 執ilt

1998i トm思議1情 .WI唱 臨r OPENJ 編集長

圃すいせんのことば/ 片山晶夫

建築のデザインや社会性について高

い意識を持ち、 5宣言十に取り組んでい

る。現在までは、大型集合住宅の実

績が多〈、施主からの信頼も深い。

今後、レパートリーを広げるととも

に、若手設詐者のリ ーダーとして活

躍を期特できる人物である。

. 青年技術者のニとぱ

音楽のように人を感動させる空間を

つくりたい。建築は力を持ちます。

いい空間にはいいものを呼ひ寄せる

力が、陰湿な空間には陰気な空気が

漂います。建築という総体を支配す

る気持ちのいい空気をつくりたい。

リズム。t也勢の流れを生かし、心地

よい光や風を呼ぴこむ装置づくり 。

環境を切り取る。囲う 。繋ぐ。 ・ど

れもがエキサイテイングな行為です。

気持ちいい流れを感じる建築をつく

りたい。場のエネルギーを生かした

いい空間には人に力を与えるエネル

ギーが存在します。感覚的な言葉に

なりますが、いい建築には精霊が宿

るような気がします。建築のかたち

が力を持たない時代だと言われます

が、いいデザインは理屈抜きで入荷

に感動を与え、建築の空間は圧倒的

に力を持つものだと信じています。

建築と他の介野の境界か取り払われ、

いろいろな意味でバリアフリ ーにな

っていく新しい状況てす。既 成 概念

にとらわれず、ひとつひとつの創作

行為を自分の 目で確認しながら目標

に向かつて進んでいきたい。

西 宮浜 集 会所 近 鉄 不 動 産 湊町ピル

西 宮浜分譲 住 宅

オ一セント萩の台
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設計・計画部門

渡 辺 猛

リザドJI II 111併1140i f.10月 5 11

ｾ， ｾＷ 税制 ｉｽｩ 大 ｩ 快Ｃえ ｬ プ川知附 ｆ ｬＱＡｬ［ｬ

ぬ;Hi市"r"14'i .攻( 平成 2年 3刀修( )

業 l従 1'1瓦2 ｩｆＧ 側 ｻｾ Ｚ猟総合 Ｎ￬ｉｩ市 ｬ 入社

ｾｊ ｕ｛Ｚ 、お Ｑ Ｑ 技術系州知可 ｉｦ 務所 ｅ

fE 

{恰抑制緩 'l: i; 械大.戸

ラポールひらかた

絵下' ，ll. I.lIl) nt ; ; 松制E

7パロ ーム紀の1]1 r公立Y堵似勺育

t見合布J:f j ; 山市inlifrJ

似体} 和)I! rli i総合センター

など

- すいせんのニとぱ/ 米村達明

彼の一番の魅力は、柔軟な発想力と

フットワークの良さです。大学、ホ

テル等の総合括支での多彩な諒十経

験とネッ トワークを最大限に生かし

てきまし fニ。

現在諜悼の( 仮称) 和泉市総合セ

ンターがこの 10年にわたる設計活

動の集大成となるものと期待し、青

年技術諸に推薦します。

- 青年技術者のニと( ; i

建築設計において、職業としての合

理化を図るため、構成する要素のお

のおのの分業化が進められています。

構造、設備、音響、照明をはじめ、

ランドスケープ、アートワーク・ 。

それぞれは局所的な進歩を遂げ、そ

の一方、介野間の境界が暖妹になり

つつあるのも現状です。

時には心理学や役営にいたる様々な

分野の専門家との共同作業( コラポ

レーション) が、 一つの建築を成立

させるために必要河、可欠となります。

建築を単純に考えてしまえば、様々

な断面信利融自) をもっ機能の総合

体です。

単なる機能の集積( 記録フィルム)

ではなく、「良質なシネマJ へと仕立

てるために・・・・・・。

おのおののコラボレーションの融合

をコントロールすることカ士現代に

おける建築家の重要な職能になるの

ではないかと感じています。

- アパローム紀の国「公立学校共済組合和歌山宿泊所」

- ラポールひらかた

- 宮城 大 学

. <仮称) 和泉市総合センター



設計・計画部門

今 野 直 史

生年月日 1965年2月13日

f故冬' 予震 1987.年大阪大手工学部主E築工♂戸

手中宇E農

業 歴 1987
i
f林式会社耳( i : ! l I ill 築'1¥務所

入社

俗融塑Z

1989i 1三 対 反E業ムキ新6 号館

1990年 四日市i虫病以

1991年 2  ?，-j t ! J i . 説明敏ピノレ

1992年 愛 知tf少年公倒センター〆一以施設

1995{1'  第 3bll Oiヒソν

1996
f
l三 リッツィ本山

納 ｾｗｩ 西再開発ピノレｻ似体ｽ基本ｩＮｬｴ ｬｬ

ＱＹＹ 昨愛知 ｊ｜ｾｾ 削船白完

グランドメ〆ンｾ西 ＱＱ Ｑ 央

1998 i f - 浜松京第一2揃区第- f!Tl m街地1ヰ

ｉ ｮｊｾｾヒ ｖν

. すいせんのことば /佐伯 博

ともすれば甘美な狭い世界に陥りが

ちなこの世界において、ソフトから

ハー ドまで常に中面玄〈物づくりの世

界を見つめ、持ち前の柔らかい感性

で作品を構築 してい く姿は、 多様

化 ・専門化する設計システムの中に

おいて貴重な存在となっており、今

後とも大いに期待できる人材です。

- 青年技術者のことば

建築の設計行為とは、自らと社会と

のコミュニケーシヨンの一手段であ

ると考えています。よいコミュニケ

ーシヨンを構築するために、周囲の

事象が発する言葉を聞き取る感性を

持つこと 、また自ら発する言葉がわ

かりやすく魅力的なものであること

を，心がけています。

聞き取った言葉を、発する言葉に翻

訳するi蹴が日常の業務となるわけ

ですが、 多様化する価値観による絶

支持守な基準の喪失は、言葉を選ぷに

当た っての基準を、経済| 生や有用性

などの思考的価値観から、生体とし

ての感覚へ と揺 り戻しているように

感 じます。

建築を構成する要素の中で、感覚を

刺激 し、なにがしかの感情を誘発す

るものは何か? この一点にこだわ

り続けることで、「建物j と「建築」

との問に初めて一千泉がひけるような

気がします。

建築という媒介を通して、それに接

する人との感覚を共有できる瞬間を

夢みて、今後も試行錯誤を重ねてい

きたいと思います。

愛知青少年公園センターゾーン施設

浜 松 東 第一25街 区 第一種市街地再開発ピル
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設計・計函部門

うち

居 内 章 夫

'1'.11' )-] n  II rH114Q! l
o
2  n  1411 

1; ，撚♂繍| 期JG大枕却え[ ，河開胤探: 主

W，攻修T

ｾＧＺｴ＠ If& 平成元if相主式会キ! 骨忠JMh' J >凶E築設

日 ｉＢｬｾ 務所入ＧＱＧ

平成 Ｘｩ ｬ ￴ｊ ｾ 任

ｻ 乍 ｬｗｾ 制Ａｴ

平成 4il o  神 ｐ､￭ Ｎ立小磯Ｚ己念、ｾ押置 ￎｩ Ｇ 六甲 Ｗ

イランド公i剖内尾i1'JI V品

'1' 成 5年大阪，Ii 立: . kio: J 1]t凋l附li 1¥他刺虫l研

究練

中1，1( 8年 J 撤 rli 執股H liJlI J，組側副強調I u

市パラドーム

平成 9
1

!，- 千 Ｑ ，ｾｊｪ救十同Ｎ保健センター ・ 同民

f l I ! J 剣峨J謝 訊rr

干成ｬｊｩ ｬ 三 大阪 ､￭ 的 ｭｱ ｬ ＢＨｾ 校

平成I l
i f- ，1;，1:( 田ff lt J燐町11' 合 般U li: 1

'1'1.北12
1
1'. (!&:局、)大l切( f .石渡会館健[ j 淀)

>1完成 12
1
1' 大阪城ケアホーム 4竣U;;:I

. すいせんのことば/ 徳岡昌克

建築設計から造園土木まて多岐にわ

たる資格を有し、総合的に作品創り

に貢献している。業務の的確さや、

取り組みへの真面目な姿勢は後輩へ

の模範となっており、今後、デザイ

ンを含めたリーダーシップをより発

揮してほしいという期待を込め、青

年技体諸として推薦する。

- 青年技術者のことば

これまて企画 ・基材宣言十から工事監

理まで一連の建築生産のi臨 に か か

わり、建築の範囲に限らず土木 ・造

園の宮殿或の能力が必要とされるプロ

ジェク卜に巡り合うことができまし

た。建築をつくることで多くの人司

とかかわりを持ち、影響を受け、励

まされたことは非常に幸運であった

と思います。創りあげられた空間の

中で人々、自然などの新たな関係が

生まれ、そこ存をしていくことに大

いなる驚異を抱いています。

近年、建築設計において分業化、専

門イヒカ〈進む一方で建築マネジメン卜

の職能も求められるなか、建築が動

かしがたい事実として世の中に存主

する以上、社会に対し、建築主に対

して責任を明確に持つことか主謀の

技術者として必要なことであると考

え、各分野の厚い知識を持ちながら

も幅広い能力を備えていくことを目

指しています。

神戸市立小磯記念美術館・六甲アイランド公園西駐車場

大阪市立大学理学部附属植物園研究棟

千早赤阪村立保健センター・

国民健康保険診療所

( 仮称) 大 阪 府看 護会 館

大阪城ケアホーム( 老人保健施設)

大阪市教職員互助組合厚生施設

阪南パラドーム



設計・計画部門

荒 井 康 昭

生年fl 日 196411' 8月23日

長晶終' ニ滞 199昨東京; l _ ! : 機大抵 k";慌 挫 設

工会件修士課樹主了

ｾ必経股 199()! f- JAI:d長112匙株式会社長l!築設

計本部入社

1995年鹿ぬ建設株式会社関西支

l占必民総II 部為; f l主査

ＱＱ ミ Ｚｉ ｉｾｉｉＮｾ 墜 バイオ ニ ア第 ｚ 純 ｴ ピノ ν ｐ ａｘ ヒ‘ノ ν

凸版印 ｬｾＧｊ 本所スタジオ

栗田美神i 1i i i "111:界除餓館

そごう神戸庖復旧工事

受 賞 限EU; 長神間官世界F量級館J

- 栃木県マロ ニエ必諜1't

.  Ji ;f '1市姐漢文化: . r t 、公' J ' t勺

- すいせんのことば/ IJ 嚇正日月

阪神大震災を契機に来阪し、復| 日活

動を通じて得た建築の持つべき社会

性とライフサイクル( 長寿命化) を

常に念頭に置き、言宣言十を行っている。

現在の主業務である営業企画設計で

もその11 ; 念を追求し、本質を求めた

設計者として、今後が大いに期待で

きる人材である。

- 青年技術者のことば

流れる雲どんどん早くなる日没、

夜ごとなきだす虫の声、そしてだん

だん実感を失っていく夏の思い出。

人は今までの時間を強〈意識する。

しかし現代を生きている私たちにと

って、これらは一種の記号にしかす

ぎなくなってしまっている。かつて

の空はあんなにも高〈、心をわくわ

くさせてくれたのに・・. . .

私は、あらゆる場面で「時間」とい

うものを常に意識しています。建築

においても過去 10年は、 1100年建

築H復旧H復興」といった社会| 全を

伴う「時間」をキーワードとした作

品が大勢を占め、建築の社会主につ

いて深く問われてきました。この街

の本質とは何か、どんなベクトルを

持ち、またどう持つべきなのか。

現在は、都市の文脈を介析しデザイ

ンに昇華させる行為のダイ ナ ミズム

に心惹かれ、単なる器としての建築

ではなく、施主を含めた「その社会

性j をいかに導くかか建築5宣言十行為

の意義と考え始めています。

さて私はどんな街に遭い、どんな解

答を導き出していけるのか、これか

らがとても楽しみになってきました。

栗 田美 術 館 世界 陶 砥 館

T 音楽学校綬舎設計銭妓

| 市新駅ピルプロポーザル提案

T アカデミー札幌校設計続技

此花新駅街区整備事業 提案競技

神戸港西地区築審施設鑓案競授

25 



設計・計画部門

井 上 孝 成

生年J-Jrl I  96!Yp  U118L1 

AK終'1犠 198均三%山民J : : fi 大手L 仁・用地

築:河L陣; f i

治 底 会 賞 受 賞 作 品 加1-)

1明 瞭

1987イド 株式会社" t ( JIームI! 築設JI-4i 務所人

社、京)j¥'Jq;告J苛:，&，，11潤l

]  997
5
f- :r"J iJ 吾' ド務所訪日間i

主な (j 奇1f 品強盗

・事舟ゼン七ン会館

・何 事l際節制令・符需l際

・H 同←子工場第 lJUJ

• Sl l i2J :a工場第 I 却I

.  ( [ ¥・大・小 E42- 2街区集合fi 完

・ 加 ｊＨ Ｇ ｲＮｊｾ荒川区教育絵、令施，Ｆ

・逗わJi 総合1' -1<' 行館

. )11的diil'i 防局総合w合

Ｎ ｾｲ ＮｴｬＪ百 Ａ 噺 ｊ iy守

Ｍ エクシ ＷＧｄ ，［Ａ ｾｩ 品Ｉ￭Ａ施設

・ エクシ Ｗ Ｇｊヤ ｬｾ チャ ペ ル

受'l't

199戸F i込同総何事汗削

一判 斜 IlJ¥ill 探コンクール奨閉山

阻すいせんのことぱ/ 小宮三辰

周辺環境とのかかわり、社会に果た

すべく役割に常に配慮、した彼の設言十

姿勢力、ら生み出される作品からは、

建築単体のみでは得難い「安- L : 感J

と「緊張感」、そして人柄から溢れ出

す「あたたかさJ を感じる。今後と

も、まちづくりをリードする活躍を

期待している。

- 青年技術者のことば

当たり前のことだが、建物を設計す

るときにその地の持つ歴史、気候、

風土、文化を十分星野拝し、その建物

の担う責任や意義を考え、設計に反

映することを，L ，1 卦けている。

以前、遠隔地に単身4見場常駐車里を

した経験があるが、設計埼にその地

を十分主里j解したつもりでも、その地

に実際に住むと新しい発見や自らの

見識違いを発見する。

どんな建築設計にも言えるのだが、

特に公共建築ともなれば「まちの劇

としてまた一つの文化をつくり出す

のだから、 Z宣言ド者の責任は重い。

函→ヒカ〈進行する世の中で、その地

の持つ特性や、人の感| 全を敏感に、

正確に読み取る努力をしていきたい。

碧 南市 新 庁 舎 (20叩年開庁予定)

逗 子市 総 合 体 育 館

エクシブ鳥羽

温泉施設

岩 倉 市 新 庁舎( 設計競妓案)



設計・計画部門

い の し た

井 下 仁 史

生年月 日 H目和4()1P 月23日

f融資s ' 平成 1柄拘西大" " 丞淵泌総何十

卒業

業 日 豊平成 Ｔ Ｑ ｲ Ｎ側 ｻ 牛藤総合計 画 入 ｾ ｪ

Ｑ ｾ Ｑ ｾＱ Ｂ，斜 ｅ

現花、;没rr.f技術系jt 柑湖西可可凱庁

主任

( 低体) 稲山m総合以側出琳止センター

丸fllrli 仇:側rt¥'i祉センター

ｉｍ ｬｩｬｊｲ ｬ￯ｾ 幌高 ｊ 品目直射 及 び 東山 斎場

近江八幡rl 1.立J:iimぬ

ｾＮＡＲ 中 町文 化 センタ Ｍ

Nl l r l ' i 州治社吃

. すいせんのニとぱ/ 吉田諭司

プロポーザルから監理まで、 一貫し

た総合能力の高さが彼の一番の魅力

です。

初其月主主予笛のコンセプトメイクと、そ

れを実現する多彩な繍鯛整力を、

今後もますます発展させるものと思

い、青年技祢渚に推薦します。

- 青年技術者のことば

与えられたプログラムに悶Jj の思考J

を混ぜることで、新たな建築の姿を

見いだす。r5J Jjの思考」は時に建築を

超え、生物学、医学、芸術へと広が

る。機々なスペシャリストの r5J Jj の

思考』 を紡ぎあわせた知の集積か建

築となる。混成は表現にとどまらず、

設計帝邸l に及ぶ。次世代の建築は柔

軟で強〈、匿名的である。混成体に

よる多重建築が主流となる中で、私

たちに求められることは、 「一つの秩

序ある建築J へまとめあげる強いコ

ントロ ール能力である。建築が社会

におよ l玄す影響は大きい。コント ロ

ールを失った建築はその魅力ととも

に、社会との関係を失う 。

今、私たちは変曲点にある。社会の

動向に俊敏に適応する フット ワーク

と柔軟な思考。そのためには社会生

活者としての 「私」と、設計者とし

ての 「私j の多重で良好なE間住を保

つタフな精神力が必要とされている。

を

' "' 五

( 仮称) 福 山 市 総 合 保 健 福 祉 セ ン ター 岡 山 市 葬 儀 場( 仮称) 及 び 東 山 斎 場
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設計・計画部門

藤 森 久 司

生年n11 Ｑｉ ＺＧＮｾｕ Ｓ ＡＩ￭ ｰ＠ 3  n  1511 

11k終' 戸時 IIll :f1162i l三大阪大学工学部主J ! 築工

の湾 問主来

戦 服 ｉｉ ｻｾ ぷ Ｑ ＶＲ Ｑ Ｑ Ｇ 株 式会 初 ｬ 銅 版 ＱＱ 入 相

泌 ＱＱ 、 ｬ 杭ＱＡｉ ｃ 正扮梓 ＧＱｦＮｾ

Hl - 2イF 三本d日i可守

J-l 2- 31p  i;it.l ldi .i d' l J : : l 合センタ ー「ワイン

グス j江:f. IU

H6- !)i p  Ｗ ジッ コ年同会社 Ｚ ￟ｌｾ 尼工場 ｬｩｬＳｊｖｊ

ｈ ＶＭＸ ￭ ｊ 三 ダ ス キン対刷 ｅ 文 ｛Ｎｴ ｨｾ

( 物流センター)

J-l 7- 9
i
p  .i!縦r内毎t: l i . k下校本館

H8- l()1f. 淡路ワールドパー クONOK ORO

ｊＭｬ ＹＭＱＱ 年住友￭Ｇ￭ ＩｪＨ ｮｊ ｑ Ｇｆ ｊ 泣 ｐｉ ｐｬｾ概刷 雪 合

. すいせんのことば/ 船亘靖夫

藤森君はデザインカ ・技術力ととも

に、フロ ジェク卜の計画立案 ・管理

運営等マネ ジメントカにも優れてお

り、この能力が施主の絶大なる信頼

を ｦ 尋ている 。 グローノｾＩレスタンダー

ドの建築家が今後要求されるなか、

彼はまさしくこれに相応しい人物で

ある。

- 青年技術渚のことば

雨にも負けず風にも負けず

地震にも気候の変化にも負けない

丈夫な建物を設計し

建物カ清名になるという欲はなく

デザインが悪いと言われても

決して腐 らず性能と経済性重視と

言って静かに笑っている

一日のうち昼間は打ち合わせ

夜は自介の作業をし

今の仕事 と関係しない建築でも

客観的に見て理解しようと努力し

イ吏えそうなものは覚えておく

複数の物件をかかえて忙しくても

施主の呼び出しがあれば

行って計画案の説明をし

現場て伺題が発生すれば

行って状況を臨志の上対応策を練り

行政の中間検査で工事が止まれば

早めにわかってよカ、っ たねと言い

図面の納まりに悩む人があれば

一緒になって考える

S尽な時は家族のことも考え

忙しい時は休む暇 もなく働〈

皆に仕事が趣味のようだねと言われ

誉められもせず でもいつの日か

あの人の設計なら大丈夫と言われる

そういうものにわたしはなりたい

フジ‘ッコ鳴尾工場第 3 期

建設省近畿地方建設局

京 都 国 道 工事 事 務 所

運 輸 省 海 技 大 学 校 本 館

三 木 市 庁 舎

夕、スキン大阪中央工場

淡路ワールドパーク O N O K O円。



+ 梁フランジ局部座屈発生

令。

正載荷負毅荷

ト4

中央大通 FNビ、ルの構造設計- ベアリンク、ウオールによるチューブ

石室討呆した。

主体構造は鉄骨造で、品質の確保とコ

ストダウンを図るために，容接組み立て

のボックスを遊け、柱は最大板厚8伽 m

のロ ール榊車享 H 形鋼とした。

- 極厚H形鋼の脆性碩壌に着目し

た実大水平加力実験

従来、大地震時における極厚部材の常

; 昆での舵| 岱皮壊の問題が指摘されてお

り、その問題は直接構造物の安全性を

左右する要因となるため、設計に取り

入れるにあたり解決すべき課題であっ

4  

宵

宮司

:  

中央大通 F N ビル

中央大通 F N ビルは、地上24踏のオフ

ィスビルである。

た。特に極厚 H 形富岡は、圧延時の変形

量や冷却速度の差によって、その機械

的性能力〈同一断面内のイ封萱と方向で異

なる異質性と異方性を示し、製造方法

によっては「柱状主邸剣と呼ばれる欠

ｾ￭ 首になることカ〈ある 。

詳細な材車有式験と実大加力実験の結果、

本建物て株用した梁断大先行型の諒十

は、想定した大地震において股| 主破壊

を生じることなく、十分な靭性を有す

ることを確認した。

- 構造計画概要

本建物の外観は 3 . 6 mごとに配した柱

のリズムをモチーフに、 縦 を強調した

デザインであり、架矯計画もこれを生

かして外壁面をベアリングウオール形

式とした。 このベアリングウオ ール架

構は事務室空間を取り囲む配置とし、

立体効果の高いチューブ'構造として設

計した。西面外壁はほぼ 6 階ごとにセ

ッ トノもy クしているカ七セ ッ トノトy ク

する各面の開主は通し柱とし、剛性を

神戸突通センターピル復興の構造設計- 旧建物より高く大きく-

- 復興建物の構造計画

現行E宣言十; 去による検討の結果、 S RC造

である旧躯体の 2 階以上の耐力が比較

的少ないのに対し、 2 階梁以下はかな

りの耐力を有していた。 また、増築部

を軽量化すれば 10階建にできる可能

性があった。これより、「地下| 階から

池上 2 階の床までの躯体は補修 ・補強

して再使用する。地よ 2階の柱L人上は

解体し、 9層の S 造を増築して旧建物

より |層多い 10階建とする」ことにし

た。建物の軽量化策として、床のコン

クリートに 2種草圭量コンクリ ー卜 を、

タ持笠に アルミノ マネルを用いた。

- 復興計画一日躯体の利用一

神戸交通センターピル ( 1965年竣工)

は、 1995年の兵庫県南部地震 により、

5 階部分が層崩壊する被害を受けた。

復興計画では、「一日も早い復興Ji 復興

コストを小さく Ji 交通の要路である|

階動線の確保」がテーマとなった。な

かでも交通の要路である| 階以下を使

用したまま上層階を復旧するためには、

i2階床より下の既硝重体の再使用j

が必要となった。本建物は三宮の中心

に位置しており、 J  R 、阪急、阪神の

各ターミナルおよび地下街( さんちか)

や三宮センター街の要路にある。

構 造 部 門

小 西 厚 夫

生年月日 196約二 10月5 日

1，: 説キミi'-'!蚕 1989
5
1中l'戸大栄大判 定U 'f.:JiJ 移 制

修了

掛 級車歴 1989年(削 長l! 制 大 社

H弱¥7. 材i 構造制i

l 蜘年大阪本ヰ土桃胡 i

主な作日品型遊

.  A T C O's棟

・ピア スタワ - (t ii lM1W定)

・相I¥I J.I :: 手際大与主'111泉新キャンパス

・ ＧＱＧ 央 大 Ｚｩｊ 昼 ｆｎ ピ ノレ Ｈ ｾＺｪｬ ￭ＧＱ 号ｔ ｘ 主 Ｉ

. 大阪f紙十大J日制Eキャンパス

- や1' .戸交通セ ンターヒツパ瓦典出i! IB<i''f'イ面)

. 名塩駅l1i片11同利用駐:111¥品

Ｈｃｆｔ Ｋ ｆｒ 鍛 ｉｾＮ ｾｪｦｩ ｴ 火 被 被Ｉ

Ｇ ＧｻＮￌￌＧ 担 ｾ ｲ［ｾ港 甘 す 旅客タ ー ミナル ピ ノ νＨ ＷＮ古 川 評

価)

. j [ff I'1厚生年金す持主仇i J t 干TI主)

. すいせんの二とぱ/ 原 克 巳

彼は、難易度の高い概宣を持ち前の

バイタリ ティと旺盛な探究心で設計

してきた。

F N ビルでは解析から設計までを担

当し、さらに極厚 H 形鋼の柱梁イ士口

昔日の実験を担当し、高層ビルをまと

めた。

また、建築デザインをE野拝する気持

ちも強〈、今後の活躍が期待される。

. 青年技術者のことば

私は構造設計を 「な り わ い 性 業)J

とする。それを誇りとし、技術渚と

して恥じることのない設計を1[;嵯トけ

てきた。

人知を尽くす。それが技術者として

の良心だと信じる。ただし、その真

実は厳しい。

悩んだあげく、ベストの設計である

と確信し て送り出しても、後でさら

に良い解決方法に気がつく、そんな

こともある。無言命、実務では悩める

時聞は限られている。

また、多くの人が阪神大震災で感じ

たように、時に自然の猛威は予想を

超える。

建築物でるあっても、大規模であれば

あるほど、次の世代に残してゆく 社

会資本であり、携わるもの州吏命は

大きい。

これからも、後て悔いる ことのない

言録十を行い、送り出していきたいと

思、っている。

兵庫県南部地震 による被害

(  5 階部分で中間層崩壊)

29 

I F 

一旦ーー

1 階柱の補強と新設乗継部

鏑板巻き

外周鋼板による補強

既設纏体

外周鋼板による の鉄骨

せん断補強

RC 壁新設、

打ち増し

復興構造計画概要図
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構造部門

神 田 義 人

生年川 11 196411' 7  n  1411  

11撚' ' j ' . . j [ i ! : 平成元斗己主illi l来たおI c " f : 附Ii=士

，， ｾｦ 拙ＺＺｕＮＢ抑制事了

3足 腰 'l l. ll X元年戸Ill illi . l ti 肉入社

1乍忍経1Ii ! :

必渡部 ｡ ｬ 統制柚昨 ｨｬｾ 訓告 Ｑ Ｑ

平成 10年戸IIlill 泌附大阪支JJi

M深 冶7陸

199昨 日 経 酬1' ，倣封宮

199411" ツインタワー瀬戸大焔

ＱＹ ＹＵｾ ｦＧ＠ 能勢妙見山rITi占会館 fhl '削

1998$1" 港北ニュータウ ンヒノレトップコート

「きらめきの街」

1999年衣笠総ヶ丘集令住吉

199俳 プ ラ4、ス- - ' {リア' ' i . J J町

. すいせんのニとぱ/ 松田利男

神田君は日頃より物事を深〈分析し、

解決すべき課題を的確に捉え、技術

に裏付けされた実行力で巨標を達成

しています。 また、たゆまぬ努力を

惜しまず、常に前向きに技術提案を

行い成果をあげております。その将

染| 全と今後の活躍を、確実に期待で

きる技術渚です。

- 青年技符渚のこと( ; 1 :

構造器情の端くれとして実務に携

わり、 10余年がたった。今までの物

件から、多くの先輩方の指導を受け

ながらの実務の中で、社会が、施主

が、同業の建築に携わる人たちが、

構造設詐者に何を求めているのかを

探りながらの、あっという問の川余

年であった。

構造設詐者に絶えず求められる課題

に、「建物の安全性・要求さ れた品質

確保 ・適正な建設コス トj はもちろ

んのことであるが、「建物形状等、意

匠上の特徴をいかに現実化させる

かJ があると、今までのわずかな経

験の中から感じる。簡単に「構造上、

可能 ・不可能j を判断するのではな

く、構造kの問題を明確にしながら

保有の構造技術の中から澄切な技術

を趨尺 ・改良し、解決していくこと

が求められていると思う 。そのため

にはどれだけの技術や情報を自介が

常に的確にキャッチできているかが

大きな鍵となる。

常に挑戦的な姿勢でおのおのの建物

を設計し、社会に貢献できればと恩

つ。

「星の舞台」の構造設計一能勢妙見山信徒会館「星嶺J

日蓮宗における関西随ーの霊暴である

能勢妙見山山頂に計画された星の舞台

「星制は、能勢妙見山の紋章である

「矢筈」と妙見山信仰のルーツである

「星J をモチーフにデザインされてい

る。設計は、建築家 ・高 松 伸 ・京都大

学教授であり、概iE諒十は戸田建器械

構造設計音防粗当した。

・構造計画

建物の特徴

①山岳地域に建設されるガラスと

木に覆われた建物

②矢筈形の平面を持つ特殊な形態

③大きな吹き抜け空間に浮かぶ円

形ガラス床の礼拝堂

任滞長丸太に固まれた天井オブジ工

喧添ヰ面に大きく跳ね出した舞台

マ

採用した栂造技術

①風 洞 実 験 気 荒 実 験 風 圧 実 験

⑫凋管柱による外殻ラーメン構造

@，街妾構造用鋳鋼による鋼管柱接

合部

④円形放射状張弦梁による吊り床

構造

⑤吊りガラス床の語版橋室

⑤ タイロッド

⑦アフターボンド工法による片持

ちプレストレス卜ポイドスラブ

- 鉄骨造外殻骨組と2階吊り床

1 . 上部4銃隼

外観

2 階床ー張弦梁を地階より見上げるー

2  ，溶接構造用鋳鋼の鋼管柱接合部 3  ，円周放射状張弦梁を用いた吊り床

地上部分は鋼管と H型鏑を用いた鉄骨 剛接プレース概室の鉛直鋼管柱と 2本 2階の礼拝堂は、円形放射状張弦梁を

外長針説室として、外壁のガラスカーテ の斜め鋼管柱の接合部には、溶接構造 用いた吊り床構造とした。

ンウオール、木製パネルを支持した。 用鋳鋼品 ( SCW480l を使用した。 中央から放射状に配置された張弦梁は、

内部の 2階床は外殻鉄骨から吊り床と 接合部は揚重機の関係から三次元郁艮 上弦材を餅反、下弦材をタイロッド、

した。内剖弥Z丸太は、伸ひ稲みを吸収 要素解析を行い、厚みを検討し、中空 中央の束材を鋳鋼管で構成した。上弦

できる方法で支持した。 断面とした。接合部が視線の高さにあ 材の横拘束には、円弧状に設けた鋼管

鉄骨外殻構造

杉 丸太と 2 階床

るため、形態や肌の仕上がり等、外観 を使用。 同本の弼安梁は、上弦材吉岡板

上の美しさにも配慮した。

2 階床 円形放射状張弦梁

を中央の矢筈にタ付妾する円形主餅授に、

下弦材タイロッドを中央矢筈に内接す

る鋳鋼管に接合。 また、 | 階吹き抜け

円周部から 12本の振止め材を設けた。

吊り床は一般に歩行等常時の使用によ

る振動障害のおそれがあるため、また

2 階床の用途がヰリ草堂、さらに床材が

ガラスのため、振動女持表を行った。

振動支慣は、 ¢円形床中央にパッシブ

型マスダンパーの設置②円形床外周部

の杉丸太との接合部に高減衰ゴム使用

。) 2 )煮を干? った。

制振ダンパー取り付け状況
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- すいせんのことば/ 黒木安男

品質、施工性、経済| 全さらに性能設

計への ｦｾ ｬＧにより高度な構造バラン

スが要求される今日、実験を積み重

ねた彼が得た一つの回答が、高強度

鉄筋をハ ーフ PS材として用いる

PCa 工法である。

着実で真筆な言語楼勢は、当社の中

核を担う存在となっている。

- 青年技術者のことば

設計業務に従事して早や 10年。バブ

ル絶頂期だった入社当時に比べると、

今は非常にコス卜意識の厳しい時代

となりました 。 橋室ｾｾ十者として構

造物の安全企を確保するとともに、

経済性、施工' i ' 生を追求できるバラン

ス感覚を一層求められていると感じ

ます。

個々の建築物について、最適解みた

いなもの( 経済性をベースとして)

を見つけ出すことは非常に困難だと

思いますが、なるべくそれに近いも

のを目指して設計したいと考えてい

ます。

そのためには、プレキャス ト造の開

発で得たものも含めて、これまでの

帝王験を生かすことが必要ですし、広

叶控予を持って新技術等の情報収集

につとめることが大事だと考えてい

ます。

高強度鉄筋を緊張材に用いたプレキャスト造の開発

常時荷重下でひひ1割れの発生を許容す

るプレストレスト鉄筋コンクリー卜の

出現によって、普通鉄筋を緊張材とし

て用いることも可能となった。すなわ

ち、ひび割れ発生後はコンクリー卜の

草包操収縮やクリ ープによる緊張材の応

力の; 成少はなくなるからである。

一方、高強度鉄筋は部材耐力の上昇等

の点に関しては多くの利点を有してい

るが、常時苛重下で強度に見合う高応

力を許すと過大なひひ害IJ れやたわみを

生じると いう問題があり、その有効利

用の範囲が狭められている。

鴻; 也組では、高強度鉄筋自身を緊張す

ることで、その有望力利用を図る研究を

進めてきた。ここでは、 施工時のひび

割れ、 たわみ制御を目的とし て高強度

鉄筋を主筋に利用したハーフ PCa 梁

を想定し、その柱 ・梁接合部( 十字型

及び卜型) の力学的性状制巴握するた

めに行った実験の概要を記す。

また、高強度鉄筋 (SD490) を用いてプ

レストレスを導入したハーフPCa小梁

を適用した事例も紹介する。

- 実験概要

試験体は、 十字型試験体を 4 体、 ト型

試験体を 3体製作した。パラメータは

主筋強度 (SD345、SD490)、プレストレ

ス導入の有無とした。コンクリ ー 卜強

度はすべて FC 初である。

十字型、 卜型の試験体のうちおのおの

|体については、下端主筋にプレスト

梁 断 面

レス導入を行った( 初期張力 3000kg/

ば、有効緊張力は約 1500kg/cm') 。この

緊張力を梁全域てイ呆持さ せるため、 梁

端部に定着プレ トを設け、ナ ッ トで

鉄筋を固定する こととした。

- 実験結果

層間変形角 1/ 100までは同等の性状を

示すが、大変青織では、高強度鉄筋 を

用いた試験体の耐力低下が見られた。

これは、 繰り返し による鉄筋の応力変

化量が大きいので、接合部内での鉄筋

の付着劣化がより激しくなるためと考

えられる。

また、定着プレートは大変苦タ或におけ

る主筋の抜け出し量を抑制することが

わかった。

鉄筋緊張による影響は明確に現れず、

実構造物での採用は十分可能と判断で

きる。

・ハーフ P C a 小梁の設計例

建物は、名古屋市内に建つ地下 3階、

34000 

基準階伏図

田園イ

凶l

No. 3 梁内端定着プレート

( 86X200X 19mm) 

1350 

1500 

PCa 上 柱 断 面

圏4

PCa 下柱断面

圏
中

区羽 PCa 部材

3旦ι J ! lQj

| マ正戴荷l

1"" 負 戴 荷|

ト型試験体の概要

t也上26階の高層 R Cfさ宅 ( 4階より下

階は商業施設) である。スパンカ旬、

Y 両方向ともに 8. 5mと大きいため、

断面の部里化及び無支保工を目的とし

て、プレストレス卜鉄筋コンクリ ト

とした。小梁は 2 階から R 階床に用い、

総本数は 650本である。

小梁及びスラブ自重に対しては両端ピ

ン、スラフ硬化後に載荷♂れる仕上、

積載荷重に対しては両端固定とし、最

大許容ひび割れを 0.2mmとして設計を

行った。プレストレスカの有" 3 l . 力率は P

C 規準の値( プレテンション方式の場

合 η=0. 8) ではなく、規準のプレスト

レス力減退の計算式を用いた結果から、

架設時に 2. 0tf/cm種保するために、定

着完了時の鉄筋緊張応力度を 3. 4tf /cば

とした。ただし、コンクリートの性質

により、プレストレスカの減少量は変

化するため、事前に確認実験を行った0

・P R C 小梁の確認実験

試験体は住居階と同一断面 ( 40X 65 

c m、 P C  a 部は 40x 49cm) のものと

し 鉄筋緊張、無緊張のものを作製し

た。コンクリー トの設計基準強度は

F C45、鉄筋は緊張材l二SD490、他の主

筋に SD345を使用した。主筋の SD490

鉄筋は ねじ鉄筋とし、定着完了時に

3. 4tf /，ばになるように過緊張した後、

コンクリートを打設し、高温蒸気養生

を行った。打設翌日にコンクリ ー 卜の

強度部見を確認後、プレス トレスの導

入を行った。

言1測により、当初の計画通り、設計値

である 2.0tf /cm' かE釘呆できることを確

認した。ただし、養生による温度上昇

て鉄筋の緊張力が減少することを考慮

して、初期導入力を設定する必要があ

る。

W円- P C 造建物の構造設計

西宮市に建つ津門大箇町団地は、地上 上させるため、部材断面は全階で統一

9 階の共同住1宅で、兵庫県南部I也震の した (柱 600X 1800、梁 600X  750)。

震災復興住宅と して計画され、壁式ラ 上下階での部材耐力の変化はコンクリ

ーメンプレキャス卜 鉄筋コンクリ ー 卜 ー 卜強度と鉄筋の強度、本数で対応し

造 ( WR- PC造) を採用している。 ている。

主体桶i主は、長辺方向が二次壁を構造 長辺方向は各階梁端及ひー |陥 捌1の曲

体力、ら切り離した壁式ラ メン架株 け降伏先伺型、短辺方向は| 階耐力壁

短辺方向力、連層耐力壁架構と、明快な のせん脚f猷型の崩壊メカニズムとし、

架構形式とした。工場での生産性を向 保有水平耐力の検討を行った。 津門大箇町団地 (兵庫県西宮市)
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主な業務経l ! t (;官会i設 備 部|を担当)

・| 民間国際空民主要λ 供給施設

• RI TE  ( j 酬改必珪紺揃附淵梓) 本部

施設

・ 神戸リサ ー チ バＧ Ｍ ［Ｗ 地域冷制肪 ｾ｢ 蹴

・三[ f 市民紳士

. u立製作Hrl 期間ヒツレ

- 大阪働科た:長夫淵時F甘属f舟克

・ ｲＮ Ｚ［ｦｬｬ｜｜Ｚ￮ ｌＧ ｉＧ ＡｬｬＱｾ帯主

・堂ねァパンザ

・ 神戸ｾＡ＿剤埼斤僻心地域冷暖房施設

・中之島 MT ピノレ

. すいせんのことば/ 藤岡 茂

RI TE 本部施設は、連5朝流を前提とし

た太陽電池 ・燃料電池を有していて、

安全性・信頼性に関して多くの課題

があったが、粘り強くその課題に取

り組み、 E宣言十にあたった。堂島アパ

ンザにおいては、 中央監視盤などで

イニシャルコス卜の低減を実現した。

その知識とともに、熱意と粘り強さ

は青年技f楠として相応しく、推薦

する。

- 青年技術者のことば

建築設備の設計に従事して 12年が

過ぎようとしています。入社前の会

恒方問時に f 2吠 は 詰 咽 を 書 く こ

とに集中することになり、 30代は設

計の中に様々なアイデイアを入れた

り、管理 ・運用を考慮 し て 諮 問 を

まとめていくことになるだろう J と

アドバイスを受けたことが思い出さ

れます。今振り返ってみると、この

12年間は、まさしくアドバイスのと

おりだったと実感しています。

建築設備詰十とは、様々な設備欄E

を組み合わせて要求性能を発揮させ

るだけではなく、実際に建物での運

用 ・智里等に携わる人々や建物の中

て情問を共有する人々の動きを考慮

したシステムを将嘆していくもので

あり、設詐者の自己満足のためにシ

ステムを構築するのではないと常々

考えています。これからの設備設計

でも常にこの考えを諒配置き、今

は思いつかない f 40代は ー j の言

葉を見つけたいと思います。

RI T E 本部施設一逆潮流を有する高圧一般配電線への系統連系一

本施設は、地即案境技術て世界に貢献

することを目標に掲 lず、関西文化学術

研究都市に建設された国際的な研究施

E主である。

本施設には、太陽電; 也燃料電池の 2

手重要買の分散型電源が設置さ札高直受

電跡見模の施設として、全国 て物めて

浴朝流を有する系統連系を行つむ

また、系統異常時に分散型電源による

単独運転を防止するために、大容量の

単独運転検出装置を新たに開発した

・分散型電源の概要

Sol ar Cell - I  はクリーンエネルギーの

象徴としてアト リウムの外壁に設置 し、

Sol ar Cel 卜2は実験エリアの屋上階に

設置している。燃料電池は屋外供給施

設の一角に設置し、騒音による影響を

配慮、した。

- 単独運転防止対策

各分散型電源ごとに、単独覇王防止対

策を行った。

・太陽電池

太陽電池出力鐙に下記方式を採用した。

受動的方式: 電圧位相副陸軍方式

能動的方式: 周波数シフト方式

・燃料電池

新たに逆充電防止装置を開発し、下記

方式を採用した。

受動的方式: 周波数変化率検出方式

能動的方式: 負荷変動方式

・逆充電防止装置の開発

能動的方式では、無効電力変動方式と

負荷変動方式の 2 方式が考えられたが、

無効電力変動方式は、燃料電，肋〈常に

力率| の情1胸を行うため単独運転の変

動を捉えるのが難しく、採用を見送っ

た。負荷変動方式は、当時小容量の太

陽電池に対応した装置を燃料電池 170

k W+ 5 0 k Wの大容量て・の開発を行った。

完成した大容量逆充電防止装置に対し

て模擬実験を行い、負荷挿入による電

圧低下、ノイズの影響がないこと、負

荷挿入による消費電力が発生しないこ

との確認を行った。

- 分散型電源の運転実績(・84年)

- 太陽電池の年間発電電力

車句5 5 MWh

・燃料電池の年間発電電力

Fuel  Cel l - I  1， 425MWh 

Fuel  Cel l - 2  252MWh 

・分散型電源の年間総発電電力

施設消費電力量の約7 3 %が、分散型電

源により{ 共給。

・逆潮流した年間発電電力

総発電電力量に対して、約 14%の236

MWh であり、そのうちの約8 5 %が夜間

の逆潮流であった。

Sol ar  Cel l- 1 

本線 3世3 W6600V 

Sol ar  Cel l - 2 

逆潮電力

236MWh 

年間消費電力量の内訳 ( '94)  
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経 E重

平成 Ｒ 年Ｈ蜘 ｩｍＺ ご ｅ 務 ｬｬｩ 入社、合敷支 Ｑ ，ｉｪＡｊＡ ｪｊｾ 奇

平成 Ｓｾ ｦＮ rイ' l : : 1TI ショッピングセンター

ir敷文化会館

平成 5
1
1'- 見。足並U占勤務

ヴィラ企画社宅

平成 Ｖｾ 浜ゴム銀問ピノレ

平成 7年 1I 本名'1似相会社草腕上毛ー

l峨 法A ;f IJIU会ピノレ

平成 8年 ウェスレアン ・ホーリヰス法橋教

会堂

. すいせんのことば/ 林 繁 治

1500人収容の淀橋教会チャペル工

事の工事主任として、「四隅の柱で支

持されている大屋根のシェル概室部

の PCa 版36段の施工J において数今

のアイデアを取り入才h CAD をフル

活用して施工精度を確保し、見事に

完成させた。

- 青年技術者のことば

今回の工事に携わり、施工とい うこ

とに対しての新たな発見嬬哉、自

己の意識改革など貴重な儲実をさせ

ていただきました。

当初、施工不可能ではないのかと思

われたプレキャスト 工事と、それに

伴う仮設計画、施工手! 頃、在来工法

との納まり、議咽害を実際に施工

することの難しさなど、施工の原点

である品質、 工程、 コスト 、安全に

対し先送りすることのできない様々

な問題に直面し、社内からのパック

アップや作業所スタッ フによ る試' 行

錯誤の結果、このほど完成し、今ま

でに儲貴したことのない達成感と喜

びを感じました。そして言十t酉、検討

の霊安性、あらゆる情報を得て全体

をとらえる視点て考察する ことの大

切さを改めて実感しました。

このような機会を与えていただき感

謝するとともに、今後ここで得られ

た技術や考え方をさら に充実させ、

また社内に水平展開する ことが私の

技術渚としての役割である と考えま

す。

プレキャスト積層工法によるシェル構造大屋根の施工

教会の象徴となる平面30mx 30m、最

高高さ20mの 1500人収容となる東京都

新宿区百人町のヰL拝堂の大屋根を、い

かにプレキャスト積層工法により施工

するのかが、この工事の最大のポイ ン

卜て・あっfこ。

着工時より設計図書の解読から始まり、

施工検討会を重松 一 つひとつ問題を

解 決 し 築き上 ( f t::"

- シェj レ大屋根構成要素

①主要構造体となる建物四隅の45度

ね じられた A 形 SRC柱

訪主対角に;度るトラス SRC大梁

③ 1.25角度を振り 36段積層するプレ

キャス卜部介 8面

- 支 保 エ デ タ

支保工枠数8，000P

布鉄! ! ，∞OP

枠ピ y チ600mm

組 立 日 数30白

人員200人

解体鍬出 7 B  . 70人

運般車両

λ 型35台 x 2 計70白

任准来工法による斜面壁、スラブ 4 面

図 1 支保工計画図ー各断面を検討しての最終図ー

- 施工検討

各要素が互いにせり持つシェル構造と

なるために、部位別支保工、大屋根全

体荷重を受ける構台言冊、プレキャス

卜部ヰポ妾合剖L そして施工手順が重要

な検討項目となった。

- 支保工計画 (図1 )  

①上部大梁を受ける支保エ

② プレキャス卜版 l 段をピンポイント

で受ける支保工

母准来斜面壁を受ける支保工

屋根重量 1200 t 、支保工重量260 t を

支え、全体荷重を均一に抜くためジャ

ッキダウン可能な構台上に建枠ピッチ

600にて組み立てを行い、鉄骨建て方と

なる。(写真 1 )  

・施工手順

プレキャストについては、L= 9909m、

M= 2. 5t の棒状プレキ ャス 卜を36段

積層するために、両端には S RC柱梁に

ガセ ッ トプレー トてす妾合し、積層後、

アンポンドケ ブルにて緊張ーイ本化さ

せる。所定の位置にセッ卜するために、

CADにより座標点の算出を行い、施工

6 P/ 日とした。(写真 2 )  

写真 1 支保工、鉄骨完了状況

写真 2 プレキャスト施工状況

写真 3 在来部分コンクリート打設

サイクルについてはプレキャス卜 8面

を2分割し、 | 面につきフレキャスト

3段架設後、柱コンクリー卜打設を順

次行い、 Ｓｾ 鋪貫層完了後、在来斜面と

頭部大梁の コンクリートを打設し、強

度発現後、構台ジャッキダウンと支保

工解体とした。( 写真 3)  

ιι 上のプロセ スを経て、当初より施工

不可能と思われた大屋根の施工が無事

完了した。( 写真 4、 5)  

間意点を一つずつ解決することにより

達成できたと考える。今後の施工官里

のベースとして活かしていきたい。

写真 5 外観

33 
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4・昨夜

1と必持'f1N号

f 成 2 年 大I}}:&主7必附入社、大阪支1，可( 引 ・

ｬ 刻 州 立五時Ｉ両 ｾｉ ｦＺ［ ー ＭＭＭＫ￞Ｏ Ｍ，ゅうゅう

の位、 三ru日l府占院

'l'!此 4ir 仙波文l.l'f deli f:;一一三義主工級官宅ピ

ル、コートアドヴ7 ンス古里拘I

'1' 成 7' 1' 1剥例文1，1i 底出品ー- - M' I ' 77 ツシ ョ
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肱海洋1! 1科妨官

. すいせんのことば/ 宇 都 宮 良

彼の技術開発への取り組みには、目

を見張るものがあり、東町 ・江戸町

ビルの建設においては、省力化工法

や環境問題に積極的に取り組み、大

きな成果をあげた。

今後新しい技術開発へ、更なる活躍

が耕寺できる彼を、青年技術者とし

て推薦 します。

- 青年技術者のことば

これまで、 超 高層集合住宅等では

PCa 化工法が主流で、新工法の開発

等も盛んに行われてきたが、物件の

数では大部分を占める中 ・高層建築

におL 、て合王里化を図る有効な手段の

ーっとして、 RC積層工法があげられ

る。

RC積層工法については、当社では、

すでにい くつもの実績があり、かな

り確立されたものになりつつあった

が、私自身、今回の工事でこの工法

を繊貴したことは、大変貴重なもの

て・あった。仮設費や労務費の低減 に

よるコストダウン、建設副産物の低

減によるt邸夜景境の{ 蒋蔓等のメリ ッ

卜があり 、定工期で安全に、かつ高

品質の建物を建設することか可能な

工法であると実感した。

また、 事前の各所の納まりの検討が

重要であり、 建物を創るベースの部

介て苛ム自身の技術力をア ップするこ

とが出来たと恩う 。

今後、 ここで得られた知識と儲貴を

生かして、施工の面から建設業の発

展に貢献できるような新たな技術の

開発に積極的に取り 組んでいきたい

と思う 。

R C 積層工法による建築工事現場の省力化

神戸市三宮の旧居留地内にあるこ の建 は仮固い越 しに現場の中が奥 まで見渡

物は、阪神 ・淡路大震災で全壊 した建 せる状態て・あったが、 躯体工事におい

物の復興事業として建設された。短工 て、工業化された製品カ〈現場に搬入さ

期で高品質の建物をつくりあげるため れるため、現場内は常に憩里された状

に RC積層工法が採用されることとな 態に保てた。結果的に、現場て働 く作

り、現場作業 を省力化することを第一 業員にと っての作業環境の改善 につな

の 目標と し、その中で安全、品質、 ヱ カ吋 、 また、作業員自身も周囲から見

程、 コス ト的に満足できる建物をつ く られていることを意識して作業するこ

るこ とを 目指し た。 ととなり、物的にも、人的にも作業所

- 基本方針と実施事項

。 見噺 乍業の省力化

笹漣設副産物の発生量の低減

③周回か ら見られる現場

以上の基本方針に基づき、下記の項目

について計画、実施を行った。

・旧地下纏 体外周壁を、山留めに利用

・タワークレーンのベースクライ ミン

グの実施

- 杭 ( アース ドリル紛 掘削残土の埋

め戻し利用

内の環境を整備するのに良い方に働 き、

結果、周囲から見られてもスマートな

状態で工事を進めることが出来た。

- 積層サイクル工程

サイクル工程を計画するにあた っては、

| 日に可能なタワークレーンの揚重回

数と部材のピース数により工程を組み

立て、その他の作業 を洗い出して工程

の中に組み込んだ。床版敷 き込み後の

スラフ官 筋作業時には 2層下の外壁版

の取り付け作業にタワークレーンを使

柱、梁、バルコニ一等の割匹材を工場製

作し、現場で組み立てていくこの工法

は、それぞれの部材が取り合う部会の

鉄筋が干渉しないように鉄筋の納 まり

を事前にすべて検討することが必要で

ある。外壁を PCa 化するにあた って

は、ファスナーが室内仕上げに干渉し

ないように、また、 層間変位追従性、

施工性 が損なわれることのないように

各部位について納 まり、フ ァスナー形

式等の検討を行った。住居のバルコ二

一部分については防水性能を損なうこ

- 地上』巨体工事 に RC積層工法を採用 用した 。 工 程 は ＲｾＶ 階 立ち上がりを とのないよう PCa の帝王状、 納 まり等の

し、楓室部材を PCa 化 ＱＰ 日サイクルで、 ＷｾＱＳ 階 立ち上がり 検討を行った。7 階と 14階では建物が

- ノTルコニ一、 タ悟E、パラペッ ト等非

構造部材の PCa 化

特に部材を PCa 化することにより、現

場制乍業の省力化と備交資材の大幅な低

減を図ることが出来た。 また型枠、鉄

筋、コ ンク リートの現場での施工

は極端にj成るため、残材の発生量は絶

対的に削減8 れた。ちなみに PCa 化率

については、型枠で97% 、コンク リー

卜で6 1 %であっ た。

外壁、バルコニーを PCa 化し、外部足

場な しで作業を進めたため、周囲から

梁 P C 建 方状 況

床オムニア版敷き込み完了状況

は 9 日、 14階立ち上がり比L降は 8 日サ

イクルで計画した。

セッ トノ¥':1 クしており、下階が居室と

なるためアスフ アルト防水の仕機とな

り、特に入念な検討を行った。実施施工では雨などによる作業不能日

を除 くと 、ほぽ計画通りに作業が進め

られた。労務的には鳶工を中心とした

短 体チームにより毎日工事が進められ、

労務の平準化を図ることが出来た。 ま

た、場内の仮設資材の量は在来工法に

比べて圧倒的に少な く、極めて整然と

短 体工事を進めることが出来た。

. R C積層工法の採用メリット

本工事の場合、RC積層工;去を採用する

ことにより、 様4 な局面でかなりのメ

リッ 卜を得ることが出来、当初の基本

方針の目標は達成された と恩われる。

平成 9 年 3 月に無事竣工を迎 えたが、

- 各所納まりの検討

R C 積 層サイクル工程

2 - 6 附立ち上がり
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具 志 勉

生年月 [1 1965
1
1' 6刀 l 日

ｪｪｾＧ ・ ｲＭＡＡｴ 1991年関西大学_C''j'"剖lill 築ρ何十

卒業

業 服 1991年鹿』以E投掛司会社入札

Ｎｫｊ仮支出。且 ｬ 期尚文 成Ｉ両 ｾｨ ｴＮ

1991年 ｊｩＨ 相 ｾｊ￈ 集大 こ 沖ド山市ーノレ

1民) 2年 ｭ ｬＡ［ｾ ペノ ν パーク Ｗ ＮＺｩ、ックス ｅ ｢ｉＱ

1993
1
1' JJI が，)11サティ( l t ' l ru拒)

l !J941f ダイエーコスモスI : j j [ ; 寺R

1996年 技 骨 淘f抑止第三研究部第 I 研究室

Uニ貨基礎)

1997年総築技術本部工務部' I o 産，1h
i1fffi

I蜘 年 関 岡 支 宿 泊 探 剖 住Jお h山鹿

- すいせんのことば/ 堀田修二

建器業界は、内外の技術産新の中で、

大きな変革の時期に直面している。

具志君の取り組んだテーマ「建築に

おける企画( 設計) と生産〈施工)

のインターフェース業務の合理イヒ」

は、直面する課題の一つであり、そ

の取り組み姿勢に今後の活躍を期待

する。

- 青年技術者のことぱ

21世紀に向け、建築業においては、

生産性やE宣言十スペックへの厳絡な取

り組みが要求されてきている。生き

抜きをかけた価格競争が叫ばれる昨

今、建築業においても傍l汐十ではなく、

部里化への推進は、制サ的使命であ

り、単純に建物を構築するだけでは

なく、予算に対していかにコストを

適正配分するかが命題と考える。

一方、同じ建築概宣学を学んだもの

抗設計業務と生産業務に分かれて

携わると、それぞれの過程でコス卜

についての知識は異質となり、この

違いで不合理なものが施工されるこ

ともあり得る。真に合王里性追求を行

う上で、共通のコスト情報に基づく

あらゆるシミュレーションカ〈必要と

考える。

今後とも設計と施工技術の中間的業

務を通じ、建設産業に貢献し、常に

合王里化を 目指し、 説意努力を続けて

いき fこい。

建築における企画( 設計) と生産( 施工) のインターフェース業務の合理化

大量消費 ・大量生産を背景とした時代

から、社会全体がコス卜配分の見直し

ゃ合王霊的な投資を求める時代になり、

建築業も、リ ニューアルや L C C を考

慮‘ した建築生産に回帰している。

このような状況下、私は、建築企画段

階において建物の仕縁、工事の合理性

について技術消旬に検討することを業務

とし、特に、自社Z支計施工物件に関し

ては、設計者と施工者を通じたインタ

ーフェースとしての役割を果たすこと

を目的として、より合王里的な生産の仕

様 ・工法の提案を行っている。

私のセクションで取り組んでいる合壬里

化提案業務の中て特に多いのは、「杭の

選定J と「構工法の選定J にある。 こ

れら二つの選定は、構造計画と施工計

函の両方に絡む作業である。 これらを

総合的に評価するには、技術的検討に

観世な手法と手順を要するため、莫大

な労力を要してきた。合壬里性を樹処づ

けて判断するには、多くのケーススタ

ディ並びに検討作業をし、かにスピーデ

イーに行うかカ〈必要条件となる。

その結果、基訴宣言十初期間皆で、杭工

法と檎工; 去の選定を短期間にシミュレ

ーショ ンできるツールが必要となり、

開発することとなった。

- 具体的活動と成果物

今回開発したシステムは、応力解析か

ら積算まで計算し、構造系コス卜を算

出するもので、これまて情間的な制約

や個人の技量に託されてきた部里化提

案業務を迅速に行うことができる。

(1) 抗工i記芸定システム

本システムは、槻重 ・杭工法なと' の選 (5港礎形式( 杭直接基礎)

択に対し、瞬時に答えを出し、各種歩 (6)!也下水位( 山留め壁の決定)

織り( 杭コンクリー卜、鉄筋、土畳) (7)床形式保工法の選定、小梁形式)

を求め、基礎、地下仮設工事貨を含め 建物情報( 図 3 ) を入力し、積算し、

たコストまで算出できる。 建物荷重を計算し、応力計算 ・断面算

図 1 にメニュー函面を示す。造成杭 ・ 定を行い、メンバーを決定する。得ら

既製杭 ・耐震号克等の杭単体の検討を行 れた数量に、常に最新の工事単価を掛

うとともに、地笈条件と荷重条件より

自動略設計するシステムを備えている。

造成杭単体の検討メニューの中から

「造成杭の断面検討画面j を図 2 に示

す。梢圭 ・事自力 ・水平カ ・地盤条件を

入力することて鉄筋量を算定すること

カ〈て' きる。

本システムより、祈耳重の変更や杭1圭の

変更によるコストの算出を行い、多種

多様なケースを短時間でシミュレーシ

ヨンできるようになった。 また、検討

結果を計算書形式で出力できるように

しfこ。

(2) 構工2記墨定システム

合理的な建物を諒十するには、基括支

計邸皆から構造系コストの把握が必要

となる。従来、短体の概算コス卜は、

詳細な構造設計を行うまで正確な数畳

をつかむことができなかった。

この点に着目し、構造系コスト (工

費) を初期t織の限られた情報で、正

確に算出するためのシステムを開発し

た。

計画関皆より得られる情報を事里し、

以下の情報を入力項目とした。

( 1漣物規模( 地下O階、地上O階)

(2購造形式 ( R C 、 S R C、 S 造)

(3漣物スノぐン

(4腫物用途 〈床荷重の設定)

け合わせ、短体の概算コストをつかむ

ことができるようにな った。

これらの計: 算ルーチンの一部計器十処

理することによりシステム化し、瞬時

にシミュレーションできるようになっ

た。その結果、計画也の敷地条件や建

築主の意向を汲み、「構造は S 造 ? R  

C 造 ? Jr柱梁断簡はどれくらいか? J  

ri 也下をつくりたいが、どれくらいコ

ストアップするか ?Jr計画中の概宣系

コストはどれくらいか? J などを把握

でき、最適な提案を行うことができる

ようになった。

- 設計と施工のインターフェース

本システムを効率的に活用することに

より、より多くの物件に対し自里化提

案ができ、構造系コストを抑え、仕上

げや言宣備のグレードアップなどにコス

トを再配分することも可能となる。

性能・機能 ・社会全体としての採算性

を考慮し、建築の合理化提案を行うに

は、設計と施工民それぞれ独立した

エリアの中て検討していても効果は薄

い。設計技術と施工技術の中間的業務

に合王聖| 色皇求が求められている。

技術力に基づきコス卜対効果の高い建

築物を提案することが、建築産業、さ

らに社会全体に貢献するものと考える。

初期画面「杭の選定シス子ム J ( Ver3- 1998.1l 

l Fl r造 成 紙 』 白 横 断 叫= 0 l 1  F6 V 時 間 匿 の 画 面 一 覧

|日 r醐 銚 鋼 管 銚j の 樹〈剖 刊 1 1  F7 : 補助予備システム ( S UB- 5) 1  

|同 『特降続』の鮒 ( S UB- 3) 1  l同

|向 『自動時附システム J (剖 刊 1  [円 「直接基礎 J の 樟 肘 ( S UB- 6)

|F5 :  r脚 単 価 J の 鮒 1  [ mシ ス テ ム 終 了

ファンヴションキーを押して下さい.

図 1 システムのメニュー画面

- 入 力 画 面
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素材と技術が生み出す desi gn

「素材と技術が生み出すdesi gnJ 幹事会フィードパック

友 常

素材と技術をめぐる新しい可能性を切り拓こうと、気鋭の設計者逮に戸をかけ、第一回

の会合を持ったのは、 1997年の夏て、あ った。設計における自由度の大きさは、同時にデザ

インの根拠についての希薄さと表裏一体の関係にある。問題を直視すればその不毛な再生

産への恐れは、 H寺代的な構図として私たちの iitr に立ち塞がっている 。この無限定な恋立の

海j京に針li を降ろし、 「素材と技術J を通した思索として、新たな世界を探ろうではないか

というのが、 一立に会した人々の想いとしてひとつになった。

とかく素材はモノ派で、抽象的な概念操作はコンセプト派として色分けされ易い。 しか

し笑は、素材の本米側j えている表現力や、l OC にはりついた意味を宗IJ ぎ取ることによって、

新たな価値の創出にかけることは、高度に抗11象的な作業となる 。何故な ら、素材と技術へ

の態度は、私たちの文明の在り方にかかわ っており、建築の可能性を規定しているからだ。

いわば素材と技術の採求は、私たちのものの考え方と感受性の開拓を意味しており、そ

れらは人の心の l吸着体であるとも 言える。そこに現れる様態は、まさに私たちの意思のカ

本 多思 考 の 素 材

素

材

と

技

術

タチなのだ。

一方それぞれの主主材、技術についての点の知識は、これを扱う人々や個別の業種に偏在

しており、け っして建築家遠の11!I) にあるわけではない。それを統合的なデザインの意志に

よって生きた情報にすることの可能性は、 l!!f;IUt に広がっている 。

笑! 蕗し維信し緋るものとしての 「素材 」 と、それを生かすための 「技術」を採る作業は、

笑地の探索や見学、同行したメンバーによ ってまとめられ原稿の般市長は全只の議論のテー

ブルとな った。

その広大な海に広がる [ 思考の素材J との交信こそが私たちの目指したものであり、私

たちの作業は探索した航路の軌跡を、 IYWMに記録することにあったといえる 。

(ほんだ ともつね/ 和歌山大学 システム工学部環境システム学科教授)

築の後ろ姿を見てしま った気がした。端部や他材との納まりには似

然性を隠し得ず、簡単に素材替え遊びが出来そうである 。更にこれ

らの杉生地は、数年も経たぬ内にボロボロに朽ちているものもある。

Cllj lであるが放にその大胆なデザイン、素材が受け入れられている

のであろうが、オラ ンダで杉生地を使うということは少々楽観的で

はなかろうかと思うので、あった。

みつよ )

秀 平

我々の身の周りには多くの素材があると 言える。 日常どこにでも

有り何気ない表情で存在しているが、気をとめ注目することにより

その特徴有る様相をあらわすのが 「素材 j ではないだろうか。素材

を考えるときに 「もの」と 「こと J とのこつの視点を迎してみると

よりその姿が捉えやすくなる 。 この 二 つの視点はそれぞ ｾ ＱＨ 自にあ

るわけで、はなく相互に深い|刻係を持つものであろうが、多くの物事

を見失いがちな日常にあ っては不思議で魅力的な素材を発見するの

に使利な視点ではないかと思っている。

「ものJ としての素材は通常目や手などの物理的な身体感覚を通

してやってくる。 rこと 」は日や言葉を過して認識し意識上で捉え

る出来事のようだ。この二つの観点から新たに捉えられた素材は、

(いたくら

遠 藤不 連 続 素 材

満 代

設計という行為は、 一種自 J主的なものと考える。

法のみならず歴史や都市の Ｑ Ｍ Ｑ｝ での位￭ｩｊ ｾＱＮｊ け、また何故今、何故向

分が| 剥わるのかという事にも縛られるのではなかろうか。同様にこ

の文章を書くにあた っても 「今の自分」に純られなければなるまい。

一一ー という長い前世きは、私がしばらく旅に出ている状況のI1
'
で

原稿を利いているという 言い訳にすぎないのだが、旅の中で感じた

事を書き fHめてみたい。

私がオランダに滞在して感じたこと 。それは白 111 ということであ

る。現代建築に| 浪らず、街の空気によ っても紛られる。観光客、移

民の多さなのか、射すような視線もない。そして他人に対し居心地

良さを提供するという国民性は、カフ ェｾ ＧＩｩの雰囲気だけではなく、

歩行者に家の
'1' を見てくれと 言わんばかりの1m口の大きさとも無関

係ではないと感じた。一方、合法とされている麻薬所持、奔放な風

俗産業もガイドブ ックを賑わしている。

ところで、そんなオランダで流行りの宗材: 杉板が使われた建築

を幾っか見て想起したものがあ った。廿、子供の頃に遊んだ紙の恭

せ替え人形である 。 これはＩｊｾも人形も平たい紙であるため、 Ｉｬｾ は人

形の肩に掛かるようになっている 。前身は) J 日で若飾 っていても、後

ろからはその簡素な納まりが丸見えである 。夜、は間近にそれらの} i
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立外に多くのことを教えてくれる。 日に見えていなかったものが見

え、考えていなかったことや追って認識していたことなどを改めて

氾. 識させられるなどしばしばである 。読者の方にも今同のシリーズ

のIIJ では多くの発見と出合いがあったのではないだろうか。

しかし、前述のごとく加速する EI'i;¥' にあっては多くのi 'tlfI なぷ材

に凶まれながら、それらと出合うことなく終わることが多い。これ

には様々な状況が想定されるが各々の出来事での連続の中で素材を

捉えてしまうときに起きる麻持状態ではないかと考えている。素材

そのものとして認識するためには、全体や IIij 後の関係性の1 ' 1
1
にから

めとられないことが重要であるが、 H寺1111 と空lliJ が述続進行する日

常ではその連続性はさらに強いものとなる 。この述続事l は均質な状

態の繰り返しにより強化され麻簿を進行させるものと思える 。

これに対し不均質な述続性、すなわち不連続にものごとを促える

意識を素材の発見への契機としたい。不連続な立識とは、機々に rljJ

滅する状況での断片に分有( 部分共イ1 ) 関係を発比することだと位世

づけている 。そして、この不連続な意識が発見する分有もまた「こ

と」としての一つの素材と考えている 。

( えんどう しゅうへい遠藤秀平建築研究所)

「 素 材 」 と は 大 氏 正 嗣

「素材 J とは何か。深く難しい問題だ。例えば、既に十分に加工

された製li71で、あっても、それを利刑して新たな何かを生み出せば、

素材であると言える 。すなわち、 「素材 」は創造すべきものの構成

要素であると定義付けられる 。 しかし、このように広く 「素材 」 を

定義付けることには、何か違和! 惑を! ぷじずにはいられない。前衛生

け花の「素材」として用いられる白動車は、私たちが考える 「素材 」

と同じものであろうか。

その逃和! 惑は、素材そのものの効栄を無視しているから生じるの

ではないだろうか。 もっと 言えば 「素材 J には「素材 」 となるべき

適性が必要である。 しかしその適性はどのように定義付けられる

のであろうか。

これを: ri(li かめるために、 「素材」という文字: をう，}Wi して考えてみ

る。分解すれば、 「素」と「材」となる 。医|語辞典を捌べてみれば、

「京j という文字には、 「加工していない本質、ありのまま、飾り

気がないj や、 「作用のもとになる物質、もとから、元来」などと

いう意味が存在する 。一方、 「材」は「原料になるもの、それをも

とに役立たせるもの、はたらき、才能j といった意味を持つ。

両者を見比べれば、双方に「作用、はたらき j という立| 沫が含ま

れていることに気付く 。 i素材 J は1lX:よ14d-A全体としてだけでなく、

そのもの自体が働いている。構成要素として、更にそれ 1=1身か効巣

を発明iするが故に、 仰ifi 直があるのかもしれない。

これはほんの文字遊びだが、どうやら「素材」になるのも大変そ

うだ。

( おおうじ まさし/ デザイン ・構造研究所)

素材としてのバーチ ャJ レ

素 材 に そ な わ る 時 間 大 谷 弘 明

や11社に安世されている事11鋭は、 fq} に言われるようにご布11体ではな

く、布1
1聖なるものを映す鋭である 。 この鋭は金属で作られていて釘i

びやすく、そこに映るや111t なものはぼやけて定かでない。これによ

って神聖なものは一脈事11虫さを憎していく 。

漢字の正記法である桁占は、 1" j ) 司記の便利さから、行 i
l ｾ Ｚー や ＢｪＱ￭ＧＺ を生

んだ 。 この Ｑ Ｇ ， Ｑ では、さらに Ｑ ， ｾＨｩ ｉ ｾＺ から仮名が生まれた 。 この仮名の発

生に深く作川したものは、この Ｑ Ｚ ｲＮ Ｑ の ｪ 凶作Ａな空気に ｉｗＴ されて ｾｩ￭ び 、 やす

い鋭に見られるような、Ｊｾｾを変成させる力で 、 あ っ たと与える 。 不

変を志向したi史字が、 11 本の精布| リ虫[ 上を通すことで仮名という優し

い可変の姿とな った。

u  本のかたちは、強さを、そして不変を志向しなかった。反対に

かたちというものは、変わりやすく、壊れやすく、ついには周聞の

j武氏や空気に溶けてしまう{ 愛しさから成っていた。 このことは Ili 来

使われている、紙や木や竹や上とい った、見るからに 1)1) いぷ材に、1，

てはまるだけではなかった。イ1や金属といった、 一見不変と jよlわれ

る素材も、 7I<い11守111 ] のうちに変わり、 j針れ、ついには消滅していく

ことをよく知 っていた。かたちの可変性を受け入れる優しさこそが、

実は 11本のつよさであ ったのだと思う 。

現在、私たちの周りの胤j;t に、朽ちていく美しさを考えに入れた

建築がどれほどあろう 。 ｮ 分 ｮｾ 誌の指針として、素材に備わる 「 附

IIf J j という要ぷを考えた、 ill 築の設計をしていこうと jぷう 。 111の人

々は、当たり III i にサステイナプルデザインをしていたのだ。私たち

も当たり前のことをしなければいけない。

(おおたに ひろあき 日建設計)
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交 感 す る 素 材 奥 田 英 雄

ヒストリ ッ クカーには，ｾｾれを要する 。 数世代前には先駆的であ っ

た111i 性能車も今で、は技術の残! 照がliJ l顧の援をH自らしているにすぎな

い。ノンパワーのステアリングは釆り手に筋力を求め、女主』なシフ

トにはギア l鳴きで抗議する 。操るには技量よりも作法に準じる謙雌

さが肝心となる 。つきあいだすと快適さから程遠いかたくなな部境

に耐えなければならない。| 院は雨水の侵入を容易にゆるし、 |湯島I し

さえも多くを遮ることはしない。機嫌を崩しガレージかI ? 11¥るのを

渋るのもしばしばである 。 しかし、いつしか作法が身に十l き忍耐が

l味わいに変わる頃、移動下段にすき‘ ない慌に意識のi1utもりを! 感じる

のはなぜであろうか。

資源の枯渇がIUI ばれて久しい。にもかかわらず、必要機能をf I 時起

すればあとは経済性のみを優先し、結果としてライフサイクルを狭

めていくプロダクトは跡を絶たない 。 コンビニエン卜な ｾ ｉＺＮ き力 ・ が ｈ 今

|床の感性を必: らせ、劣るところを布Ii いながら使い込むという宅械あ

たりまえの行為を弛緩させていく 。

素材は与えられた5 i ' <fl' や環境のI j -'で最良と信じられ、その任に就

く。技術とデザインを駆使し、4 ! 1 I 11の骨格を構成しながらそのぷ皮

を装うべく誕生する 。 i使う 」 という陶汰がここから始まる 。生物
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かつて京都紫野大徳寺境内をフィールドワークしたことがある。

境内には大きな禅寺伽躍の他に、僧侶たちのプライベー卜な住まい

である20を超える塔頭街がある。伽li Mf から塔頭I"J 、玄関、庫裏へ至

るアブロ ーチにはそれぞれに個性があり、様々な建築的趣向によ っ

て訪れる者をもてなす。 しかしその個性並かなアプローチ空間を構

成しているのは決して多種多様な素材ではなく、ごく| 倶られた素材

によるごく限られた建築的要素である 。石、土、瓦、木、植栽を

定の秩序に従いながら組み合わせることによって成立する空間。そ

れに時間というエッセンスを加え、現代に至るまで普遍の輩出! さを

保ち続けてきたのであろう 。そこには素材に適したデザインがあり、

デザインに適した素材の選択があり、互いに1!!Olli をすることのない

バランスのとれた秩序が凡え| 揺れする。

，aって今日、設計者はクライアントとの対話や自身の経験に基づ

いてそれぞれの空1mに沿道iな素材を採し求める 。ただしその選択の

ｬｾｬｩＱ はあまりに広くな っ てしまい、我々は常に 「 性能 」 として 「 コス

ト」として、そして 「デザイン」として本当にこの素材がいいのか

という、ある種拠り所のない不安にかられながら日々の設計行為を

繰り返している 。

「限られた素材をいかに組み合わせて個性を出すかJ と 「無|裂の

選択肢の中でいかに最適の素材を見つけるかJ のどちらの行為に七

位のヒエラルキーがあるのかは一概に言いきれるものではない。 し

かし先人遠の遺産に敬立を払えばやはり、表現者にとって必要不可

欠な作法として前者のプロセスは思考の根底に身につけておきたい。

素材の本質を傑り素材についての正純な知識をもっ事こそがその

プロセスを補完し、! 感性をより 一層強聞に裏付けてくれる l唯一の) i

法であるといえる。

( しおみ

j告 一 郎塩 見素 材 と 個 性
であれば成長や再生により |時間と }I[( l 応していくのだが、無機質の素

材は誕生後すぐに朽ちはじめると 言っ て過言ではない。時間の佼食

にただ抗うだけの組成を選択するのは短絡的かもしれない。むしろ

「使う J という行為の中で素材と馴染み、その特性を手なずけなが

ら慈しみとして収倣させることが、素材と向き合う醍醐IJI床だと考え

る。

願わくは、すべての素材が慈しみをそそがれながら、久しく交感

の| 時を過ごさんことを見守っていきたいものである。

(お く だ ひ で お

志摩にある民家の外壁

大林組)
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夜、は素材というものを固まりとして捕らえています。すなわち木

や石のように、どこで- 切っても同じものが現れ、すぐに表而化する。

金太郎飴のようなものです。その '1-1身が詰ま っている ところに素材

の持つ深さと味わいを感じています。

表層の持つ美しさもあります。それも問まりがあっての表府でな

くてはなりません。鉄という固まりがあってサピがある、土という

悶まりがあ って草が生える、これが大切です。ペラペラの鉄板では

駄目です。表照だけの美しさは一過性のものです。表面に施された

メγ キの美しさに心ひかれることもあります。 しかしメッキは虚で

あり、メ ッキが剥がれて表れる本質、すなわち素材とそこから穆み

I_Uた腐食やシミに笑を感じ ます。薄いパイプや金属板に施されたス

テンレスなども同じです。やはり災! 必がわきません。それが無垢の

ステンレスや瓦鍛様であれば強さを! 必じます。

人が ｬｬｾ 初 ｊ につくった住まいは、 山 にプ〈を ｾ ｽ， ｬｩ っ た ￬ ｬ ｲｲｊ ｪＩ査で、した 。 その

小さな空II IJを被 っている土の重さ が! 必jZのrll にあるのかもしれませ

ん。薄っぺらなものでは安心できません。また、時間経過にともな

う風化や磨耗によって表層が削りとられ、建築が陳腐化することを

嫌っているのかもしれません。たぶん無意識に建築の永続を願って

いるのだと思います。

このシリーズで、木や竹という素材を巧みに操る職人さんに話を

伺うことができました。そこで気付いたことは、素材はそのまま加

工せず、その持ち味を引き出す技術が大切であるということです。

ともすれば技術の大半が素材の加工に注がれ、その素生を損なうこ

とが多い。そして水質を切り捨て 、コンビニ化した材料を組み合わ

せて建築をつくる 。これでは人と物とが離れてしまいます。

節やひび別れが入り、徐々に腐敗するのが木という素材です。;IIIJ

れない木は偽木です 。 腐らない木は楽出けです 。 ￭ｾｉｊ れでも椛わない

背割れをつく ったり 、j腐りにくいように組む技術を継承することが

大切だと思 っています。

正 弘高 砂素 材 の コ ン ビ ニ 化

K A]ThI IA DESI GN  KAt¥! SAI )  こういちろう

トム ・ヤン ・クンの作り )i を教わった。mのスープにプリッキー

ヌ( 唐辛子) 、パイ ・マックルー (こぶみかんの業) 、タックライ

( レモングラス) 、カー ( タイの生委) 、パクチー (香竿) の根を

入れよく煮込む。 さらにナム・プリァク・パオ (ペース卜状の調味

料) を入れ良くかき混ぜる 。基本の具はエピとフクロダケ。エピは

殻をむき? ? ワタを取り先ほどの鍋に入れる 。l床を見ながらカピ (エ

ピから作った調l馴 ) 入れ、煮立ったらフクロタケを入れる 。カテ

ィ ( ココナ ッツミルク) とて ナムプラー ( タイの醤油) 、砂糖で| 床

を調えパクチー (香草) 入れて出来上がり 。椴l床と辛さがなんとも

食欲をそそる。

ところで卜ム ・ヤン ・クンは世界3 大スープのうちのーっとまで

言われている。他の2 つはブイヤベースとフカヒレと聞くが、ブイ

ヤベースは新鮮な海の幸、フカヒレは日仙iな材料を必要とする。 と

ころがトム ・ヤン ・クンはそれほど高価な材料はなさそうだ。 もっ

とも日本では手に入りにくいものはあるのだが。そもそも トム ・

千 裕中 川素 材 に つ い て

まさひろ / 建築家)(たかさご

38 



素

材

と

技

術

t吾頭へのアプローチ空間

快適性の名のもとに加| 仁し、生み出し続けた。そして20世紀のぷを

迎えようとする今、とうとう遺伝 f 操作という技術により、人鎖そ

のものを加工しようとしている

このような時代において、 「素材 」 を加工される前のものと定義

するならば、 「素材 J なるものが、技身のまわりに、 はたしていく

らほど存証しているのであろうか。光が、胤が、宅気が、. . . (これ

らも日常の生前において、ほとんど ［ｬｪ ｉ ｊｪ ｾｊ されている 。 Ｉ 快適性の追

求は、あたかも 一 位の麻薬のように孜々の五Ａ惑を瓜緋させ、 ￭ ｾｭ

そのものの本質を忘} ，II へと追いや った気がする 。ぷ材、技術の iJfJ l流

への1・巴 approachによ って、そのおl)J;i t' l : を考えるシリーズを通して、

私はいくどとなくこの壁にぶちあた った。

1995年 l 片17日、人査員がその知JEで築き仁げてきた加J [ 物 Cft! llii

・建築) は、 II 然の )J の前で脆くも iiii れ去った。が、技々が人il で

ある| 挺り、これからも /I<i主にf t ! ldi と建築を加工し続けることだろう 。

私はこのシリーズの終わりにあたり、今 一l支人知に対する快適中t

の追求という視点から離れ、 I I然に対する尊敬と畏怖を抱きつつ、

「点材 J なるものを大切に扱ってill 築と向かい合いたいと願ってい

39 

る。

我々の創造する 「モノリス J が狭を恐れさせたように、人煩を恐

れさせることのないようにい。

ill 築に限らずデザイン| 均係の維誌を凡ているとは っとさせられる

ことがある。 iこんなところにこの素材が使われているJ と思わず

引き込まれる。形の流行は幾度となく 1"l i Wし、その度に新しいよ材

をプラスして新たなスタイルに生まれ変わっている。 どこか懐かし

さすらおぼえる形にぷ材に必要な変化を加え、新鮮な. J i . 現へと導い

ている 。新しいぷ材がデザイナーにインスピレーションを視きおこ

させる。そんな素材のもつ )J は大きい。

そう感じる 一方で、ある附日誌の灰JI l l の記事が心に妓っている 。そ

れはごくシンプルで機能美とい ってもよいものだが、そうい った気

負いはなく日の力が抜けた点J] l がされていた。Wi Lという灰 III lには

特に珍しくもない素材ではあるが、その特性を十分に前かして使い

勝手にも細かいところまで神経が行き! 日iいていた。今までにありそ

うでなかったものだ。 とても感心させられると共に、 Mの変fqもな

い口 Ｇｬｩ ｾ 生活にある題材もしっかりとデザインするということに身が

引き締まる思いがした。

素材にはそれぞれにすばらしい特性が備わ っている。 しかしデザ

インによってはその村利:が発帰されず、それを JIJ いる必' t f 1t を1mわ

れるようなものにな ってしまう 。機能や締造、周辺環境との関係な

どの条件の中で、 「この，{Wはこうあるべき 」 という絶妙なバラン

スのデザインを私たちは心がけなければならない。

( もり ひろみ高砂f I ! ト築・F務所)

竹 II IT .t先 J，ti)

ひ ろ み森

たかし( もりた

素 材 の あ る 場 所

ヤン. . とは辛くて酸っぱいスープ、 " クン とはエピのこと 。 この

エピ、 lf タイでは川のエピを使ったと聞く 。 どちらが良いかは主11 ら

ないが、| 時代と共に変わ ってい ったのであろう 。 しかしただ入れる

だけではない、ナム ・プリック ・パオには下しエビが、そしてカピ

もエピが主材料の調味料である 。こうしてコクのあるスープが出来

ると言うわけである 。

ｊＵ 材と技術と言えばイ ｾｊ も悠築に ｉＡｬｾ った話ではない 。 料理も素材が

ありそして前週! 人の経験と技が魅) ) あるモノをおIJ り出す。作り ) J は

わかっても |司じ l床が作れるかというとなかなかそうではない。建築

もまた |口l じではないだろうか。

(なかがわ

山に入って、テントの薄い，{ f j 一枚で外界から守られて 11[ 1; る時、白

分の小ささを感じると共に、人 III Jの知JEと技術によって、大自然の

"1に肘られる ことに、下イーびを! 必じ、感心 したりもする 。安全を確保

しながらも術物が豆くなりすぎないよう、必要最小限のものをザッ

クにつめる 。 登山 ｊｬｊ ｈ ｉ 対立近、来 ｲｲｾ 材の使用で驚く程軽く、機能的

になり 、山行の苦労は以前に比べ随分少なくなった。 コッヘルやシ

エラカップといった誠llli r . i +や食待は、 I眠くて丈夫でさびないチタン

製のものが主流だ。テントは! 陛くて強いアルミ合金やジーユラルミン

の111空ポールと、これも
l

降さを迫ボしたテフロン加工のナイロンや、

防水性と透iil !性を兼ね備えたゴアテックス製の布を組み立てる 。 と

にかく Ｇ Ｑ 町日化し最小 ｉｒｾ の材料で、少しでも快適な屑住空｛ＱＱ Ｑ を硲保す

るためにて夫された委は美しく、大 II 然の 11 1でいとおしささえ感じ

させる 。 ｼ坊 楽 ｊ｝ｾゃ雨 具もテン トと同 様だ 。 ドライフ ー ドなどの超軽

祉の食品も開発され、簡単においしい食事にもありつける。 しかし

山の本質はなにも変わっておらず、 ｉ ｾ ｉ 然への畏怖と気構えを失つて

はならない。

山小屋に泊まるのも楽しい。建築家育阪隆正の設計した山小屋が

谷地の山にあるが、風雪に耐えながら、 L肘Ili を排して力強く存在す

るその姿が、人々を温かく迎えてくれる 。大門然の中、大きな岩や

荒々しい木材 などの素材が、 ¥1¥人述のjLl い山を刻み続けて いる 。

新しい素材と技術によってつくられたものを 、人一人が持って歩

ける註だけ持って、自然と相対することが現代の多様な素材、技術

の生かした )J のヒン トに なるように思える。それにしても、少ない

道JL と質素な材料でつくる ¥1¥の食 'jf は楽しい。

(はた まさとし安 ｾｉ ニ建築設計事務所 Ｉ

l決¥llij i 2001年字桁の旅」で作. ( i アーサー . c ，クラークは狭から

進化した人頒の高度な主 ｼげ ｬｾ と 加 工技術の象徴として、巨大な直方体

の ， ｾぃ物体「モノリス 」 を登場させる 。 このモノリスの登場に猿達

は鷲き、恐れるのである。

考えてみれば我々人頬は、その誕生から、ありとあらゆるものを

東側建築事務所)

正 俊畑

ちひろ

山 に て

隆森 田2001 年 宇 宙 の 旅
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近雌 隆二郎

1985 大阪大学工学書11:5;ω: Uご問 、| 入学

1994  大阪大 学 北 学 ｾ ｪ￩｟ 仁 三 ［ＡＺＮｪ￭ ｽｦ ぅヨヰ ｉ Ｂ Ｇ ｪＺ 1コ後jgl課程

単位取得退学

1998  f ll :fhl J大学 システムi 学部助教夜

(関与Eシステム判ヰ)

1999  滋賀県立大学: ! 思考評印刷VJ 初 受

( 鉛境計画合同非環境祉会立 | 画専攻)

守 、 攻 Ｚ ｊＮ 環境社 会 システム、 ｾｩ 筑文化、 ｲｬ￯ 民参画デザイン

40 建築と社会 ・1999. 12

昨年和歌山大 学 窃抗システム 学 制か ら 滋賀県立大 学 説 ｩｴｊｾ 手半出 ｉｬＨ こ

移り、 一貫して人間の広範な活動に車111足を笹いて践す尭を考え続けて

きた。 一般的に環境い、 つでも自然: 5 ; 儲から、原諜物問題にいたる

様々な分野に分れている 。 しかしそこに人がいる限り、人liIJ 社会が

組み立ててきた生活やものの感じ方、人と文化と自然の大きなつな

がりの中に、世界を広げていきたいと考えている 。

活動は多岐にわたっており、 f可が早l 門であるのかわからないほど

fごと、多才ぶりをしきりに謙遜する 。 ある l時は若者や熊野守17道の地

元住民達と協力し、五J惑を働かせて作成した「熊野古道五感之凶J

のような参加主lの企画を行い、またある l昨はインダスやインカのi 'i

代制胸調査などに参加し、ある L 、は各種の住民参加をうながすよ

うなイベン トを企画するなど、そのエ寸、ノレギッシュぶりは超人的だ。

そのユニークな発控! と実行力は、 学 1111を社会活動や経験の{ J ! i Jから成

合させてい こうt しているところに端を発して L ' Q。

写し霊場

ι "1でも異色なのは写し混場についての研究だ。和 歌山ではほぼ全

域にわたり兵言系の寺院か:j 査を行った。 それでも奥l以来〈、いまで

も調査は絞行 中fごと し、 う。

凹国八十八ヶ所や西国三十三 ヶ所の露;場を訪れる巡礼 の信仰形 態

は、現代に もl脈々と受け継がれ、各ネ印庁の寺院には今でも多くの人々

を? 集めている 。交通手段の発達した現代では、休日を利用したお遍

路さんが多いい、う 。 しかし背は現実 に巡礼を果たすことは一生の

大事業てあり、ほとんどの人々に t つては、達成できない目標であ

った。 そのためわずかにもた らされる呉国の情報 L 霊場への思い

入れは、人々に身近なシンボノレの出現を求めさせる こ とにな った。

こうして各地に、巡礼を是正似体時党亡、きるミ ニチュアの笠11¥1がつ く

られていった。 それは本巡礼 をシンボル化し、小さな空間 に集める

ことに より、畑i寺間のうちにすべての白羽を巡った こ とと 同じなl床

になるというものfごった。

その起源は平安|断交にまで遡るようだが、本中告化 したのは江戸時

代 181止紀から 191脱己にかけてのことだという 。当時は庶民の信事il と

ともに、外部世界を訪れることの微光的な要素も加わり、各地に様々

な『浮民が寄せられるようにな ってい った。

模倣と創造

写し霊場というミ ニチュアの笠I i ¥J は、その人々の話や思いに 1' 1分

迷の解釈を加えて生み出された代替笠J l rJ であった。普通は石仏を配

置 し そ れ を一周すれば普通 2 カ月十らいかかる巡礼を、 15分から

211寺間ぐらいで済ます こ t がて3 るというものが多い。

あるいは寺 ｴ 寺の実 ｼ 療の ｅ 問 Ｇｦｲｾ 相対化してミ ニ チュア化し、各地

点に才良識を置き、これを巡るものなどもある 。 日本人の場令、 ＮＧ ［Ｇｾ 1:. 

点を結べば気の済むようなところがあり、各地の仏のシンボル守一

堂に集めてしまうものも多いそうだ。 しかしその加法は千差 万別で

あり、地形 t の対話によ って工夫が凝 らされるなど、その1mは多I1皮

にわた っているという 。 いわばl!.i W皮を原点としては い るものの、そ

の元は正確に把握されているわけではない。 むしろ全体像を正確に

把握するこ t よりは、各| 時代の人々 の解釈が取り入れられ、新たな

オリジナ リティを生み出している t いえる 。
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和歌山県那賀郡打田町百合山の写し 霊場

またそ こには: 写し t しての宅fill だけではなく、社会参加のシステ

ムまでが快{ 放されていると いう。

四国お遍路で有名なものに、お桜{ 寺がある 。 これは各巡む也て二

十l人がお遍i絡さんを弘法大f¥l li とみなし、巡礼者i主にお茶やお' * 子を

振る舞うものだ。 これは、旅人にとっては心のありがたさを教えて

くれる忘れる こと の山米な L、思い出，1: なる 。村人にとっては、この

ことにより非釘判ヒしても らい、 ｾｉ 坪 ＱＱ 主主を得ることが出来ると 信じ

られてきた。写 し益場では このような同じ行事が、例えば毎月 ・決め

られた 日に、地域の人々が交替でお接待をするような こt もあると

いう 。 このような写しは、 >L)j を変えれば{ 為のふるまいであるとも

言 える 。

しかし、それそ生み ｉｉ ｟ ｾｉ し守り続ける過紅には、自分 ［遠の お ｉ ｊ ｊＱｴ力が

限りなく ｩＥｩｾ されて ｌ 、 〈 。 憧れや ｩ ｊＴ ・れは日比に ｴｬｨｦ￭ ＧｩＮ化された発想の原

点である 。 そこにこめた愛者はいつしか自分遠のもの t なって同化

し、ある| 時ーからそれは本物とな って転換する 。

それは文化の宇野Eに|員!わる謝辺であり、 し、ずれは 「贋作」 あるい

は円相知」について、本俗的に耳附 1むべきテ ーマと して近藤隆コ}II

氏のI1旬の内を占めている 。

( インタ ビュー: 本多友 '，:ji;)

bei ng 
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神戸市建築物等の安全、防火、衛生等に関する条例

三木太志

神戸市住宅局建築部指導課指導係長

345・

るこ1 : 1: し?こ。

(2) 村妹建築物の安全tll 出( 第 4条)

一定の特殊建築物を対象に、 高齢者等の通行、 i蝦 ft( こ際 して の安

ナ侃保に|具lする努}J m元

(3) 特殊建築物の波り廊下の桃込規定( 第 5粂)

小屋t並木造であるなど、一定O) q寄殊姥築物の波り 廊下の桃造基準

(4) 特殊主! E 築物等の抜道脱定( 第 6条)

①I子j防長池築物の 4 m接近、大別 刷i築物の 6 m桜道剣先

@lu; t火 ・準耐火の長j量については県条例より緩和I ( 2 mて。可)

⑮ 鎚 規 定 を 緩和する場介はrli長が許可

④許可の|努には、建築街笠会の12兄を きく こと

(5) 興行場に|品iする規定( 第 7 粂~第 17粂)

手c席、舞台に|刻する 'UJ 1U_の基準等

Ｈ Ｖ Ｉ ホテ ル、自愉 ￭ｾ 、下街に ｼ 測する規定Ｈ第 ＱＸ 条 ・ 第四条Ｉ

構造、 ・階段、廊 下に|民lする基説得

(7) 共同住宅、寄街合に| 長lする規定( 第20粂~第22粂)

火 災防 止及び ｪ 墜 ｾ ｦｾ のＧム ｺ､ ｩ ｲ 性 佐保に必要な基準

ＨＸＩ 老 人布市ｬＺｬ泡 設等に ｼ 民 ｬ するが ｌ 定Ｈ気 ｾＲＳ 粂ー第 ＲＷ 粂Ｉ

自ら避難が|羽剣山者の入所施設についての防火、: i J ! tisf弘凶長

Ｈ Ｙ Ｉ こ 針変に ｼ 品 ｬ するが ｌ 定ＨＡＺｩ ｾＲＸ 条 ＭＳＱ 粂Ｉ

出入り口の戸な ど、避知ι l二の安全性を111倒呆するための基準

(10) 学習塾にl刻する規定( 第32粂)

人ＡＡＡｾｦｕの安全性を ｲＮ ｲ ￉Ｑｾ するための基準

ＨＱＱＩ公 Ｒ 初谷場にｼ長 ｬ する規定 ＨｴｲｾＳＳ 粂Ｉ

ボイラ一室等の桃造に| 民lする防火上の基準

(12) 物l仮1吉に| 刻する規定( 第34条一第36条)

ｩ 邸 ｦｕ ニ の悩ｴＧ Ｑ ｾＺ 制 叫するため の基準

(13) ｉ ｌ ｉ 動車率 ｽｩｪｙ 等に ｼ 民 ｬ する 規 定 Ｈ第 ＳＷ 粂ＭＡＺｩ ｾＳＸ 条Ｉ

，"' ，入り口の場所等、交通及びjJ!tljifl: の' ム: 全|企を仰ゴ呆するため の基準

(14) 長屋に|主! する規定( 第40%: - 第41粂)

附数制限等、 ｬ 坊火及び ｩ 監 ｾｭ のＧムＺ全性を伴保するための基準

(15) 建築設備に|長lする規定( 第42粂~第44粂)

エレベーター及びエスカ レーターについて、 1也24、火災l時の安全

これまでや1
1
戸 市て"は、 「兵Jol"urt!&築4同主粂(ylJJ に基づき建築物の安

令性の碓秘に取り組んできたが、 このたび、次のような背景のも L

llA条例から独立し、新たに円111戸市姥築物等の安全、防火、術生耳目、:

に|民jする条例J をIli lJ 定した。

白地域特性への対応

､￮ ＱＱｲ イ ヒさ れた斜 ｔ 街地や告集 ｲＱ ｈ 卸 也 をもつなど、神戸市の Ｎｬ ｴｬｬ 以 ｴｾｷ ￞Ｎ

に対応した、きめMI やかなすまい ・まちづくりを1( 凶主していくこと

力 ｦＳｾ められている 。

口建築確認精査の民間開放

ＡＦ築立 て［Ｑ ＱＧ［ＺＱＺ民 ＱＺ｜ ｈｩＧＨ ｾｦ，蹴脊機 ｼ 具Ａの締業務の統 ー 性制仰するため、

得342にあたっての判断法準を Iリ] 確に する こ とが米められて いる 。

口建築行政の自治事務化

平成121j 三の地方分依r - .j"服ゴJ在行ーによる (1 ＿ｦ ￬ Ｇ ｪｾ 務 化 を踏まえ、市 Ｈ Ｑ

らの粂似! として整備することカ味められて L 、る 。

l建築行政推進のための条例「二本柱J を整備

この条例llilJ 定により、 地Jsx'4寺性守的まえたすまい ・まちづくりを

十削主し ていくた めの 「二本』到の条例lが強制uて3 たことになる 。

(1) I姥築物の安全」をぽ似することを " 的とした別定

「神戸市建築物等のＧムＺ全、ｊ￭ｽｪ火、術 ｾ ， Ｚ ｾ手に ｼ 民 ｬ する条例」

(2) ｉ 仏法的 ｬ の ｩｾ ＱＺ Ｇ TJ' JぷJ を1(じlli する ことを 11 (I(J としたがL定

「神戸市民の住民抗守ーをまも りそだてる粂{ yIJJ

ノド条例は、兵j制; 建築制操例を基本としているが、 主な特徴と

しては次の 3点があげられる。

口斜面地建築物の安全基準の明確化

斜而地へのi ' lit:fr化が進んでいる神戸市ては、 これまでがほ'ii:l 也に! &

つ! & 築物の安全性仰ゴ呆のために「十11
1戸i li斜 l(JjJ tll!&築物技制対階u に

よる指導を行ってきており、 これを粂例に崎り込む ことにより、篠

恨 鉾 と し て の 』 郎 防町! 確にした。

口特殊建築物の接選規定緩和の許可制

lfL条例では「認定J lt; iJ 皮としている接近緩和について、法第43条

l条例の特徴

法

令

コ

ー

ナ

ー

6札Tl t の基準

lスケジュール

口兵庫県建築基準条例の改正

平成 11年 4 月 1 11 の改正により、 県下rlilllTの独 CI条例化を;規定。

口施行及び今後の改正

たfごし書きの迩f l HI百l線、「許可J lli lJ を採}IJ した。

口長屋に関する接選規定の緩和

後;1.1主市笹口也をもっ神戸 市て" I H量産形式の住宅fJU合も多〈、耐火、

準耐火の長屋については、 |坊火、避難の安全性が{I '(t!保されて いると

し、抜道規定を県条例より緩和した ( 4 ITI → 2  m) 。

- 平成12年 H I H I施行を f 定。

• ILI  ?fi 4jJ . 務化を断まえ、11坊災青|匝u等のj迅速による指導規定等につ

いて、本条例に雌り込むこと を検討中。

l条例の概要

本条例は、写Ufのと ころ、すべて、法第40条及び第43条第 2墳を

ふ t し)( みき

受けてのi規定とな って し、 る。

(1) 斜稲地建築物の' 交合的世( 第 3粂)

斜T市I山，建築物の安全性砕す呆のため、次の 2 ， ， ［Ｇ ｾ Ｈを規定 。

①脱出IJ 対象娃築物のlリl{i 制ヒ

_，:J'd: 

本コーナー llJ Ｑ サ 「辿築 Ｈｬ ｾ｢ ｊｦＮ の以Ｑｩ｜Ｑｉｬ ｾ Ｑ 欣に ｦ ドう ＱＧＱＧ 戸 ､ｲ ｬＨｬｪ￭ ｪ Ｉ， ｉ［ＯｉＧ ，市 Ｑ 肢の ｦｩｬｬ ［Ｚｊｴｪ (p43) の、 'Iilj ij

ｨｊｩ ，Ｇ｟ｦ Ｇｊ ｾ ｉ￮ ｉｉ Ｇ ＮＡｴ＠ 凶 深 附2dのアローJ ; : <Iの ド411' 11に以りがありましたので、お花びすると t もにド

ｊ ￨ のようにｾＧｔ ｊｅ いたします 。「兵Ａ事県建築基準条例」及び「神戸市斜而地処築物ｾ対附旨針 ｊ の対

象建築物

• 
① 必 Ｑ 築 ｪ ｯｬ ＮＱＺ 、 ｶｭ 五ｾＮｉ ｉｉｾｎ の ｬｩ￭ｩ に、 その ｾ ｉ 下 ｬｩ ｴＧ｜Ｇｪ［を， ｉｩｌ 主 に ｨｬ［ｉｉ ＯＱ 泊 。

hl;.'I'. には、所定の段式 (' I¥i jijHI;/I '，m 仁、: f . 咲Jii低限の図 .! Ho斜 Iする こ1: 1: して L ‘る. ま

た、側 主主 ＢｉｾｉＧｉ の ｉｏｬｬｬｩ￭ｩ H純 雄 知 郷l肢の主撒 t なるものにつ，. て凶荒則と して301l 1Fj) ;J: 

でに ｾｉｉｈｾ を行うよう努める行を条例ＦＮぴ施行 ＰＰＱ りに税定し τ いる 。

②安全基準の lリ] 佐化

構造耐力上の安全.t.lii 主及び桃造設計における円白也司、江買を規則で定め

建援と社会 ・1999.1242 



クレビス型鋼管プレースの耐震補強への展開

森田時雄

川鉄建材開システム建築事業部

鮮 ヤ

ガセット

プレト

ウ」と工二J ¥生ポl レト

図 2 接合部の詳細

クレピス部品

初、で φ4 0 ，55 ，70 ，90の H強mのクレピス材を剥lみ介わせており、平

成l 1' j ' - 6 灯、 ｅｉ 本主ｬＡ築センタ ー の剣疏 昨造 ｾＧ ｆ 定 Ｈｂｃ ｊ - S1877) を取得

している。表 1 に使川材料を、 表 2 (こ告11材組み介わせを「示す。

写真 1

|坂1" 1岐路大i長災以降、日光イr:_.f，; 量l格建築物の面白目4改修を: ' 2- 1" 主として

師、出改 ｻｉ 封品主法力 ｬｊｪ 包 ｲ￮ され、Ａ日出補強への ｈ 二 ｉ ｪｬｪｊｉ Ｂ ， ｾｦ［Ｈ こ ＱＧ ［ Ｚｪ Ｇ ｊ くな って

いるが、実| 僚の面括主改修は決して進んて¥、るとは言 λ なし、。 その' 1'

てトルコ Ｍｉｴ 阿部大地 ｪｽｾ 、台湾大地 ｩ 去はわれわれに地震のエオ、ノレギ ー

の ｉ Ｍ ｾ 大きと耐震補強の重要性を改めて強〈認識させた 。

一方、 IffitA';: 改修において桜々な工法 ・デノイイスが提案されている

が、今後側、眠改修の似品こ li i居ながら} j UJ とテ千イン性をJ7

Ｑ 占Ｚしたｼ師 ［ｲ ｨＧ 毛布ｉ￬ ＧｊｾＡ 材が大きな要素になると考えられる 。

本杭では、デザインＧ性を考慮した構造材 ｴ して「クレピス抑制ｾｾＺ

プレース( f くT フp レース )J ! : 、その展l)flWIJ として佐物m途も変更し

て主Iri!.' fなデザインの1- r 7l " にリニューアノレした州出支改修例、および日

府庁舎の極低降伏点剣刷会Jn¥+lli 岡IJ プレース( 二重竹 F LD 古11材) による

jl，IJ 長補強の例、「居ながら』佐[J nJ 能な外1，J けプレース{ こよる校合の

ｩｲｵ［ ｉ￭ｽｾ中ｬｉ ￬Ｇｊ Ａｬ Ａｦ タ ｉｊ を紹介する 。

290 

構

造

の

頁

l耐震補強プレースとして

肢に学校 ｊｩｾ 合 寄 与の ｬｦ￺［ｲ ｩＮＡ￢ｦ ｬ￬ 強においては、 ｈｊｉ ヲ鋼による ｋ 型プレ

ースが多く 刑い られてきたが、 この工法に比べK Tプレースは以下

の特長があり、立斤Fを得ている( 写真 2 、 3  )。

1)  19状lのシームレス鋼管を用いるため H形制に比べ*11I ( 、部材と

なり、検中 ｉ ｉ￬問 ｬ 財も不安で、 ｄｲｊ 日ｺ｟ ｴｾ が大きくとれる。

2) プレース域情11の按令官11に高強度のピン t 鍛造クレピスを採川

することにより、コンパク卜な納まりが可能となる。

3) クレビスねじ抜令のターンパックノ叫謝蒋 lこより呪場での昔日材

長ｾｊｉｩ祉をが可能で、脳科ｊＡｬ ｊ 方、セットプレートとの ｊ 針川森易て旬、、 ｢ 佐 ｼ こ

性カヤ:':j( 、。

K Tプレースによる恥即訪日強の概要凶を、 図 3 に示す。

I K Tプレースの概要

IくT プレースは、鋼官端情11に2枚のう足，'J' ，告11を持つクレピスがねじ

核令されているプレース材て、クレピスに設けられたピン穴にピン

をirTi 人してf I IM本{J!i Jヵーセットプレー トと桜令される。クレピス li 、ク

ロムモリブデン鋼を鍛造後、ピン穴 u広者11ねじを樹糊H しして L 、る

(写真 1 )。

鋼管の両端には内部に雌ねじが切られた 11令がi糾長されている 。

u金とクレビスのねじ桜介は- ) j は布ねじ、 1也) j は左ねじが切 られ、

フ〉ース全体てタ ーンパックノパ対北 t なり、胞工誤差を l吸収する古11

材 Ｑｾ の ｦ 放制整Ｈ Ｚｴ 10mm) が可能 t なっている( 図 1 )。

クレピスとカーセットプレートの接介はp片j:状のピンを差し込み、

ピン後より ー1" 1り大きいワッシヤ ーを11:ボルトて下旬端か らJ トーめ、ピ

ンが抜け泌ちないようにしている( 図 2)。

ｋ ｔ プレ ー ス ｬ￬ φＱＳＵ Ｎ ＰＭφＳＱＸ Ｎ Ｕ の ＱＱ 荷主 ｮ の鋼ｾｾＺＺとピン筏の ＱＱ 千

K T ブレースの使用材料

告J)品名 11:  til 'i j lS 得り 材 料 耐t'i Jj・

和ｩｉＩｊｉ，ｾＺ f&築椛it lJ l ]I S  G  3475 STKN400B、S1' Iく400

11 令 ]I S  G  3106 SM490相l、"，

クレピス 9 T  ]I S  G  4105 SCM440( 鍛造品・熱処FR)

ピ ン

9. 5T ] IS  G  4105 SC[ VI435( 熱処F[ ) ｦ 干＼Ｏ＾ ｾ玉 Ｕ Ｐ

10T ]I S  G  4103 S NCiVl 439( 熱処. f I g) f干φ> 50

ワッシャー ]I S  G  3101  SS400 

Jl:ポノレト 4  T (ユニタロ) ]I S  G  1180 

表 1
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K T ブレース

樹脂アンカ一、頭付スタッド

; : i [ i ; f TT- - ; 1 

恒 明

建築と社会 ・1999. 12

写真 3H 形鋼プレース写真 2

口

市

町

h

-

N

K T プレースの部材組み合わせ

クレピス ねじ

相11M"::; ( STI<N400B、S T1( 400)

11干ぴ サイズ サイズ

|折 luiW ｉ［ｉｾＦ 耐 ｽｊ 1以イI耐 }J

(c耐) ( t )  (  t )  

</>135. 0X7.0  28. 15 67. 6 74. 3 

</>40 MI 05X3.0 

</>146.0X8.0  34. 68 83.2  91. 6  

</>190. 7x7.0  40. 40 97. 0 106. 6 

φ55 iVl 145x3.0 </>190.7X8.0  45. 92 110. 2  121. 2 

φ190.  7xI 0 .  0  56. 77 136.2  149. 9 

</>244.5x8.0 59. 44 142. 7 156. 9 

</> 70 iVl 160x3.0 </>244. 5xI 0.0 73. 67 176. 8 194. 5 

φ244. 5x I2. 0 87. 65 210. 4 231. 4  

φ273. 1x 12. 0 98. 43 236. 2 259. 9 

</>90 iVl 200x3.0 </>273 .l x I5 .  0  121. 6  291. 9  321.1 

φ318.  5x 15. 0  143. 0 343.2  377. 6 

表 2
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l リ フ ァ イ ン 建 築 (宇 田 町役 場庁舎耐震改修)

ｋｔ プレースをテ。ザ、イン性ある わ ｉ ｾｴｩｬｩ 料 として耐Ｚ 目 を補強 に 月 Ｑ ， 、た例

として、字日 111] 役場面:目4改修の例を紹介する( 写真 4 ) 。

本耐震改修では、既存の街il': l研修施設を改装し、 ホーノレと会議室

を噌築して新庁舎とした例で、新築庁舎なら工 ｚ ｊ ｯ［ ｾＸ 億円のところ

を4億円て実引し、往物をリサイクノレする「リファイン建築j とし

てデザ、イン ｬ 白て 、 も資 ｩ 削指ｾの商ても注 ｮ を集めている 。

本耐震改修て、1;1: 1くT プレースをデザイン要素として秘極的に取り

込み、桁方的l二府 6椛而に立而のアク セントとなるよう配置したり、

クレ ピスの力強L、量感をデザ、イン(I {J に凡せる手法て二 l町長室にも隠

さずに大JJ. !:U二月1いている( 写真 5、 6  )。

写真 4 宇目町役場斤舎

写真 5 アクセントとして使われた K T プレース

写真 6 町長室にも用いられた K T プレース
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l二重管 F L D部材の概要

二重鋼管 F L D古|刷は、圧縮j J ｴ･ 受ける ｼ λＧ ｊ ｬｾＺ の 車 ｉｨｪ ｊＧ ￬ｾＺ が住 ｊ｛｜ 変 Ｉ Ｑ ヲ

しようとするのを外 Ｇ Ｑｾ ＺＺ の ｦ ｬｬ￬ 剛 竹［が拘束するもので、書 ｉ Ａ 材長の長い者 Ｑ Ｑ

材て、も日五宿の困却iによる l(o.tj J低下がなく、特にプレース材 t してJl I

いたとき、圧縮 ・引張同等の耐力カl J l ) ( ，れ、安定したエオ、ノレギ- 11刷兄

が可能である 。図 4 に 出nHi I i 剛の原理と部材の履歴|寺l生を示す。

二重管 F L D部材 1;1:綾子ヤ:J I万えによりピン桜令タイプと剛妾千トタイ

プがあり( 図 5 ) 、ピン接介タイプI;l: K Tプレースt 同様にクレ ビス

のねじ接合により部材長制陛カ可 ｔ 能である 。 ま た 車 ｉｨ ｪ ｊ ｾ Ｚ Ｚ の材質 に よ

り 市 ｉ ｊ ￭Ｑ邸 ｖ ｊ 泉の ＿［Ｚｩ い極低降伏 Ｎｉ Ｎｉｾ 制 Ｈ ｒ F 100S) タイプ日虫皮型の普j迫

鋼タイプに分類している 。

旦亙宣 ? ! |部材の履歴特性

一ー一 一 ー一 一 一 ー- O A  d  

通 盟 盟 百 里1萱

一 一Q  

軸力管の座屈を補間IJ 管が拘

- 1. 51 t  塑性率

二 重 管 F しD 部材の原 理 -

2  

.  ｾ＠ 1'=5- _-::'1  ｯ ＺＭＭ Ｍ ＭＺＧ Ｕ ，ＭＭ ｾ Ｐ＠ - :0-
5  

---:I'=-O  - - !15  

図 4 座屈補剛の原理と履歴特性

予町

- 同IJ接合ブレース

図 5 二重管 F L D部材の形状

lテ、ザ イ ン 性 を 考慮 し た 制震 補 強 ( 静岡県庁 東 館 耐震改修)

二重管 F L D昔|刑 制11いた日用建築のi l J lJ長補強例として、 !日F阿lfL

庁舎束E誌の市花ミ改修制I1介する 。静岡県庁舎来館は 1970年に竣工し

た ｉ 也 ｴｬ Ｖ 階の ｓ ｒ ｃ 巡の ｾＷ ｪ 照雄築物で、防災拠点としての機 能 を来

たすため 7Ocm/ s の入 ) J 地良波に対して府 間変形角を 150分の l か

ら100分の l 平思Eとなるよう llil 政桃造による i貯ぷ補 強を行・ったもの

である (写真 7、 8 )。

二重管 F L D苦|刷は、外部補強!刊 にピン接合タイプ、 |よl苦11補強J l i に

岡l版令タイフ二 また、それぞれ申111力管には極低降伏.' ，}. 鋼管 (R F 100  

S) を用いている 。極 fJ J : 降伏lx鋼は降伏点が100N/mm' レベノレと普j丞

鋼の 2分の l 程度て予1'ぴ性能も高〈、塑性変形により 地震エオ、ノレギ

ー の ｬ 吸収力て‘ｩｬｊ ｉ ｊｾ Ａｩダンノ ｦ ー として機能する 。

外音I!:fi li 強は、既イ子デザインとの調和を凶るよう 二府ずつV 字型の

プレースと 水平材がよIl み令わされ、プレース討柿I!はクレ ピス による

ヒ。ン按令で、市桜T 平地ベースと桜令、ベースは既存 SR C造柱に P

C鋼体てや定者して L、る 。 クレピスによるピン桜令材は、玖!場での施

工議選をH及I収する書I!材長調主主機構とピン 1 : : 4立て‘ の接合形式によ り耐

Ｒ 占有 ｦ ｉ ｆｊ ＡＱＱ 工事の ｪ 庖工性もｾ Ｎ ｾめている 。 補強プレ ー スの配置を 図 Ｖ に 、

使用された 制 震フ ｯ レ ー スの松腰を 表 Ｓ 仁、 外 部制 ￬ ｾｾ ｬ のプレ ー ス桃 而

の相集要を図 7 に示す。
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i'fi>l tii J! n 庁舎来館のような外十l けプレー スによる骨「点字m強は、今後

「出ながら施工J 可能な一仁法として '1' 低MのJ-'F合 ・校 合 ・灼快勺の

耐誕改修のむ副主』 こ 有力な工法と存えられる 。 外 ＱＮ ｊ け工法は 日 光イ刊 ｾｽｦ 小［

と補強フレームの挙重1降まだ未知な苦1I分も多いが、少しでも l坑イ子イミ

迎絡建築物の両叩訪日強が' _ A 引できるよう努力した L 、と 47えて L 、る 。

写真 9 に、本年 8 月に胞工された「外1. 1け_L法 j のIくT プレー ス

による校舎の冊目訪日強例を示す。

4  

外部補強のプレース構菌

l外付けプレースによる耐震補強

図 7静岡県庁舎東館耐震改修写真 7

主、

主三三三三主

歪言

，____，'  ，......... 

写真 8 ，ー〕

静岡県庁舎

東館

ー デザイン性を

考慮 した

補強プレース

45  

外付け工法による校舎耐震補強

t明11相 i築防災協会先行

( もりた ときお)

写真 9

参考文献

f! i l l 物のリサイクノレJ ，'i1<:&汗 γ- ぷ/1'，)坂-I[f l)

ｦｌｏｃ イ Ｇ Ｗ Ｎｾ ｊ＼ｊ ￎￎｪ コンクリ ー ト ｩｩｅ 処築物 の ｪ￺ ， ｲ ，，Ｇ ， ｢Ａｊ Ｈｪ ｉ ＱＺＧ ｬ ｱ� ｉ ｉ ｊｴ ｊ

静岡県斤舎東舘耐震改修使用部材

前 ｨＩｊｬｾＺ Mi 問1m タレピス

|人l背15補強 4>216 .3X12 4>24J .8x 8  

ブν ース - 4>273. 0x I9 -4>318. 5x I4 

タトl¥i Sll li 'j ;J l 4>241. 8x7 4>267. 4X 6  4>55 

ブν ース - 4>273. 0X I9 -4>318. 5x 14 -4>90 

外部i相li'j ;J l 4>318. 5x 6  4>299. 5x 12 

4> 70 

ノド'v- U -4>318 .5x I3  

表 3



ｾ設備の頁 292 

いまや、食品1m工場にと って、14'- 1際的に推奨されている新しい術

ｉ ｉ Ｂ ｾ 千五 ｧ 法 ｩ ｈ ａ C  C  P  (= Hazard Anal ysi s Criti cal Cont rol 

ｐｯ ｩ ｮｴＺ 危 害 分析竜要告耳 ｉｉｽＮＧｾＩ J 方式の導入は最屯要謝返である 。食

品加工場の ｦ 必長の食ｾ， ｦ［ ｪＮ ｪ ，生 ｬ ｦＮ［Ｚｊ｝ｬ法は、 一 Ｑ ， 土終 ｾｾ ｉ ｗ ｉ のロット ごと のｻ側三

牧片食査に重点が置かれていた。 しかし この手法は、全生対食査では

ないため必ずしも製品の '!i 全性を 100%保証て3 るものではなかっ

た 。 ｈａｃｃｐ は、裂品の製造工程を集 ＧｉＢｴｬ ｾＩ に管理 ｧ し、食品 ＱＡＱￍｾ ゴ 二

の 危 害 ( = 人1mの生命を fif かすような危険) の発生を未然に 防止す

るシステムてや、 言 うなれば、 トヨ夕方式の食品力I I J j t' j) 坂である 。

H A C C Pには、次のような特徴がある 。

(1) 科食品力n工場が、製造する品 1=1や製i邑工程、製造五日境などに合わ

せて自 主 的 に桃染する術 ｌ ｬＺＺ ｬｾＺ 型法てがある 。

Ｈ Ｒ Ｉ 原材料の生産力、ら、製 品 、そして ｬ￯ ［ｊＺＮ キ製品が消費者に ｩ￬Ｇ￭ｩｾ される

までのすべての工程が官: J l IIの対象となる 。

(3) すべての二仁平主について、あらかじめ H A(=  Hazard Analysis  

ｦ 立 主Ｚ分 析Ｉを行い、危 ｾｉ 争 発生を防止するため、きわめて重要な｟｛程

( C C  P  =  Cr iti cal  Control  Poi nt Ｚ 重要管理ｌｴ ， Ｇ ｾＩを特定する 。

(4) C C Pを連続的に苧;;:Jlli するための ))I去を定め、その行旦III勾界をす

べて記録に残す。

製造の安全罰的呆のr . i H処が記録に伐る こと で、 H AC C P L;I:食品1J11

工場にとっての P L対策と も六 われて L、る 。

平成 7.1f の食品術生法の己父_ T[ により、 H AC C Pのjjj[ WJ を4並木と

した「総令 Ｑ 析 を ヒ白坦 ｩｬｬ 製造過程による食品の製造等のノ ｲ ，ｾＡＮｴ， ｭ ｉｊｊ ＳＡ ｊ が導

入され、 JJ 二&tE、乳 ・礼製品、食|央l製品、言李総包装31i 加! 主加熱殺i桁食

品Ｈレトノレト食品Ｉ、ＮＱ，Ｈ｜Ｑ勾ｾＪり製品および清涼餅制点が ＡｾｾＡＮｴ， の対象 品

口とな っている。しかし、 J写生省 1. ; 1: 、対象品目以外の食品川I_[ に対

しでも I-IA C C Pの導入を俄奨している 。

設

備

の

頁

l一般的衛生管理プロク、ラムの実行

いま、食品力11工場で川JIBとなっているのは、 I-I AC C P導入の|狗

従条件、 ＱＯＱ 出 ｚ 管理の基礎 ｴ なる 一 散 ｴ ｬ ｾ ｗｉｔ 生管理 ｕ ｟ プ ロ グラムの鐙備で

ある 。一 般 的特 ￏ ｾ ｴＺ ｴ［Ｚ 迎Ａフ 。 ログラムには 図 Ｑ ( こ示す10明 日が挙げられ

ており、 これらを繋(i 1i lする ことによって製造以境からの危害を防止

しなければ、 H AC C P はその効果をあげる こ とができな L 、。一般

的術乍管理プログラムぞ実行するためには、それぞれの項口に つい

て詐制1I なマ ニュアノレを作成して従事者に遵守させなければならなし、。

→ Ｑ 生ｴｉ ｾｊ￭ＡＱｪ 生管理プログラムを ｴｦＷ Ｗ む ｈａｃｃｐ が要求するものはソ

フト l' i : J l l I であるが、阪11 に示したようなすべての符活FJii買をソフ ト

て対応していくには限芥がある 。特に、施設設(i/riが老朽しているよ

うな食品力11工場では、メンテナンス一つ をとってもそれを行う fj 品 L

者への負担は大きい。 そのため、 H A C C P導入には少なからず、

ハードに よる 助力が必裂となる 。

平 成10年7 f I に「食品の製造過税

の牧 町! のお度化 に|刻する |印 刷117置

法 (= H A CC P支援法)J が胞行

された。 これによ って、 I-I AC C

P導入を前提とする純設設備の整

備に対して、金融 ・税IIl IJ而の支援

ｦ ，Ｇ ｾ出が講じられるようにな っ た 。

ム
一般的衛生管理

/ プログラム¥

1 施設設備の衛生管理 ¥ 

'1従事者の衛生教育 ¥ 

3 施設設備. 纏磁語具の保守点検

4 そ族昆虫の防除 ¥ 

5 使用水の衛生管理 ¥ 

6 排水および廃棄物の衛生管理 ¥ 

7 従事者の衛生管理 ¥ 

8 食晶等の街生的慈眼り級い ¥ 

91製晶の回収プログラム ¥ 

10製晶等の鉱験検査に用いる設備等の保守管理

46 建築と社会 ・l捌 '2

食品工場建設における H A C C P

野田憲司 役谷香里

フードテクノエンジニアリングH矧t 表取締殺 附大林組エンジニアリング本部

I HA C C P導入に望まれる施設

H A CC P導入に望まれる施設 U ま、製造環境からの二次汚染を

防止で. きる、具体的には、 |坊菌 ・防徽 ・|坊1¥・|坊鼠 ・防些等の犬、l策

が胞された胞設である 。 施設 ・ 設備計画の際には、 こ れらの ｾｩｴ 頁を

考慮し、伊l々 の食品工場に適したハードム問えを行う必要がある 。

ハードカ慌は、建築と剖Ji百に大5) IJ する ことができ、さらに長! ! 築は

施設の配置、サニタリーソずーニ ング、サニタリ 一重) J m謀、サニタリ ー

デザインの符計四に、設(j/i j は空気官邸L Jl I * ・排水管: 迎、照明の各

青I@I にまとめる こ とがで忘る 。

図 1

l建築計画におけるハード対策

(1) 施設の配置計画

術 生|二| 問題となるような毘虫、ねずみや土岐等の発生i原を施設外

部からなくし、それらの施設内部への佼入を防J Iニするため、配置計

画lを行う 。!苅|副主? 消布』しやす L、中広迭にするのはもちろんの こと、水

たまりや践咲の発生防止には、舗装、放:z等の打1告が有効である 。

特に緑化する際には、昆虫の好む絵尚三、 iL等を避け、毘止Lの発生や

誘引が少な し、 ｩＧｾ同三を施設の 間口 書 Ｑ Ｑ から Ｑｾ Ｑ￭Ｇして ｴｾ ｾＩＨ［ するこ ｴ が重要で

ある 。 その他原料、製品等の ｴｪｬｾ ，ＧｉＭＧ， 入 Ｑ Ｑ は季節J ! i t I 併の影響を避けた

位置に設置するなどの配慮 も必要である 。

(2) サニタリーゾーニンク計画

食品工場て'1. ; 1 : 消波! な食品を微生物汚染させないために、! h ' i潔J と

「汚染」を区分して、両者の交差による汚染を防止する必要がある 。

通常、原材料や外から搬入される段ボーノレなどは 「汚染J 1: 凡 なさ

れ、加熱した製品など、 これから 包装する製品は「清潔」な物とし

て扱われなくてはならない。 した力 f って、加工場は製品の清浄皮に

令わせて、 図 2 のよう に汚染竹喋区域、準h'i -i潔!11喋 区域、 h'i 潔作業

区域に分けられ、隔世ていもって区分される 。 これは、 F再生省: 裂のソ

フト而においても ［ ｊ ｾ められるレ

べ、ノレが災なることを立l床するの

て、ただ区分するだけでなく、

作業者の意識をH拠包するため、

天井、{ ) ! I 陛、! 末等を色分けする

ことも ill%:!ーである。 図 2

また、水蒸気や熱気が多 ｩ 止に発生する場所、ノドｊ￡ＺＧ多量に ｦ 却 ＱＱ しｾ

ｩｅｬ になる場所は区分し、清浄 ｊ Ｓｦ に令わせた空気 ， ｾｾ［Ｚ迎を行う こ とが望

ましい。

(3) サニタリー動線計画

施 設内に おける{ 定l珂守と物( 製品、!点材料、外 ・内包資材、 }1臼E

物) の動きは、 f!i I : 生管J l l L 仁重要である 。(2)"て。述べたように、治i争! 支

に介わせて |ヌ分した作業区域を 入力rt J・米する こ とは、汚染を拡!¥xす

ることになるため、官・溺! 区域の迷うと ころにw. l ' i 繁に往来するような

人の到蹴H. ; I : 避ける必要がある 。j ) f : j 般などでやむを得ず行き; J とする場

令は、手足i先L、設IJ1Ii を設けるな E の対策が必要である。物の到H以に

ついては、 - ) j j並行である こ とが盟ましく、原材料の搬入から製1Vt

の{新号 . 1.1市I までの過程が交差しな い配置でなくてはならない。 ま

た、縦だ物1. ; 1 : 製品を汚染しい、ような経品をたどって施設外に掛 11' ，

きれなくてはならない。
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(2) 用水・排水管理計画

食 ＯＱＱＧ ， Ｑ 民 ｊｬｬｩ ｩￍｬ￭設で彼われる水は ｩ 先 ｩ 争や仕込み ｉ ｊ ｾａＺ 字に

1!l!J 11され、 11'[般または川桜に原料や製J山と彼触する 。

こ のため Ｑ ｝ＧＨ の品質は ｪ ［�ｪ ｾ Ｑ ミ 官ＧＺｬＧ ｬｩ をする卜ーでＮきわめてｩｊ￬

ｾであり、水道法によるノド質必準に作った、かつ 卜

分なノド批をＱＡ ｬ ，Ｊ合できる設備が Ｚ 必要 となる。配 ， ｾＨｾＧＺは村

長しないよう保 ｩｊｬｩ を行うべきであるし、ヰ ［ＺＱ ノ、 ｊｾ ￆＮる

岡町? についてはt尖i切りとなりやすいので、般，) 1きで

はなく、縦引 きの配I fH する こt ヵ叫ほしい。

また、初水は栄養 ｩ ｆ， ｪ に ［ｩｉ み、昆ＡｬＡＮ、 ｉｾｩ などの絶 Ａｊ ｦ

の発ノ ｉ ｾ 似になり、 ｻｊｉ ソ｝ＧＨ設 ｩｊｩｩ ｩ ｬ と Ｑ ＱＭ本も鼠、見出 などの 似

人経路となる。したがって排ノ 川町 、 桝 、 配ｾｾ［ Ｚなどの

机水設備には防虫、防臥、| 坊f . i !i などのj ; wtj ，ぽ斗t 有

効な処世ぞ施す ことが必要に なる。 ｾｴ 体 的に は、排

水Wi は適切な勾配を ｩｾ ち ｨ Ｇ ｴｨ ，ＺＧ ・ 殺附が平手幼な ・ 構造と

する、初ノ ド官・はピー ク ｉｉｾＧ の排 ＱＱＧ ，に対 ｪ 必 できる＿＿従と

する、 ｴｊ￞ ノド ＱＱ には令制 ・ トラップなどｾ［没けて鼠 ﾭ

U !lJ. 等の以入を防 Ii てする、汚染|天城と J ド汚染区域を

1JI水fT咋て1 ] ' [ 結させない、などの処; ; 町が存えられる 。

(3) 照明計画

ＡＡＨＡｉリ ｩ は製造、 ｨｾＧ ＱＭＮｴｽな・どの作喋をするトーで必ｾＨなＮＧＡＨＡ

! 支を (i '(g!足するために設置するのは、円然の ことである

が、それ以外にも防! l ! . 、 1ni 止し殺l椅などのf: I' I'I -:.i 明E

のためにも設起する。 作坊主I二必要な! ! ( u立としては、

l的見 ・検査エリア 600ノレクス、作業エリア 500ノレク

ス、 その他エ リア 200ノレクスが参考古!t: として争げら

れるが、汚染しやすい場所 o夜来物宝、加 1:機械の

ｈｩｬｩ Ｂｓ［Ｉは汚れｾＱｦＮがわかる 卜 分な Ａ 限度がボめ ｢ れる。

また、 色を志議思するような! !(lIリH.t.採)11 してはならな

2 1 2?|民

間|弓子

⑪ く ｉ ｾ ｉ 守一
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製
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検
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装

仕

上
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冷

調

笠

? に 二〉

jl j  

物 バ リ ア3 11物バリア4

外部同様滴潔作築主主 "竺1里潔作業峨回清潔作業峨

直国防虫‘防鼠Ｎ防底防箇 ｼ 但ｾ防底 防盛
岡l i ] i胃潔1; J . もの け凶盆l清潔1; J . もの

匿彊入荷前室. 出荷前室J 陸 圏房、必要により前室

ドッグシェルヲ一等

(鰍i是車との直結)

物 バ リ ア2

汚染作築l ! i 骨準，胃潔作車壇

菌 防 虫 防 塵 防

清潔芯もの

( 清潔にしたもの)

匿薗前室、 工アー シャワ一等

物 バ リ ア 1

外部∞汚操作業戚

匿ｾ防虫、防鼠防鹿

屋 費 税 し 日 も の

入荷前室‘ 出荷前室

高速シャッタ一等

図 3

人バリア4

準清潔作葉坂田清潔作英綾

田州防塵. 防菌

』服装( 下車服、作軍靴等の設

匝薗扉. 必要により前室

手流い殺菌設備

人バリア3

汚染作業媛同翠清潔作築主主

匿亙付種物除去、防庫、

防虫. 殺菌

阪E自作業服. 作業靴等の

設箇

匡函工アーシャワ一等

手涜い殺菌設備

人バリア2

事務 厚生工リア口汚染作築盟主

直司付着物除去. 防底防虫.

防菌

豊 富 作 鰍 作 業 場 専 用 靴 酷

前室、 工ア シ ャ ワ一等

手洗い殺菌設備

人バリア 1

舛部骨事務厚生工りア

富 防 虫 防 鼠 防 腹

私服、下足

匿盟風除室( 前室)

下足室

実際、食品工場のτIZ而プランを考える 卜では〆ーニ ング HJ s'SJl;f] ー

同が屯ｾなｾぷーになるが、切断 ｕ Ｚ バリアは術彼な ｼ 民Ａ係にあり、 それ

ぞれそ ｬｬ￭ Ｎｾ 出て Ｇｩ￬ ｬｩ 百 ｬ しては十分 な効果はねられない 。 図 Ｓ 、 Ｔ に、弁

当 ・惣朱工場でのソーーニ ング とバリア システムの校式|ヌ|をボす。

(4) サニタリーデザイン計画

施設 制11t ' i には術と主的な. f- . Yt造 ・配置 ・材質がボめ られ、府内i、 I}、JA桂、

天:) 1二などは、壊や食品伐さ、洗浄持| 水等が滞留しにく L 、構造でなく

てはな らな い。 また、治M ' 洗浄殺Wi が行いやすいように、両-17]'( ・

ｾ斉 Ｇｊ ・ 熱性の材質を ｦ 史 ｊｔｉ する 。

L、。

ＡＡｈＢｊｊ 日糾 ｌ ゃ両ｾ線写は川ノド配ｾｾＺとｼ日 ｬ じく ｴ 失点 ｬ りにな

りやすいので、選定、設出には ｩ￬ 二 芯、をｾする 。 Ｉｪ Ｍ ｦｴｬｊ ｩＮ 行 ｩ した場 介で

も食 品 を汚染しないような ｊｬｉ［ むを講 ずる ことも屯ｾて ‘ある 。

- )j 、防止l声明Zのffi 立.'，'，¥t しては、施設の0 ' 1 ' ，人り1 l 1.i佼11¥1に虫を

誘 引しない ようイ エロー ランプとする、施設の適切な Ｎｴ ｾ ｪ ｬ 好に ＱＱ Ｑｬ 止 ､ｲ

･ 設近し、施設外吉 ＱＩ のＧ ，ｇＺ Ｂｾ殺 止 Ｎ ｬ ｲ， ｩ にす［は 虫 を誘 ＧＱＱ するので ｴｐ ， 入 り ＱＱ 付

近 を避けた場所とする、作業のない佼川等は紫外線ランプによる殺

ｉｾￎ を行うこ ｴ をみ臆 する、などが挙けられる。

人の動線とバリアシステム( 弁当・惣菜)図 4

これ らの対策は 、ただ ｢ 包して終わる のではなく、防 ｉ ｾｩ ・ｼ 切徽 ・ ｼ幼

虫 ・|坊J1l .  Ｑ り ｉｊｧ Ｎ ｾＮ ｬＧ ｦ［ の九協に Ｑ Ｍ 有効なも のとなっているかの検討を行う

こと を? 忘れてはな らない。なお、これ らの内等 l. i 、( 十り 日本食品衛

ＧＭＱ ＺＺ 協 会発行の ｲｪ ＺｾￏＧ ｊＮＩＮｊ ￦ｬｕ が参考になる 。

以後に、' ，!j:; に1: 11: 1也と なるのがノ、ード対東のグレードである 。ハー

ド対策のグ、レー ド ( = 製ji:i 以境の充実状i } t ' . ) によりソフト j ，IWは、1' ，

然変わってくる 。泌j j ! 'J なノ、ード点、協: はコストの明JJII になる ー );、 lt

54なハー ド対策は多くのソフト対策を行うことを余儀なくされ、作

業効率のｾ｛ｾ化を ｈｊ くことになる 。 作ｲＺ場に ｩ 並 ｩ したハード対策 ｴ ソフ

ト対策をバランスよく ＧＮｋ ｊｩ 包することが必Ｚｺ［Ｎｾである 。

参考文献 fl"ノ1:* rの総j'l :J;lI.純

1-.111 l' 芸: 食品 1:1:、 42 (10) 32- 41 (1999) 

，fr: ;';-tt二 : JJ flJ II ACC P. 4  (11) 54- 61  (1997) 

神 ｪｃ ＭＱￍｦ リ ｪＺ 防， ｾｩｬ リ ａ 数［［ｴ， V ol. 27 NO.9  

lハード対策とソフト対策のバランス
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かおり)けんじ/ ゃくたにＨの ｴｾＧ

l設備計画におけるハード対策

(1) 空気宙望計函

空気 Ｑ ｾ Ｚ ＱＧｉｌ ｾ ｬｩｩｬ￯ｬ は、衛生的な空 ｉｉｊｊ を｛ｬＧＨ ｾｩｾ . 刻同寺するために行うもの

であり、適切なさを調設備 ・換気 設備を設出してh抗争! 立の倣保、 jill 温

度のｾＺ附をｼヌ ｼ る ことで ある 。 制慨区域て必史的 Ｇ ｗｻｬｬｪｴｾ ｻｩ似 ｬ こ総

保するためには、フ ィノレタ 一等 を設置 してh'W{1な情気をiJ!同行すると

ともに 、主｜ｩ ｲｲｅ を消 ｬ 争 Ｑｾ の Ｂ以 、区域から ｦ 氏い ｼ メ［城へと ｩｾ 持し、逆流さ

せないことがJff 要である 。 これは、汗，'i 判えのilk もおし、区械をー若干の

防Ａ工として、 ｬ 順次 ￬￮Ｇｬ Ｇｩｾ ｬＩ 立 の低い区域へ ｬ ￭ Ｇ ｬ ｬ かつて到五を ド げることに

より Ｂ Ｑ 能 であるが、胞設 ｉ ｽ 、ｬ 力市会 ｦｅ にな らな い よう ｩ ￬ ］Ｎ 立をｾする 。

また、通切な ｩｦ 品ｾＮＱ支計ｼ備するためにはツ同市北Ａｊｉｉ ｩ の前向沼必と

なるが、 ｊ ｊｬｲｲＮ ｾ￺ ， 程な ｅ てＢは、多量の蒸気、非ＡＧｦＺ手が発生するので、 こ

れらを Ｈｩ ＧＨｦ ｕｾ に初 Ｑ ＮＱＧ， て》る換 気設 備の設置も必要となる 。



建築用型枠コンクリートブロック

須藤正雄
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決 ;施工材料の頁

防水

一自生の コンクリ ー 卜ブロックの刻U或は、砂や砂年IJ がロッキングし、

それらを モルタルが接合する こt により成り立っている。結践で述

べたようにf蹴 聞な隙聞が多〈、それらは殆どが主色村Lして存在し、フ

ェイスシェノレを111直してしまうため、防水に対する性能は望めない。

i昆利剤による防水性能も、結局 これらの微細な隙聞に支配されるの

で、あまり効果は待られない。又、製i白l寺にブロックの材料制!I，F，理

矢理詰め込んだり、過剰に7 ) c比 を上げて成型してもブ ロック上端、

下端 ): 1:1:1央部てゆ詰まりにムラができたり、寸法府i度が高砂品に悲く

なったりする 。

これらの問題を解決するために、我が社てはもっとも充忍己手の良

い配令7訴十を行い、 'il! ;U恭勾ー なミキシンクずし正椛な マ シンのIDJ 作

を目続思しながら ユニ ットを成型、チェックする事 により均一で、宙実

な組成を実現して いる。

自筆現象

コンクリ ー ト製品の白撃の起 こる)1即芋 として、 内部 に米有史化のセ

メント j紛 が あ り 、 その音防に水が進入し、尚かつ窃11管 矧4の起

こる i蹴 :111な隙IIJJ により 内部の水酸化 カノレシウムカr7 ) c と共に表部まで

移動する、そ こでヨ 変化炭素と結合し炭酸カルシウムに変化する 。

これらの一連の流れが繰り返されるし コンクリ ー卜 製品はほぼ

100%臼撃する 。カルテV て は 、 制H管 瑚tの起 こるi蹴 11 I な隙間が11

ｴ んど無い為、ｾ佐のと こ ろ臼華宅 ｦｾ ｩｬＮ Ｑ ま起 こ っ ていない 。

カルディ開発にあたり

カノレディは、組手 Ｑｾ 造の素朴な ｬ 床わいを生かしながら、長年にわた

り姥J紗物歩勿Jの竪ヰ牢=さと美しさ毛ぞ制ナ汁{保呆ちあ

組干私f民i作業の省力イ化ヒ と車精l古5度アツプ、 ユニ ット 強度と防水性などの条件

をクリアする ことによ って可能とな った。今後も1 J ! ! L 日企ゃな匠性の

改良、改警を行う青|画てある 。

セメン 卜、i財 H剤等 をパッ ケー ジ化し て現場納 入し、作業を?

＿ニュアノレ 化 する事で、組 ｉ ｾ Ｎ分布、強度などの品質制 倒 求 。 Ｓ mmて。

? 伝来な目地 となるため、日強度てT5い|防水性を発揮する 。

車且積

111枠コンクリ ー 卜ブロ ックとは、ブロックを組手1'1しなが らブロッ

ク(1身が、厚さ 150mmの鉄筋 コンクリ ー 卜の型枠を兼ねる ユニ ッ

トで、基本的には冊I良性に優れた壁式構造を構成する 。 この工 法の

特徴として、木製型炉15を使用せずにコンクリ ー 卜が打設出来、 IJ 見型

作業カキ! 眠い為、隣地 いっぱいの胞工カ司能である 。 また、外気 に触

れない内部 コンクリ ー卜 1.t. II' 性化 しにくいので、耐久性の1" .'" ぃ構造

f本となる 。

l今までの問題点・改良点

充填コンクリート

ヲ乙興コ ンク リ ー 卜 の 流動性、買っｾ性を良好に保つため、テ、、ザ 、 イン

上ユニ ッ ト内部の凹凸制!I，F ，くし、コンクリ ー 卜流動面積を他メ ーカ

一同等品比120%五JJ :Ji 倒呆( 図 1) 。尚かつ流動性を阻害する余分な

パリが 出 ないよう ＱＡ｛Ｑｾ ｾ を ＱＷ ｩ めている 。

目1也

1&、

l型枠コンクリートブロック

施

工

材

料

の

頁

梁主筋

スターラップ

スラブ

取合い

ユニ ント

ユニ ッ 卜の寸法精度 を高める ことにより、 モルタルによる 3mm白

地 胞工が可能とな った。 この ことにより、職人の高い技能を要せず

とも施工が可能とな った。 また施工1.1
1
の掻き落としモノレタノレが殆ど

1!1!そくなり、消? 制乍業の有力イヒができ、椛造的 にも基礎 コンクリ ー卜

と打設 コンクリ ー 卜の定者性が上がってL、る。

結露

5  10  15  20 2521. 5 J O  J 2.5 J5 31. 5 40 31. 5  J 5  32.5 JO 21. 5  25  25 

図 1

』三+一

レ/

カノレディの材質の特性として表而に微*111な

穴があり、 11及水性能を持っている為、E主. 内相

戸羽田!立が上 がる /:1附毘し、下がると放浪する

とし、うr. r-tl :がある( 図 2)0 IlBoj(率データの 5

% 前後の部分での湿度調主主機能があると忠わ

れる 。

設定，皇度 (' C)

区 大

2 0  1  5  1  0  

コンクリート流動面積

25 25 20 15 10 5  

1  0 0  

9 0  

8  0  

7  0  

相 6 0

250  

度 4 0  

%  3 0  

2  0  

1  0  

0  

0  

若草 目地工法

室内湿度 (力J レディ有リ)

室内湿度 ( 力J レディ無し)

。一一也経過時間 ( h  )  

図 2
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防 災 編

意匠設計者のための防災設備の要点困

新ガス消火設備
由上雅章

ヤマトプロテックl

l新ガス消火設備( 八口ン代替ガス系消火設備)

. ハロゲン化物消火設備のE期犬

オソごン層の破壊が地球環岐問題としてクロ ー ズアップされて以来、

各)]" 1師においてさまざまな取り組みがなされ、防災ではハロンij'i 火

薬剤が対象になっています。 モ ン トリオ ーノレ議定書締約国会議の決

議に基づき平成 6年 H J l rl よりハロンの生産等が全廃された こ と

に伴い、わが同では、既存のハ ロゲン化物消火訟tiilll . 機器への1I 1 i 充

及び屯要性の市ぃm途に設置されるハ ロン消火設備等へのハ ロンの

1:!l i . 合のR佐保を区|るため、ハロゲンパンク祈1主tZ信義会が設立され、既

存のハロンの適切 な[n!J[ ) l &び有効所JI1を行っていると ころです。

. ハロシ代替ガス系消火設備

ハロン代干平方、ス系消火薬剤については、物理的|金賀、 ii 'i火性能、

毒性等カ河悶々に当時なっているため、 これらのヵース系消火薬剤のii'i 火

性能及び

j主1 Ｉノ、ロンＨＭｬ［Ｚ符カ、ス系消火設備 ｬｩ 、「げ ￭ｾｍｫ 施行令 ｊ 第 ＳＲ 条の規定による特例

でiZti 丘できる消火設備。

注 2 ) ハロンf U干ガス系i I 'i 火設備を設iEするには、 ;設備ごとに( 財) 11 本消防設

ｦｊｬｉｬＧ｢ＺＺ＿ＭＺ 七ンターの「ガス系ｩｉ Ｇ￭ 火設Ｈｾｉ￬ＢＮＧｩ ［ ， ｬＧｆ ｦｩｦｦｩ 委 ＱＱ 会」の誹Ｈｩ闘を受けなければな

らなL 、。

ガス系消火設備の特徴比較

形態、空 ｉＺ｜ｊ 樹点、設置方法、カ。ス系 ｩｩＧ￭ 火薬剤 ｬ の放 ＯｪＧ ，ｽｽￌ［ム ｾｾ を合めて、

総令的に判断することが必要です。

これらの状況を附え、ヵース系ii'i 火樹首等の適正な設Wl の 附 枕

閃るため、当該pゲス系ij'i 火設備が設置される防火対象物またはその

部分ごとに、カ、ス系m火 設fftil の設置場所のm途、使HJ J形態、空間半F

.f1' i、設置1万去、ガス系ii ' i 火柴沖lのii'i 火性能、毒性、欣l['oJ u去、*f I 来予・

官・里II等について、総千子的な許可l闘が行われています。

・遊圧倒里

ガス系消火設備を設置する| 町r!.Q区l百lには、機密度が米められます。

しかし、 iii 火斉IJ を必要llcAx l['， したJ主治、室内圧力目くなり、 [l}j認r灰

11崎の破壊に至る可能性があることから、 [1万f ; ! . Q区画の故小Ifu-t l l:以上に

室 ｬ 人旺が上手 Ｑ Ｍ しい、ょう、遡正 ＱＱ ト ｝ＱＱ 告 ｉｾ を設置する 必要があります 。

. 消火後の燃焼ガス等の廃棄

ハ ロケV 化沖合rydi 火斉1j 1; J : 、消火の| 校、非! 防相 こより tiIA性のあるフッ

イヒ* 索を発生し、イナー 卜 系 ( イナー ジ、エン、窒素) ii 'i 火:経済IJ にあ

っても燃ｾｾＡ物により ､ｊＧ 陀のある般似的。ス等の発生があります。この

こ とから、消火後に燃j:yE. ガス乍を排気する場令、専J l ]のダクトを設

置するなど排気の際に ｉｭ ｬ 別に ｾｉｾＺ を及ぼさないよう設計することがｾ

求されます。 ( ゆかみ まさあき)

m 11 

イナージェン 3在，tiil 'i 火i設備 F  :¥1- 200 

C O， 

( 1  G - 541) ( 1  G - IOO) (HFC- 227ea) 

H' i火11;tJ! U 議.Q，ii'i :k qE息ii'i 火 負触媒去1J *による il'i 火 ヰE息ii'i 火

人体に対する影響 酸，tg不足による心拍 ・呼吸噌}JII Rまよイリ止による心 trl . 呼吸榊 R主菜i長皮 li 卜分である。 il'j 火ガ C O，の消火 li 宅息であるが、人

〈ガスlEL欣tHによる II: J組〉 ( 特に二酸化成よの作川により IJII 。 スによる影特も全 ( IJI. れい‘ 。 I本には 7 %以上で m ' l : の; 拶特

呼吸数 J(fl) 。人により顕術、めま 人によりJi .ri告白、めまい、 i怒(.'， i且 人体にaj 特のないi良! 主で設備 (イ4党状態になることがある) が

い、必心、彼) J 、聴) J の低 下が )J 、勝 ) Jの低ドが兄られる。 されており、心臓への彩轡も全〈 ＺＱＧ Ｑ る 。 設 ｊｨ 民度で ｬｩ ＧｩＧ， Ｚ ｾｾ ｅ す

凡られる。 ない。 る。

li :文，'1' ，による宅内変化 4且自民兵 4且wu ＱＧ［ｾ ＿ ｾｴ ＮｊＮ 主 時 一 時伐採ィ、 ｈ 4且明日イ;.f. l

liXIl' ，II ，H¥1 60秒以内 60-1.少以|人l 10秒以|人l 60-1.企以 l人l

ガス ｽｩｸ ｬｊ Ｇｯｉ ｬ ［ ｾ のがス ｉｉｕｉ による i1¥' !jl 刻J浜がほとんどないため、日 冷却効果がほとんどないため、 11: 方、スiii が少ないこ t と冷よjl :i)J* I UJ  1-.11はあるが、 実際にw令

暗 ｬ 師へのＩｾ ｾ粋 )J UI -は、 1  m' 、"1たり約 4 トン )J ｕｾ は、 1  m' 、"1たりがJ 4 トン により、 i本-Il' 1s: 化I mL!:' ない。 J M'JJ 栄により(.jo:.fJ ' l変化は小さい。

(;墜圧 11のない場合) にもなる。よって! 主) J ｕｉ Ｍｾｊ￮ ｊｬＺＮ の にもなる。よってII )J UI .防止の よって遊圧 11をつけな〈比、 I UJ

ため、 ｪ 墜 ｬ 王 ｊｉ が必ずｾる。 ため、避11: 円が必ず要る。 トーケ1.は少なt、。'_k;験(1'，)に li l OO ｉＺＧＺｪｾ ￬Ｎ慌 の部屋 には ｪ 墜 ＱＱ Ｚ ＱＱ へ の

聞mA q  以ドのI UJ 変動。 JJ J..rr. がt喝。

避 ｌｉ Ｚ ｉｉ の必ｾ性 約 1- 1. 5 cm' / m'のi盛11: 11 /f(. J  1  - 1. 5c耐/ m' のi控11: 11 が 避11: 11は必要であるが、イナー 川市の剖出以外 li 、避11: 11 I  

がＺ･Ｚ ・ ｾ 必ｾ ト系に比べ小 は不安

カ、ス放 Ｑ ＮｉＧｯｉ ｬ ， ｾ の I  般C Oよ2濃濃-度度

12 .0- 13. 2% 10. 0- 12. 5% 19.4%  12.6- 14. 7%  

3- 4% 0. 02% 0. 03% 30- 40% 

火災H、? の放射 宅 Ａと ‘ガ ｉｊＪｴｾＧ Ｑｴ Ｈ冷却 ｊｾｍｉ ｊＺはな ヨ吉弘効果だけ( 冷却効来はな F M-200は、ハロン1301と|日l線、 可51ゆJ井:;と冷 J:jl 刻J米により il' l火

L、) て、i I 'j火能力は小さL、。ま し、) て、 il'i 火ii E) J が小さ L、。ま 氏側 ｴｫ 症が ｊ 来と冷却 ｊｾＱｊ 決により ｩｬ Ｇ ￭ する 。 イナーシ、エンと Ｑ ， ［Ｑ 段、 長 ｉ ｉＮｾ

た、長II. H ¥J l氏射を行うためi I 'j 火 ｴｾ 、長 ｈ 、 ｈ ｜ｊ放射を行うため消火 火する。 r:¥J l点身「のためイT ＱＱ Ｒ ガスを ＱｾＱ ド

に11午1:¥1 がかかり( 特に A 火 にIIS' r:¥J がかかり( 特に A 火 炎u在触してハロン 1301に比べ するが、イナー ジエンよりは消火

災) 、イ、完令燃焼や、 "f 燃物か 災) 、不完全燃焼や、 "f 燃物か ;¥t.) 6官1のう〉角平カe ス ( フッイlニノド 能力はt : ; L、。C O，の 場介 l主、

らの C Oや有 dEガスの発とt が らの C OやイJ i. lょがスの ?e: . tが ｾ ｭ を発生する 。 Ｑ Ｐ 秒放射 ｬ こす C O，f l体が m t ガスである。

ある。 ある。 ることにより、ｪ［ｬｬＱｬ ［ ｾ Ｇ ｉＺ ｜ｊで消火、分

消火剤に合まれる尚浪 J支の 向平カ‘スの Ｑ ￪Ｇ Ｑ ミ を従ｾのハロン

C O，により呼ロ肢が促進され、火 1301 (30抄欣射) . j ". u主にドげて

災11年に発生する C O、HCI 等の
L、る。

イi ｬＺｾ ガスや慨を多 ｩ 止に吸い込 IJI..(EfI史われている新ガス小、 -ll:i

む危険がある。 IJii 'i火性能が，: ，'J い。

火災により C O，が多 l止に先生す

れば、放射カ、スにt - ; まれる C O，

( 火災 11キはど の消火剤lでも 11 が加わり、トータルの CO，濃度

Ｇ， Ｚｪ Ｇ［Ｈ Ｑ 句 な安全を ｰｭＨｾ するニ ｴ は ｼ羽 で 7 %を超えて '1' ｊｾ＠ ( 不党状

出l主である) 態) を起こす危険がある。

オ〆ン肘敏明係数
。 。 。 。

環波への

場イヒ担1 球i蹴 係 数

0. 08 
。

2050 1. 0  

影響

T E WI・ 1. 5- 2 l  

*  Total  EnvIronment ¥.yarmIng Inpacl 
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日本インシュレーション株式会社

本 社 干556-0014 大阪市浪速区大国トト6

(新大国ピJ レ)

TEL.06-6633-7322代表 FAX.06-6643- 7  480 

東京本部 干104-0033 東京都中央区新川ト 14-5

(金盃第三ピル)

TEL. 03-3553-2103代表 FAX.03-3553-5777

夕、ンネットライト- II フネン

型枠兼用断熱材

234 新建材の頁

規格

スラブ型特

製品の構成と規格

製品構造

/ ( 腕 前 側 柑

協勿 努務 後ｾ

図 1

型枠制 11断烈財を用いるよ法1;J:.、 l却剤耐が令A地』枠を兼ねるため

型炉l坊主l ! て込みが一度て済むとともに、型枠|皇陛部材の撤去も少な

くなり、工程の省力化工JOI の倒i I カ可能である。また、近年地球

政均:'WIJJ 辺が大きく取り上げられる 111
、千子板の1i 8 有量を削減できるの

で熱川 ｦｦＴ 本刷新ｾにもつながり ｅＳＱ 境保全にも苅臥て、きる 。

与占t U二ili されている型枠兼J l J 断観樹としては、破盟主ポリウレタン

フォームな E の有機系の製品があるが、 j糾妾やカ、、ス切断i I 寺などの火

イEによる火災を誘発しやすいとともに、火災H寺の燥や有毒方、スの発

生による人身事故も生じている 。 この織なことから、防火性や断熱

性の優れた経訟の ｾＡｉ ，ｾ括協、型 ｴ 判長ｊｉＱ断非 ｍｾ の ｉ ｊ ｦＮ ｊ 発が望まれてきた 。

lはじめに

セパレタ

。50x2_ ワッシャー

底型枠壁け植木

断 簡 材 用 コ ン

ダンネットライト E フネン

断嗣型枠

l型枠材 ・断熱材 ・防火材としての要求性能

(1) 防火材 としての性能

火災時のi邸佐安全性制削除するためには、断裂財力涜劫Eせず、さ

らに煙 ・有毒方、スなどを発生させないことが必要で、ある。 これ らの

条件に対して、有機系材料は不適切であり!II4樹t料を基鍛とした材

料にて防火性( 不燃性) を佐保している。

(2) 断熱材およひ型枠材としての性能

凶常! 則としては断勲性能“ l i ; 昔日立) 、| 肋ド性、仕上け施工法など、

型村引としては強度な E の椛込安全性、寸法安定性、骨休性、 1札仁

性、礼司荷主性な E が要求される。

これら の諸性能を有する型枠兼J l J断裂刷はfi 0阿専られていなかっ

たが、今同ｾ空機系材料に色々工夫を加える こ とで防耐火性、断熱性、

4創立などの性能を石'(if保している。

新

建

材

の

頁

禍渇: t
セパレタ

ダンネ! ノトライト E フネン 断鼎型枠

性能 Ili. 位 特性{ 也( : Aillll 自立) illl 以E ) i i-l ;

j平さ mm 25 

密 度 kg/ m'  ( g / cm') 223 (0 .223)  ] IS  A  9510 

日紡日虫色 N/ 耐 l. 09 ]I S  A  9511 

1111げ破I賓荷重 N  

絶乾 472 

ＲＴＱＱ ［ ｾ Ｇ ｊｬ日以ｩｊｾ後 ＲＸＸ ] I S A  9510 

1111げ強さ N/ 耐

絶吃 3. 02

2411，H i J 反抗後 l. 84 ] I S A  9510 

Ｑ Ｑ 担げ ｾｉｩｩ 性率 N/ 耐 507. 8 ]I S  A  9510 

接. j ' }強度 按 Ｎ ｦｩＧ性 ｉｾ 良好 Ｈ ケイカ ル府

コン タPート N/ 耐 で ｉｾ ( 離) ]I S  A  1613  

及び GL ポンド は〈離強度0.07

本ねじ ｦｾ 持 Ｉｊ N  41  JI S  A  5908 

熱伝導率 W/m'k( 平均温度20'C) 0. 044 JI S  A  1412  

透水性 透ノド無し ]I S  A  5430 

透 ｩｾｴＮ 係数 ng/ { m" s . Pa)  37.5 JI S  A  1324 

日及水性 g/ l OOcm'  5. 3 ]I S  A  9511 

【 防火性 ィー燃材料不健( 偶) 第12040号建設折告示都1828¥;

壁型枠の構成方法

ダンネ ッ トライト - l l フネンの基本性能

図 2

レベラー

表 1

l夕、ンネットライト- l l フネンの基本構成と特徴

本171の基本隣成を図 1 ，こ示す。ーし材には不燃性および断熱性能を

祈するけい酸カノレシウム板をrl! t 、た桃成 とすると ともに、コ ンクリ

ー卜打設Ｑｉｾおよび雨水など の ｬ 吸水による断熱性能の低下を ｼ 紡ぐため、

けい般カノレシウム板の両市に|坊水性の而材全張り合わせている。

コンクリ ー卜打設而には、ノドのi公透を|りJ ぐとともに、コンクリー

トのイ、"ポ4 性を良くするため|坊水 ・|坊泊i性を有する加工紙を月Jt 、てい

る。1.1:J :.1f百Hこは型枠材として十分な強度封筒寺し、 コンクリー 卜

打加l寺にセパ穴などから i長入した水分を1.1: ..1ム而から放湿させ、. . l J ，つ

イI:J J f u而からの此l] ' c を防止できる|リJ水性能を備えた補強紙を月 1，、て

いる 。 本 ＱＱｦｬ の基本性能を 表 Ｑ に、ｊＡＮｴ型枠の ｦｩＢＧｾ 成方法を 図 Ｒ に示す 。

また本H日発品は、建物の図而をもとに工場で割付け ・加工を行い

引場へ1RV-.. する体制をf ，' ( 1 i l l しているため、現場加工の手間の省略と

ｊｩ ｋ 材を故小 ｉｾ 艮にすること力市ｔｦ ￬ｾ である 。

趨ｾと社会 ・ ＱＹＹＹＮＱＲ

壁のiJ，; 千干のイ: u げは、打ち込まれたダンオ、ッ トライト ー II フヰ、ン

の卜ーに、 GL工法で石71ボ.ート:' 1. . l : J 二げを恕定しているが、 f上上げの

グレードによっては、下地調主主の上塗装やクロスイ土」二げすることも

可能である。特に、駐車場 ・階段室 ・エレベータ樹成主の上階スラ

プ災等の、断熱性 ・不燃性が要求される部位には、 1宿直な材料がて‘

あり、今後の展開力測l待できる 。 (猪野達雄/ 建材委員)

l今後の展開
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講 演 会 ・設 計 者 の た め の 写 真 術 / 吉 村 行 雄

「北欧の近代建築を例に写真を語る」

金.

d ヨ砂

匁
円E P OR T 日本建築協会事業委員会

千成 W f- 9 f l 29日、 [1 ;本主主築協会サロンで、講師に一級建築 |二、

主主築Ｚ与Ｎｾｾ家である吉村行総 ・ 竹 ｉｊｉ ｕ 仇可広報謀長を迎えて、講 Ｑ 員会

がi附 |三重治 ・EI 木建築↑ hl ，会事業委11の司会により実胞されました。

参加 l1"iは委l J . も含め 50名を超え、熱心に聴講していたfごき、講演の

あとの賀川も多数出され、 ｼ 羽会の ｲ 定を延長し、質抱 ｪｾ Ｚ答のやりと

りがありました。

まず司会名より、建築 Ｑ］ ｦ Ｍｊ ミーを ｪ 必じて Ｑ Ｑ 本企ｾ築協会の会員の新し ｴ 、

交流の場として、本講i災会が設定できないかいづ趣旨説明があり

ました。 その趣旨にJ l IJ り、本論ui-i会のさらなる発展を期待している

行の話があり、次回の企画への参加の呼びかけもされ、そのな向を

倣 ｾｦｬＮ しました。

総i J ii会の前半は設計す; のための: 引'J;1i r'f の概裂を述べ、後半lま相玖;

の近代主I ! 築のう ち、スウェーデン及びテ。ンマ ークの建築がスライド

により相介されました。

;. 

ストックホルム市斤舎

設計/ Ragnar Ostberg 

A ミニ三脚を使ってtIa!拶

刃

m
刀

O

刃

↓

スト y クホルム di J i '合

寸フソレーホールを lり111青

差を意識してtl a首長

| 写真 の 見 方 、 撮 仇 使 い 方

ａ Ｎ ヤ コ ブ セ ンのオ ー フス ､ ｩｊ ｩ ｾ ｾ 今、ノレ ー ドブレ市庁合、 ｰ ， v ヤン

セン ・クリントのグノレン トヴィ記念: 教会' ながそれぞれ、スライドに

より紹介され ま した 。 こ れらはすべて、吉 村 行ｴＺｦ低が往築ￏｪＺｊＧ ｾ Ｎとし

て 捌;診されたものです。

氏の持っておられる与以1JI'f のすべてを駆使 して、二山款の.il 引に! &築

のすぐれた ｴ こ ろ、 氏 が感動されたと こ ろを光と空 Ａ 日 ｪ を芯［識して打 ｉ ｾ

Ｉｪｾ されたものです。

| 写 真 撮 影 、 疑 問 の数 々

講演のあとの質問の I HんE が'IJ'辺'J. :1f. fに集1' 1-' し、写真機、テV ジ

タノレカメラ、レンズ、フ ー ド呼のハードに|刻する質問と、広1(1や噌

迷レンズ‘ の使L、わけ、 シャッタ ースピー ドの設定のし方、 IJJII 併老の

ある 2却 樹15法、樹立の嗣IW;¥'H¥I 、オ ー トフォ ーカス ( AF ) の使

いj71手のソフ トに|刻する賀川があり、市十I行t紅t からはそれぞれの

質Ii ｾｬ に対していねいに符えていただきました 。

1判、l' uMμ 壬によれば、写其は! & 築家にと って欠く ことの出来ない

イ子イEであり、移動が到底不可能な! & 築作品を知|らせるメデ、ィアとし

て、 117今東内の名建築を話相の参考にするためのツーノレとして、あ

るいはプレセーンテーションのためのぷ引手段として、重要な{ 立E丘小l

けにあると 言っ ておられます。

'JJ弘正術lま、写真の見方、破り )i 、使い ) i の三つ に分類すると分か

りやすいという ことであります。

'JJ其 1J. - J 倒一会であると; 常に百i われており、その観点からみれば、

主主築' 写真もシャッタ ーチャンスがあり、" お￥家に感動を与えたl瞬liJl、

それをのがさず に 搬る こ とが ｭｾＨ です 。被写 体の建築のすべてを知 ｬ

り、旦 Ｑ Ｑ 併する こ ｴ 、さらにＡＦ築における光と宅 ｉ ＺＺｈ ｟ＢＧ ￬ｪｉｾＨ こ ＷＳ 識しなが

らJi Jil ;援する ことであります。

建築いづ 三 次元の世界そ 二 次兄の ｼ 世 界 に置換するのは写兵の行 ｉｾ

b診であるし、建築設言|凶とし、うのは二次兄(I( Jなぷ現て三次元の対象

をぷ引する ことでもあります。建築をi4 > = ! 検するというのは移動によ

る 三 次元の空 Ｑ ｭ の 把 慢であり、 Ｇｉ Ｎ￭ ｾＧＮＨ Ｍ ｉ ｊＮ移 動 の ＱＱ 兵 ｈ ｜ｊ 、瞬 ｈｊｉ を区切り、

それらを二次元で見せるものであります。: 与与与を撮って いることの

メリッ トとしては、光に夫、I し敏感になる ことではな いか、写其は光

で‘ ，N，'i< ぷ綿花、あります。

カメラを椛 えるとき、! & 築の場介、ノド、1>:( こ村1. えて、または垂直も

町議し、写し込な ことが大Zj'; てあります。手振t明 兵 のIIJi JJ :九段と

して、 三!闘lやミ ニ三脚が役立っています。特に、望遠レンズ、や! よタ!

レンズを使うとき、効果があります。 そしてインテリアの兄よげや

アトリウムの見上げを見るときには床にカメラ守遣いて織る加去が

あります。 インテリアを織るときは、 lリl町議があるので露出をき っ

ちり決める必要があります。写兵家へ脳; 診を? 依頼する t きには、 li ii

もって、 主旨を lりTfirfi に伝 λ 、 ，'[ ち会う ことが必要です。

| 北 欧 建 築 の 光 と 空 間 を 写 す
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( せ t がわ

19991
Jo 9 月2911UI) 18・30- 2 J : l O

r J 本位築協会

42人

t き

t 二ろ

参加lお

スウェ ー テーンの近ＨＭｾ築てＧｉｊＮ、 ｇ Ｎ アスフ勺レンドのストックホノレ

ム ､ｩ 立 ｼ ヌ ｼ 古館、シオ 、 マ ・ スカンディア、会の号制Ｇｾｾ［ｴｪ、イェティボゲ

ｪ 氏、 Ｑｾｉｊￎ ＩｪＭ (WI 築)、 ]. Iziko witz のイェティボ、リ ・オペラ、ラグナノレ ・

エストベリのストックホノレム dl) 1 ' 合が、デンマ ークの近代建築て. は、



[ お知らせ]

n f o r ma l i o n  

「土木造形家のデザインJ 展ーギヤルリ一・タイセイー 実験集合住宅 i NEXT2l J 一般公開

高度経済成長期に流れが断ち切られ方向 1を見失った

日本の土木デザイン、失われた風景への眼差しがいま、

「土木造形家= エンジニア ・アーキテクト j という言

葉とともに見直されつつある。

一般にはあまり姿が見えてこなかった土木造形家の世

界を、写真や図面、模型、 VT R など豊富な資料で展示

しようと、「景観デザイン研究会( 会長・篠原修東京大

学大学院教授) J の企画で、ギャルリー・タイセイを会

場に展覧会が聞かれる。入場無事十。

会期 1999年11月29日伺ト2000年 2 月25日幽

土日祝日、 12月28日ωト| 月 4 日ωは休み

10 :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 

会場ギャルリー ・タイセイ T E L  03- 538 卜5510

新宿区西新宿ト25- 1 新宿センタービル 17階

展示テーマ「国土へのおさまり J

土木独特の形を切り口として、土木デザインの

i NEXT2 1 J は大阪ガスの実験集合住5宅てに実際に社員

が入居し、住居や住環境及び様々な設備機器に対する

評価を 1994年より 5 年間実施してきた。また、 51型集

合住宅という建築的特徴を生かした、集合住宅におけ

る住戸改修実験や、高齢社会に対応する住宅、今後の

都市住宅におけるエネルギーシステムの提案も行って

いる。

この NEXT21の第 2 期居住実験に先駆けて、来年| 月

下旬から約| 力月間、 NEXT21が一一般公開される。

千葉都市モノレール栄橋横断橋 期間 2000年 1 月24日開ト 2 月29日ω

視点、とその罫見を、 4 つのカテゴリーに分乳 土日祝日を除く

( 1)天( スケール、問) 一小田原ブルーウェイ橋 時間 I El 3 回( 各回30名) に分けて、案内と説明。

、牛深ハイヤ大橋なと・ ① 1  0  :  ｏｏｾ＠ 1  1  :  30 ② 13:  ＳＰｾＱＵ ・ ＰＰ

(2)水( 環掛金、防災) ー阿武隈川、中筋川橋 ③ ＱＵ ・ ＳＰｾＱＷＺ 00 

(3)人( 市民、利用者) ー郡上八幡 ・新橋など 場所 NEXT21 ( 大阪市天王寺区清水谷町6-16)

(4)時( 永続性 ・時の技術) ー鹿児島港、門司港 申込大阪ガス脚営業技術部 NEXT21 プロ ジェク卜

土佐・物部村神々のかたち一I NAX ギャラリー大阪一

TEL  06- 6766- 3688 

平家の落人が住み着いたと伝えられる高知県香美郡物

部村( ものべそん) では、神仏j昆j肴の「いぎなぎ流J

が信仰されてきた。

この「いぎなぎ;mJ の祭儀のときは、和紙を切って御

幣をつくり、神格の像として肥るカえその御幣の数は

20仮設真以上も伝承されている。

日月 祭の幣

右から、日待ちの

幣、水天宮の幣、

月待ちの幣。日月

祭は現在、いさ「な

ぎ流て最も盛大に

行われる儀礼で、

それぞれ旧麿のそ

の月の出を祭り、

合わせてお日械も

拝む

製作中山謝ム

( 太夫)

撮 影 瀬 戸 正 人

平成 11年 3 月の「日月祭J ( にちげっさい) を訪れた「い

さ'なぎ流J の研究者や作家、写真家カ鳴った神秘的な

体事責記事を目にしたところから、企画が始まったとい

う。会場には 100種類の御幣と、神楽舞に被る五色の綾

笠、ヰ胎: の弓などを展示し、柿容の場が再現される。

入場無料。

・展覧会

会期 ＱＹＹＹ 年 ＱＲ 月 Ｙ 日 附 ｾＲＰ ＰＰ 年 Ｒ 月 ＱＸ 日 樹

10 Ｚ ∞ ｾＱＸ 目 。。

毎週水曜日休館、 ＱＲ 月 ＲＹ 日 ｾｉ 月 Ｕ 日休み

会場 I NAX 大阪ショールーム 2 階

大阪市西区幸肺TI ー7-1 TEL06- 6539- 3518 

・講寅会「い5 なぎ流とは何かj

講師小松和彦氏( 国際日本文化研究センタ 一朝受)

日時 2000年 1 月21 日倒 18 :  ＳＰｾＲＰＺ＠ 00 

釦暴 I NAX 大阪ショ ールーム 8 階会議室

予 約 電 話 か FAX で I NAX ギャラリー (TEL06- 6539-

351 8.. FAX06- 6539- 3521) へ。

参 加 無 料

道頓堀・中座の保全・活用を要望- 歴史的景観研究会一

「ガーデンデザイン講座j 開講

ガーデン( 庭) を居住空間の一部と考え、十対直で豊かな

空間のっくり方と考え方をネi: 講座が、大阪ガスイン

テリアデザインスクールて企画され、 2000年早今に開

講される。

・開講日と内容メ毎盟水曜日全 5 回・18 : ＴＵｾＲＱ＠ :  05 

1 月26日 慌命・若手見方法の練習

2 月 2 日 造園計画の実例紹介 ・プランニンク百疎習

2 月 9 日 繁材あれこれ ・簡単な造園計画実習

2 月16日 ガーデンデザイン演習①住宅

2月23日 演 習 ⑫ 開 & プレゼンテーション

・講師/ 大隈綾子氏( 緑のある空間研究所代表) →守

中工務広言語博陪経て、独立。一級造園施工宮里技師

・会場/ 大阪ガスインテリアデザインスクール教室

( 大阪市中央区備後町3- 6- 1 4備後町オークピル 6 F )  

・定員/ 3 0名( 定員になり次第締め切り)

・授業料/ 35000円。抱込み) ー講義初日支払いー

・申込/ 大阪ガスインテリアデザインスクール事務局

(TEL06- 6262- 4089、FAX06- 6262- 7202)  

公開講座 『泉州の今昔 ILJ

江戸時代から芝居小屋として親しまれた大F応益額掘の 3357) は、 11 月4 目、大阪府知事と文化庁長官に保全・ 桃山学院大学の総合講座でlはま、大阪の

中座働カが〈、この|川0月末で約3お50年の歴史に幕を下ろした。 ; 活舌用の要望書を出した。 近代建築の話を→宣公開する。

かつての「道頓堀五座J ( 中座、角座、浪花座、旧 ・朝 *  テーマ 「泉州| の近代建築ーよみがえる、消えていく

日l室、弁天座) はすべて姿を消すことになる。 [ 名 称 ] 部 賊 ・中座 明治 ・大正 ・昭和戦前の建築- J

1945年 3 月の大阪大空襲て焼失した五座の中でいち [ 所在地] 大阪市中央区部買堀 講 師 明 治 建 築 研 究 会 代 表 ・柴田正己氏

早〈再建された現在の中座では上方歌舞伎、やがてニ [ 建築年] 昭和22年 12月竣工 場 所 桃 山 学 院 大 学 3- 310紘室

代目渋谷天然蔵山寛美を中心とする「樹慨喜劇u (オープン同 23年 l 月) 大阪府和泉市まなひE予|ー|

が上j寅され、庶民の人気を集めた。 白宣言情] 木村祖 泉北高速 ・和泉中姑R下車

この中座を登録文化財クラスの現代建築と割面して、 [ 構造] 鉄骨鉄筋コンクリート造 日 時 1999年12月17日幽 13: 2ト 14: 50 

歴史的景観研究会( 堺市土塔町 16 1、TEL0722- 36- [ 様式] 現代和風 連絡先 TEL 0722- 36- 3357 
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第10回松井源吾賞募集

優れた建築構造詣十を行った建築概童話博を対象に

贈られる「松井; 原吾賞」への応募; 受付が始まった。

対象 1999年 1ｾＱＲ 月に雑誌等に発表された完成作

品、または応募作品

応 募 写 真 ( 10枚以内) 、図面( 川枚以内) 、説明文( 1000 

字f! V支) を、 2000年 2 月 10日( 木) までに、松井

; 原吾賞運営事務局( 干 113- 850 1東京都文京区湯

島2- 3 1-2、新建築社内、 TEL03- 381 卜7101)

へ。発表は 2000年 6 月 3 日( 土) 。

e今、

松井源吾賞 2 名( 賞: J : 息賞状、賞金)

選考青木繁、内井昭蔵菊怖青訓、草場基成、佐今

木睦朗の 5委員

問い合わせは、松井源吾記念会i斡 所 ( TEL03引 07-

9443 ・田中) へ。

久保清一氏に「アルカシア建築賞J

アジア 16カ国の建築家協会によって構成されるアジ

ア建築家評議会( アルカシア) フォーラム| 肋韓国の

ソウルで関かれ、 A • 1カテゴリー( 住宅部門) で建

築家 ・久f呆清一氏が「蜜柑花の家J でアルカシア建築

賞ゴールドメダルを、日本人としては初めて受賞した。

この貸は、アジアの建築環境の水準を上げることに努

め、アジアてち舌躍する建築家の模範となる作品を奨励

するために創設されたもので、今回で 5 回目となる。

この B • 3 カテゴリー( 公共的施設部門) では、栗生

明氏が「コアやまくにj てイ釘乍に入選している。

久 保 清一 ((1ませいいち)

1953 静岡県生まれ

1977 大阪芸事『が洋卒業

1981 ミラノ工科大学建築学部

AC修了

グレゴッティ・アソシェイツ

裁筋

1984 鮒 ア J レキ ビ総合計画

都 辰 也

1993 大阪芸引r r x. 学E土曜対費

蜜柑花の家

i nfor mat i on 

第10回工ス・パイ・工ル住宅設計コンペ「小堀遠州の家j

5宣言土建築エンジニアリング、デザイン、美体調係者

を対象としたエス ・パイ ・エj レイ主ヲ宅設計コンペの 10回

目のテーマは「小堀遠州の家j 。

小堀遠j'I'1守政ーは武人にして茶人。 1579年に生まれ、

1647年に没した。古田織部に茶を学び、求心の極をき

わめた千利久の茶道を、絡麗さひ， ( k l ? : さぴ) を創案し

て多くの人4 が楽しめる茶道へと開放した。

作事奉行や伏見奉行を務めた遠州、金: t - t ! l f l J ei ¥窓J 常と庭

園あるいは孤遥庵亡笠の問と庭園づくりに虐u意をふる

う遠州、ひとり茶を楽しむ遠州、様々な顔を見せる小

堀遠州、| が現代に生きるとしたら、どこに、どのような

家に住むのだろう力、

応募登録 2000年 3 月 13日(月)当日消印有効。

ただし、圏外居イ主者は登録不要。

提出図面平面図、配置図、立函図、断面図及び透視

図( 模型・写真可) 、その他誌博図を表現

する図面及び4∞字以内の説明文。

中判ケント紙または厚紙 ( 600X 84伽 m) 1  

枚に上記内容を収める。青焼き、主健在、墨

入れ、着色写真貼付、 CADなど表現は自

由。パネル化は不可。

作品提出 初日日年 4 月 12日ωまでに、応義針乍品裏面に

登録票を貼付して持参または郵送。

登録 ・応募 勝訴庁建築社「第 10回エス ・パイ ・エル住宅設

計コンペJ 係 ( TEL03- 381 卜 7101、東京都

文京区湯島2- 31- 2 干 113-8501)

審 査 員 出 江 寛 氏 ( 出 江 建 築 事 務 所 ) 委員長

妹島和世氏 ω未島和世建築E宣言十事務所)

内藤康氏( 内藤康建築設計事務所)

早川邦彦氏( 早川邦彦建期汗究室)

村上徹氏( 村上徹建築設計事務所)

中島昭午民( ヱス・パイ ・工1Iイ七表取繍覧会長)

賞 金大賞| 点、 100万円、審査員賞 6 点各30万円、

f圭作 5点各 5万円

J - SaPa 施設デザインコンペ~高速道路のサービス施設~公募

L輸董路サー ビス樹湾 ( J - SaPa) は、建築・デザインを

ネ; : 学生や建築に興味のある一般の入荷を対象とした

i  J - SaPa 施設デザインコンペティションJ を開催。

課題 rOasi sJ  ｾ高速道路のサービス掘没ｾ

条件①エリアの建物を対象とする( 休憩所、レスト

ラン、ショッピングコ ーナーほカ¥各自が必要

とするサービスを提供する建物)

告漣築面積 1000m' 以内( 蜘也は下図参照)

300m 

， ｾ ＭーーーーーーーーーーーＭ ー ，

敷地

駐車場

ーー ーーーーーーーーー ーーー 高 速 道 路 ー ーーー ーーーー ーーーー ーー

敷地参考図

@ 漂観については自由 C鉱山、高原、都市等)

④ J - SaPa の建物であることがわかるように

審査内醸成氏( 内膜廃建築設計事務所代表) / 青島裕

之氏( 青島裕之建築詰世代表) / 前閏勇氏( 立

教大学観光学部事対受) / 山谷えり子氏( サンケイ

リビンタ噺聞編集長) / 斎緩康芳氏側道路サー

ビス機構副理事長)

賞 金 最 優 秀 賞 l 点30万円、優秀賞 2 点各 10万円、佳

作 4 点各 5 万円

締切 2000年 l 月 17日伺L 郵送は当日消印有効。

作品 A  2 判ケント紙あるいはそれに類する厚紙 l 枚

に収める。CAD、鉛筆、墨入れ、着色写真貼付

など若手見方法は自由。ディスクでの応募司、可。

応募作品裏面には恒斤・氏名 ・電話番号等を明

記した紙片を;35イ寸。

応 募 側 建 報 社 J - SaPa 係 ( 干 113- 0034 東京都文京

匹易島2引 -8、TEL03引 18- 1961)

「工コプ口夕、クツ1999J-- クリーンコンシューマーを育てるために~

「エコプロダクツ= 士也王将穀寛に配慮した製品J の普及 入場無料

を推進するため、通産省が企画した展示会が聞かれる。 展示家電自動車から文房具オフィス用品まで、

会期 Ｑ ＹＹ Ｙ 年 ＱＲ 月 ＱＰ 日働 ｾ ＱＲ 日Ｈ日 Ｉ ＱＰ ・∞ ｾＱＷ Ｚ 00 エコプロダクツを紹介。円見代の鋳掛屋さんJ r工

会場 東京ヒ' ッグサイト東展示場 ( 4 、 5 ホール) 房もりもり」などのアトラクションも。

「アーバン・デザイン2000J r建築・建材展2000J 同時開催

景観パーツ ・材料などのハード情報と各地の街づくり 主催で同時開催される。

の事例などソフト情報を集めた「アーノTン ・デザイン 会 期 2000年 2 月29 日伏ト 3 月 3 日幽 4 日間

2000J と、商業括支や文化 ・公共施設を中心に街づく ＱＰ ・ ＰＰｾＱＷ Ｚ 00 ( 最終日は 16 : 30まで)

りに必要な闇オ、設備、工法、ツール、ソフトを一堂 会場東京国際展示場「東京ビッグサイト」

に集めた「建築 ・掛オ展2000J が、日本経潮服組の 入場料 1500円( 同時開催の展示会と共通)
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恒成ー訓氏を偲ぶ、

挫築家

清家 j青

恒成一司11氏

'1由主ぬんとのイ、l' き令いは、東京よ業大学 ・建築特打、机を並ぺた

のが始まりていした。ゅうに半世紀を越えています。 ここで、は、改ま

って' 恒成さんとお呼びしましたが、二人の間では「つねゃんJ 或い

は「かずゃん」と呼ぶ仲でした。

' 間的んは、東京高等工芸学f ; 校 ・工 業 凶 新ヰから東京工業大学主! r

築不| へ進まれ、 HB5f n19年には、大学院のt . ' NJIJ 研究生となった秀才で

した。

私 l i l S年に東工大を繰り上げ卒業、海軍へ入隊。! 被後は追放令G

I頁に該当。 その1111、足踏みし、助手 ( 3 級教伝) に任官したのは23

年の 6凡でした。恒成さんは、私よりも 2歳年下なのに、先を歩い

ていました。

ともに建築に対する基本的な考え方が一致していたのか、気の介

う友でした 。 それは「設計とか企 ｾｬ￯ ｬ い、うコトパは、文字通り図ｩｬ￬ｉ ｬ

であり図案である」ということに繋がります。私が卒業した芸大の

建築判 Ｔ は、大正 ＱＲ 年に図書訴 ｾ ｉ が分自 ｉｉ ｾ して山来たものです 。

そのうえ、あなたと私は、大阪とや1
1戸の泣いはありますが、 とも

に生まれも育ちも関問。阪キ11
1
言葉で云うなら、「ごちゃごちゃいわん

でも、わカ、っとんやんか。J で通じる友でした。

一司11、和子夫妻の結婚は、 k焔:'，1示}百?人伊il芹昨郎民のイ付1

の編集長、 j川111間旧日l 長代さんと私とててで、帆:‘¥、 インテリア斜雑h誌「室内j のスタ

ツフfだだごご、つた手和n子さん 3を? 引き令わせfたJ のがご縁となつたのてでやす。

先 n、手n子さんから戴いた手紙に「生前は選り好みし過ぎて 『パ

パj をつかんだ、と憎まれ口をたたいておりましたが、亡くなる 2 - 3

ヶ月前から、 『かあさんに山会えてよカ 3 った、ありがとう 。迷惑のか

けすぎや 』 と繰り返し ｉｾｬ しておりました 。二 分間の見合いで始まっ

た、私たちの人生劇も、ついに拡がおりましたJ しご家族は、 -

ｾ ｾ立砲の 息 子さんとの三 人 。 両家家族ぐるみの付き合いは、今も献し、

ています。

彼 ｬ ［［ｴ大学院では防災の材 ｕ 戒凹辺主 ｆＮ 学 ｴ ｾ ｩｊＮ士のもとで都市計画を専攻

され、卒業後は戦災復興院のl属託として東京、新潟、長岡などの復

興にあたっていました 。 ところカ司Ａ＿＿手 ＱＱＲＵＱ ｦＭＮｬＩ＿ｾ父の急逝により、大ｼ仮

へ帰省、家業の'1白戎スタジオを継がれました。二| ヒ浜の老舗街にある

赤レンカゃのユニークな建物でした。

姉上の IZt)J があった t はL、ぇ、志半ばにして、家業を継がぎ、るを

得なヵ、った、彼の胸のうちを察するに偲びがたいものがあります。

しかし、彼は写兵でも頭角を顕わ し、 日本の伝t劫ワな建築 ・茶室、

数寄屋、書院、庭など数々の写真集を山版。私の作品や著書をはじ

め、大| 坂万問のときのスイス館、凶述館、私の設計した九州、| 工大( 1 日

明 治 朝11:1学校、尊父の出身校) 、その他数えきれない程、建物の写: A
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を蹴って裁きました。私に t って、彼は、建築の本質密知っていた

かけがえのないカメラマンでした。都市デザイナー としても、新し

い大阪の都市計画に委員と して参画しています。 また、大阪芸神わた

学、市立デザ、イン研宮田庁等の講師として後進の育成にもっとめてい

ます。

こう中しますしいかにも彼は、仕事人間のように忠われるかも

知れませんが、趣味は多彩で¥ゴノレフ、音楽、読書、なかでも、ゴ

ルフはシングノレの腕前で、ホーノレ イワン 6 匝! という記録の持主です。

シヤイな彼は“ ゴツレフの令聞に仕事やって んのや" な E とうそ ぶ L、

ていましたが、何事にも、極めない t 気のすまない、彼ならではの

精巣でしょう。彼にし、わせれば、写兵も「趣味ゃJ ぃ、うかもしれ

ません。

今、五十余年に亘るあなたとの交遊を、思い浮かべています。 二

歳も若いあなたにまたまた先を越されてしまいましたが、あなたは、

永劫に私の心に生きるよきライノカレてP す。

(せ L 、け きよし)

恒 j友一訓1 ( つねなり かずのり) 氏 '1' 1&:1111'- 8  Jl 1811 逝 1; ( 学年80，滋)

大 l正9 ｾｐＷ月 ＲＶ ＱＱＧ Ｑ 二まれ

学歴

ｉｉｻｈｉ ｉｬＷ ｾｬ ￵＠ ＮｬＡ ｕ［Ｈ 高 等工 ぷ 学 校工業凶ｾ科卒業Ｈ引千集大下Ｉ

ｉｉｻｈｉｉＱＹｾｬ ￵＠ .l! U; ¥工業大学ill 築' 河・ト卒業

同大学院特別研究生となり行 ｉｉ ， ｬ￭ｾｬ Ｇ 匝 ｬ 専攻、 ｉｪ￭ ｪｊ ｕｉ 2  Ｎ￭ ｬ ｾ 修 ｦ

H行手112J 1lo ｬｩ 世災復興院嘱託として ｍＡＩ［ｾ ・ 新潟 ・ 長ｼ珂などの復興にあたる

II({ 利25.11三 父 ＺＲＳ ｩｅのため大阪に帰行し、家業Ｈ写」工島ｬＩを継 ｾ Ｇ ｦ ｊｬＮイＧｩＺに ご巨 る

著書( 共著)

「アンコール・ワット J (毎 11 新聞社) / 1日本の庭 J (制 11 新 IJtHJ:) / 1茶室

大観J 3: & ( 創元社) / 1'¥作院J 2 巻( 剣J i : - I U/  1小明混迷J+IJ (fi IJ 5em /  1  jll 

ｉｾｊ＠ (1Jf Inrrllfl 社 ) / 1数寄屋造り J 3 巻( 毎日新Ilfl 社 ) / 1数寄出 J ( 旬日新

IJ トHI :) / 1  *' の雌J ( 講談社) / I J APANE S E  RESI DENCES  &  GARDE NS J  

(I ( ODANSHA  I NT E R NATIONA L  LTD. )  /  1  A NGK OR  WA T J  

(1くODA NSHA INT E R NATl ONA L  L TD) / 新装版「数*l tl J (旬 11 章li lJt l

-11:)  

所属団体

(仙総合デザイナー協会 常任理・JV 下生 デザイン- n 総合事i W/ r.J I，fi s. 委II

会委. t l 長

。l品大阪21 世紀協会 専門委LV 国際会議場設立準備委u / 御堂筋ショーウイ

ンドヮ ー 2 次審査委H

大阪町 ＱＱ ，打対観主ｬｬＺ築Ｑ｜寄Ｚｴｴ ｩｾ 、阪神山速道路公団対 ー 鋭平Ｇｦｉ Ｂｦ 委 ￼ 、例 ｬ 対 ｪ Ｑ Ｔ ＧＱＺＺ浴，Ｉ司

:fE会色彩検討委良、。U l II l l 二附発技術セ ンタ 一環境検討委II 、大阪工J 術大' 下環

境，￬ｉ Ｇ ｾｲｩＨ ｦＺ科講師、大阪市立デザイン町 ｦ 究所講 ｍｩ 、 ｆｉ 本文化デザイン会議会 ＱＱ 、

昨日 11 本ill 築協会会H

受賞

1I{{.f1l 56年大阪府知事' l l

/l t{ 和59.11'- 大阪府産 業功労・者 .rt



日 本 建 築 協 会

月間の動き
【平成11年 8月分】

第 4 国広告企画小委員会 (3)  i設備の頁j の企画

理 事 会 I  Ｒ 日 Ｕ 待 ｾＶ 時・於本会会議室 第 4 回 計 画 分 科 会 建 築 系

第 3 固定仔IJI'里事会 出 席 者 宮 田 委 員 長 、 岩 井 副 委 員 長 ほ か 6 名 ＲＴ 日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 会 ・ 於本会会議室

25日 Ｔ 時 ｾＴ 時 ＵＰ 分 ・ 於本会会議室 議 事 ( 1) 9 月号「アーバン ・インテリアJ 特集広告 出 席 者 荻 窪 幹 事 ほ か 5 名

出 席 者 甫 川 会 長 ほ か21名 経過報告 検 事 1 月号 i 21世紀のデザインの動向を見る」特

議 事 ( 1開時総会目制雀にかかる議題変更のイ牛 (2) 10月号「木とともに生きる」特集広告結晶 集の企画

(2)入 ・退会者承認の件 報 告 第 5 回施工材料分科会

(3) f 圭援・協賛名義の使用承認の件 (3 ) 11 月号「会員作品J 特集広告結晶報告 2 6日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

(4蹄五邑事業報告 (4} j 乍品作風関係報告 出席者小宇佐八重幹事ほか 2 名

第 3 回会務狸事会 (5触自特集企画路島 E殺 事 ( 1)平 成 12年度施工材李将寺集のイ牛

ＲＵ 日 Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室 第 5 回会員企画小委員会 (2)  i施工材事初〉頁J の企画

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほ か 6 名 3 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介・於本会会議室

オフ'ザーパー/ 市川会長、三品副会長 出 席 者 塚 口 副 委 員 長 ほ か 4 名 |  建 材 委 員 会

議 事 ( I )合同懇談会「会員増強策について」の検討 議 事 シ リ ー ズ も の の 報 告 と 掲 載 予 定 第 5 回建材委員会

(2)入退会状況 第 5 回「索材と技術が生み出すデザインJ 幹 事 会 ＲＰ 日 Ｓ 時 ＳＨｽ 分 ｾＵ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

(3i. 新年度の目標値について 4 日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室 出 席 者 猪 野 委 員 ほ か 7 名

第 2 回乱初努担当理事会 出 席 者 奥 田幹事ほか 5 名 説 明 会 防 水 層 再 生工法「卜ーキ ッド G 注入工法J /

Ｓ 日 Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室 議事 ＹｾＱＲ 月号のテーマの内容の検討 側アクアテック

出席者市川会長、三品副会長、鶴田評議員 第 l 回計画介科会一言十商系ー 検 事 ( I)今後の予定

恩庄・栗原 ・伴 ・得回( 代王里) 理事 5 日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時・於本会会議室 (2漆 員 の 交 代

議 事 ( 1)定款の改正に関する経過説明

(2)定款改正案について協議

編 集 委 員 会

第 5 回編集委員会

2 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＨｽ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 宮 田 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 9 月号「アーバン ・インテリアJ 特集伍畠

報 告

(2) 1日月号「木とともに生きる」特集経過報告

(3 ) 11月号「会員作品J 特集経過報告

(4 )シ リース買等報告検討事項

(5)平成 12年| 月号からの雲務正改訂の検討

(6} j ' 乍品作風頁作品顕彰の検討

出 席 者 鈴 木 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1編集委員会の報告

(2) 2 月号計画系特集の企画

第 5 回構造分手控

6 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 大 氏 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 10月号宇あ宣特集の件

(2)  iキ勤皇の頁j の企画

(3 )  1 月号建築特集の件

第 5 回設{ 精分科会

19日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 谷 津 幹 事 ほ か 4 名

( 1編集委員会の報告

(2湛礎講座シリーズの企画

出 版 委 員 会

第 6 回 i(仮称) 汚れにくい建物を目指して」小委員会

24日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＨｽ 分 ・ 於本会会務睦

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1)原稿の整狸およひ確認

(2)今後の作業

建 築 ク ラ ブ

第 328回朝食会

10日 Ｘ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 介 ・ 於大阪全日空ホテル

演 題「車月鮮半島の危機とわが国の安全保障J

講師菅沼光弘氏( アジアヰ士会経，斉開発協力会会長)

参加者 4 4名
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【平成11年 9月分】

和田委員長ほか 6 名

裂特等転用断紫Lヰオ「ダンネットライト - I I フネ

ンJ/ 担当: 猪野委員

今後の検討掛寸

出席者

説明会

ｾ ｦｴ＠

出版 委 員 会

「神戸国際会館J

，工冨l撤 史/ 日建設言十音宣言十室長

6 日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 参加者 ＳＴ 名

話題建築を聞く

"れ EYE- 2 1世 紀 へ の エ ス キ ス

長田直之，/ I. C. U

刊犬; 兄と貧困」

24日 Ｖ 時 ＳＰ 介 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 参加者 ＴＳ 名

月間の動き

第 4 団法令分科会

16日 Ｒ 待 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 浜 野 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) r法令コーナー」の企画

Ｈ Ｒ 凍年の法令槻ｾのイ牛

第 6 回作品作風小委員会

16日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介・於本会会議睦

出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 5 名

( 1  )1 " 乍品の選定

(2 i(乍品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(3)  r  gall eryJ  渇戟報告・予定

(4)  r Sket ch BookJ 欄の掲載予定

(5) 11 月号会員作品特集号について

第 6 回設備介手陰

22日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＸ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議主主

出 席 者 谷 津 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1編集委員会の報告

(2)  r設備の頁」の企画

(3週蕩を講座シリーズの企画

(4凍年度の設備特集の企画

第 5 回計画介科会- 2 l l l 喋系ー

28日 Ｗ 持 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 荻 窪 幹 事 ほ か 5 名

議 事 | 月号特集原稿及びアンケー卜依頼先の検討

第 6 団施工材料分科会

3日日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 十 倉 委 員 ほ か 2 名

議 事 ( 1)平 成 12年度施工材李将寺集について

(2)  r施工材車初〉頁J の企画

第 5 回出版委員会

16日 Ｕ 時 ＳＰ 分 ｾＶ 時 ＳＰ 分・於本会会議室

出 席 者 荒 川 委 員 ほ か 7 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ〉と特装本の車あ畠報告

(2)今後のテー? と執J筆者選定

(3)第 2 0固くプロのノウハウ〉講座実施報告及

び第21回の講座開催の件

第 7 回 rc仮称) 汚れにくい建物を目指して」小委員会

28日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会話睦

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1)原稿の聖重要里およひ荷主宰

(2)今後の作業

ｾｉｬ＠

編 集 委 員 会

第 3 回常任理事会

2 2日 Ｔ 時 ｾＴ 時 ＲＵ 介・於本会会議室

出 席 者 甫 川 会 長 ほ か 同 名

殺 事 ( 1)入退会者承認の件

(2)1;圭媛 ・協賛名義の使用承認の件

(3庫 業 報 告

(4)第 5 回日本建築協会賞の募集の件

第 4 回会勢想事会

22日 Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほ か 4 名

オブザーバー/ 市川会長、三品副会長

事 ( 1).入退会状況

(21. 事斤年度の目標値について

理 事 会

|  講 演 会

言宣言ヤ皆のための写真{ 桁諾; 寅会

「北欧の近代建築を例に写真を語るJ

吉村行雄/ 一級建築士、建築写真家

29日 6 時 3 0分 一 9 時 3 0介 ・巷効日者4 2名

第 329回朝食会

14日 Ｘ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 分 ・ 於大阪全日空ホテル

演 題 「忘れられた美祢渚日市 ・大阪「丘代大阪の画

家たち一J

講 師 橋 爪 節 也 / 大 阪 市L 丘代荷車f館建設i 1l I1iln室

参 加 者 4 3名

神 田 義 人

{ 戸田園股}

中 井 恵 実

( 高松園殴}

‘ 会員の許報

山肩邦男( 関西大学名誉事対受) 平成 11年 10月 5 日逝去

落合伸次( 銭高組) 平 成 111f. 1  0月 4 日逝去

吉村俊介( 吉村建築事務所) 平 成 11年 10月 2 6日逝去

入 会 者 ( 敬 称 絡)

建 築 ク ラ ブ

川道産量元こ郎

( 聞 西大掌}

田川 聡

{ 高松 建股}

。閏人会員 7 名〕

井 上 孝 成

{ 安井岨揖陸肘車暗所}

菅 野 有 香

( リビングデザインセンタ ー)

橋 寺 知 子

( 聞 西大学}

l  事 業 委 員 会

14日 Ｕ 時 ｾＶ 時的分 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 目 録 寸

第 5 回若い会員の集い小委員会

! 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 米 井 幹 事 ほ か 7 名

議 事 今 後 の 予 定

第 4 回情報小委員会

8 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 小 笹 委 員 ほ か 8 名

殺 事 (1 駒田事業委員会の報告

(2)実施報告および今後の予定

第 4 回見学会小委員会

9 日 Ｖ 時 ｾＸ 時川分・於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 11名

議 事 ( 1鴻古田事業委員会の報告

(2)実施報告および今後の予定

30' s  EYE 出版介科会と写真展介科会

14日 Ｗ 時 ｾＸ 時日分 ・ 於本会会議室

出 席 者 米 井 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1)30' 5  EYE 出版について

(2戸写真展について

Ｓ 待 ＳＰ 分 ｾＵ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

建 材 委 員 会

第 6 回編集委員会

13日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 国 委 員 長 ほ か 8 名

5殺 事 ( 1) 10月号「木とともに」特集経過報告

(2) 11 月号「会員作品」特集報告

(3 ) 12月号「第4 6回青年技体渚J 特集のイ牛

(4 ) 12年 l 月号 r21世紀のデザインの動向を見

るJ r安井建築設計事務所創業75周 年J 特 集

報 告

(5) 12年 2 月号「こころを癒す環境デザイン」

特集の企画

(6)平 成 12年 l 月号からの雲務正改訂

目
。
。

(7)  r建築と社会J 顕彰制度の検討

(8)  r建築の眼」の執筆者

第 5 国広告企画小委員会

13日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岩 井 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 10月号「木とともにJ 特集広告組畠報告

(2) 11 月号広告結晶報告

(3) 12月号広告組畠報告

(4)  1 月号「安井建築設計事務所J 特集広告経

過 報 告

(5) 2 月号「中国支部」特集・「九州作品集」広

告車盗品報告

(6) 1" 乍品作風

Ｈ Ｗ ＩｬＧｾ虫自特集時五島報告

第 6 回+ 新宣分科会

7 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 大 氏 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 10月号概査特集の件

(2)  r楠盆の頁」の企画

第 2 回計画介手槍一計画系

9 日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時ゆ分 ・ 於本会会議室

出 席 者 鈴 木 幹 事 ほ か 4 名

議 事 2 月号計画系特集の企画

第 6 回「索材と技術が生み出すデザイン」幹事会

9 日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時 ・ 於大林組会議室

出 席 者 大 氏 幹 事 ほ か 7 名

議 事 ＹｾＱＲ 月号のテーマの内容の検討

56 
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W. 51"1 r l l*i l i 築協会' l l : J 募集茶室見学会⑫ 凶行l世と符如雌

〈プロのノウハウ>"時血⑫建築の. fJ l.Jkl 管理システム .'1仁成 1I
1
1'1.(f 11 

本ili 築協会会務分' 事・日本建築協会市議日 n *建築協会文部長

特日 ｉｊＱｗ 会 委 Ｈｾ・ Ｑ 九Ｚｾ委 ｮ 会養日 ＮＮ・ ･ ・・ ーーーー . .6

Jf 年技術/ ; . のみなさまへ 私の空IIIJ 作法 作品 ｉｉｊｾｾ Ｑ￟茶室見学会

⑫ 同行! 曜と汗担11転。話題処築を 11¥1 く@ 神戸凶際会館通常総会演決

制作定Hιir 謙n会議決報告アサヒビール吹川てぬを ii/iねるく 7

ロのノウハウ ＾ ，Ｂｾ血 ② ｩｬｩ 築の ｊｊ ｬｊＮ品管甥システムＮ干 ｊ ［ｉＨ ｉ ｏ 年度 ＧＱＮ ｬＱ制

作 .'f ・決算朝H' f - . 'f ・ … …  ...・ H ・. . 1

ri  

， Ｇｩ ｩ ｪＧＮｕＡｦＮ ｩ ｲＮ のみなさまへ平成 ＱＱ 年 ｊｾｩｬｩ 築工 ＧｉＧｾｦ ＩｪＢ揮官会 一 点 ｩ 旬支

部一 泊JIDi I ! 築を 1mく③神戸|民l際会館。A 泌会 J世J t 古のための'うー

点術一 行村行雄 3O' sEYE@ 長[[Ju'f 之ー状況と貨問 8  

30'  sE Y E@ 長[[ 11在之 「状況と tt闘J .i J時泌会 占村行雄 f ｾｴＺｉ ｬｘの

近代目! 築をi列に写点在; t ' iるj 講演会 湾凪mfオールディーズ

デザイン ーメモリーズJ くプロのノウハウ〉持主@木造w創世m

の話 . . . . . . . . . . . . . . .... . . .. . ... . . …・ ...... ....... 9

第 5{日1 f [1本ili 築協会賞J ｾｾＡｬｬ締め切り迫る ｦ ｬｬ 本建築協会 ＸＰ 年

!と 1917- 1俣持.j 7FIに刊行品副i，1r:! U u¥f話のはなしJ 残部世i 1イE し

ます! 東部新m心HAT神戸 ・i鑑の浜デザインフォーラム近代 ili

築兄学会⑪111干賀邸を訪ねるまちなみ見学会也 大ill ，l; 成本 li 

mみのある門前開f- .，，g泌会 . i唱良雄 「オー J レテ' ィーズ ーデザイン

メモリーズJ . < プロのノウハウ〉品座⑫ ド活l主主監理の話 10  

HA T神戸 瀦の浜デザインフォーラム近代ill 築見学会⑪111平' N

邸を訪ねるまち主み見学会エ大i lloli 板本ホテ Jレモントレ大阪見

学会首¥451日11戸高生デザインコンクール人選 r. 発点 '99ill 築関係間

体合同志年懇親会 2ぽ) ( ) I l ! 築関係 14f-n体合同新年交礼会唖9- 2(配的

年版日本建築協会会日名簿近く発行l ' 定 「日本建築協会8 O
i
l' ?! J

本会｛ＧＺ＼ ｉＮ Ｇ ｊ 主にてご覧 ｆ さｾ ¥ !  . J t泌 11e鉢! l l f訴のはなし」残部町1

布します 1 ・ ...・ H ・- …… … ー … … … … … … … … … . 1 /

会員の受賞、 '99- 2000
1
1'版日本ili 築協会会n名{ 軍近く発行} 予定、

ホテルモント レ大阪見学会、大阪府立住l際会必ぬ( 愛称: グ ラン

キュープ大阪 Ｉ 見学会、茶室児学会 Ｄ 飛 Ｇ ｬｗ￭ｬ 憶岱Ａ市 ｊｦ 越 Ｒ 射と ｩｾ
U:.!.;!: …ー ・・ H ・H ・........・ H ・... ー… … … .. .. ........ .. 12
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E3河日 監理の話 環境と共生する建築

企画 日本建築協会 • 
2 5のキーワードrem円i ' nWBI 円i'fillf;1

・山田修著

四六 . 176頁 . 1800円+ 税

ISBN4-7615- 1163-X 

環境の世紀へ いま建築に出来ること• 地球が直面する詠週、却損建探り

手法、環境共生の技術を 25のキ
設計者の意図を理解し、個性豊かな職人と

渡りあいながら、建築主の技術的責任者と

して、高品質の住宅を完成させる現場監理

のコツを経験豊かな著者がわかりやすく説

く 。 基 礎 工 事 ~ 木 工 事 ~ 屋 根 工 事 ~ 左 官 工

事~塗装工事の具体例を写真で追いながら、

体験にもとづく臨場感あふれるエピソード

をまじえて、昧わい深い文章で語る。

ーワードにピックアップして最新

情報をまじえてコンパクトに解説

学芸出版社

• 

著者紹介

神戸工業専門学校( 現

神戸大学) 卒。修( し

ゅう) 建築事務所長。

大 阪 市 立 大 学 梅 花 短

期大学講師。緯国古文

化研究会主宰。日本建

築学会 ・日本建築協会

大阪府建築士会の役

員 ・委員。日本建築士

会連合会長賞 ・韓国観

光公社賞釜山建築士

会功労牌を受賞

• 

(  ( プロのノウハウ) )  

第一線の

第 1:章

第 2 章

第 3 章

第 4 章

第 5 章

第 6 章

第 7章

第 8 章

技術研究者が

わかりやすく

鋭く解説
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G  

学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通

西洞院東入 〒600- 8216

tel 075- 343- 0811 

fax 075- 343- 0810 

• A5判/ 224頁/ 並製大西正宜 著

I SBN牛 7615- 221 4- 4 ( 今宮工業高佼教蛤)

定価2500円+ 税 企画，日本建築協会

京郵市下京区

木津屋橋通商洞院東入

干600- 8216

t el 075・343- 0811

fax 075- 343- 0810 

・内容紹介・

学芸出版社

.  京都市下京区

木津屋橋通函洞院東入

干600- 8216

tel 075- 343- 081 1  

fax 075- 343- 0810 

環境の世紀へ向けて、地球と人類が直面する課題、

環境建築の手法、環境共生の技術を、 それぞれ 2 5

のキ ーワー ドで コンパク卜に解説した。環境ホルモ

ンから雨水利用まで、最新情報をまじえながら、環

境と建築の関わりをト ータルに概観。参考文献、索

引も充実して資料としても使える。いま建築にでき

ることは何なのか、妓術者こそ必読。

もくじ

仮設工事と土工事・基礎工事

木 工 事

屋根工事

左 官工事

塗装工事

既設住宅の改装工事

雑工事

竣工時の監理者点検表 .  • 

- 主要目次・

第 1 章環境建築の視点

地球環境の破額、ヒートアイランド、

都市の水環境、ダイオキシン類、環

境ホルモン、シッヲハウス定候群、

建設廃棄物とリサイクル、省エネル

ギーの基準、健康性と快適性

第 2 章環境建築の手法

建築物の保温と結露防止、太陽熱の

パッシプ利用、高機能ガラス、プリ

建築と音

の

トラフ J レ

ーズ・ソレイユ、屋上緑化と壁面緑

化、地中の利用、シックハウスを防

ぐ材料と工法

第 3 章 環 境 共生の妓術

蓄熱式ヒ ート ポンプと地域冷暖房、

コージヱネレーション、太陽エネル

ギーと風力エネルギー、新エネルギ

ーの開発、未利用エネルギーの利用、

雨水利用、排水の再利用、雨水の地

下浸透、水辺の近自然工法

'::_'， _  ｾ ＢＧｚ ｉ ， ＧｅＡＯＩ Ｎ＠
5J 民γ ハ l坐 l

1L ilil‘ 張、、大 .・E・-

も ‘ｾｾＧ ＺＺｾｾ，ジ ｊ 以ぷ

ｾＮ＠ 場舷a・

建築と賓

の

トラブル

企画・日本建築協会

田野正典、中川清、縄岡好人、平松友孝著

( 鹿島建設) ( 清水建設) ( 大林組) ( 大成建設)

四六 . 224頁 (2色刷) ・ 2300円+ 税 ISBN 4- 7615- 2197- X 

生活騒音、建物の構造や配置プランによる騒音、

設備機器からの騒音振動、配管の伝搬経路の騒

音など、建物に関わる様々な音のトラブルの解決

方法をゼネコンの第一線の技術研究者が解説。

約50の重要事例について具体的な内容→原因→

対策→解説→ヒントとして整理し、建築設計や施

工監理の実務担当者に役立つよう構成した。

2 11<・

•• 

• 



空調・衛生 ・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本村 ・本l.'"f 見 ､Ｚ ｲＮｊ Ｑ 港 ｬ 夫ｩＡｾ松 脚 ｦｬ ＭＲＵＭＷ '，t;: JTi 03( 3432) 5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 1i.)J 11向1- 58- 59 ';J! 話 06(6302)  2270 

支 1;5 北海道/ 東北/ 北 l拘束/ 績浜/ 名占屡/ 中国/ 九件|

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e D ヲイヲロ械式会社

本庖 ・大匝本祉 干550 0002 大阪市西区江戸槻 l 丁目 9帯25号 電話 (06)6441 8231  

東 京 本 社 〒 102 0071 東京都千代田区常士見 2丁目 15話10号 電 話 (03)3261 8231 

主 社 名古島福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千披 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 難 所 J，if 広 ・函館 ・背森 ・秋日l ・盛岡 ・iIIj 橋 ・長野 ・静岡 ・盟国 ill ・7古山

術井 ・徳山 ・松山 高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 旭川 ・稿品 ・川崎 ・I'tl江 ・徳島 ・下!日l 長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入! 日IllI! 三方町大下北本井390.岳地 f世話 (0492)58 1511 

空気調和設備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 1冨¥. 1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーｾ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役|則 州文/'¥11毛 本 木 満

関 西 支 広 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21  '，t;: J古 06(6202) 7554 

本 社ｊｬ ｴｊ ［ Ｈ ｲＮｊ Ｑ 千代川 ｉ ｩＮイ ￭Ｊｾｬｦｬ Ｍ Ｔ ー ｉ o[;: ，i1; 03 (3502) 6111 ( 大代)

支 庖 北海道東北 ・ ｼ関東 ・千 Ａｩ Ｇ 横浜 ， ｾｴ 除 ・ 杭 Ｑ ＱｪＭ ｾ Ｇ ｊ＿ ，、間 ｬ 神戸阿悶 ・中 関 ・ Ｉｌ 州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設計施工

令三建設備工業ヰ結審赤土

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 侮 町 3 番 5 号 電 話 (6352) 1  I  3  1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蛎殻町 2 - 22 電 話一(3667) 3431  ( 大代)

支 社 名古屋 ・1111台 ・札幌 ・広島 ・福岡 ・金沢 ・新潟 ・横浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施工

。株式会社三晃空調

本 fl 大阪 di ｾヒ Ｉ ＾Ｈ rli ぷ渦3 1"1 113昏20 ｾｊＭ '， 11話06・6363- 167 1

点);(-1>: I，li 点［［Ｈ都新術 ｉ ｾ 附 ｦｦｲ 社 ｩ 新l ri i Ul ピル i t 話03-3344- 7911

大 阪 本 山 大 阪 rli ｾヒ Ｑ＾＼Ｚ 附天満 Ｓ J "l I13倖20 ひ'，t!:話06- 6363・1371

文 ｊＮｬ ｩ 仙台横浜名市対 ・ ［［Ｈ郎 Ｇ ＯＱＱＱρ ・広 ｉＺｾ .  ｦｦｾ 問

偶9 よりよさ環境へ繍で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11116号( オートセンターピJレ1・2階)

メンテナンλ

東 京 支 社

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5 0 3  1代 表

屯 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1代 表

東京却文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピJレ7階)

干 112- 0002 i [i話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂はき気ですo ¥! ｾ＠
a・・・ 黙と空気のエンジニヲコ円ーーーー

〉ー 〈J 5空F施工

・宮

空 気 調 和I L 、 ¥ 搬送機設備

給排 水 衛生 、ごプフ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策構式怠祉

大 阪 支 后 干 530-0047 大 阪 市 北 区 内 天 満 3丁 rt6併 14
J

，:;-

'，Il，l i 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1  (代」長)

本 社 干 100-0005 点);t / f t I 千代問 区丸の 内3丁目 3待1-8

'aIl訴 0 3 - 3 3 1 1 - 8 5 1 1 (代ぷ)

ガス鼓備のき量計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号' 屯 06- 6466- 226

大阪営業所

枚方営業所 枚J i 市 [fl 斐凹京町 9 - 3  'i[i 0720- 49- 2128 

給 ・排水・衛生 ・消火・空調 設 備

as 窓西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中沖 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (6458) 3628番

支庖 ・営業所福岡 ・京却1・天理 ・川西 ・利I戸

O K U J U  

陸軍首釜寵也記島むた蹴毘定認

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネルシステム天井間仕切

刷会社 オクジ‘ユー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-799B 

車京 ・九州・繍浜 ，名古屋 ・南丸州 ・京都
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電 気 設 備 設 計 施 工

。' 章式全員 圃 園 田

E・E
，四司E 語I

代表取締役社長 上 田 正 雄

本 社 大 阪 市 中 央 区 北 浜3 - 6 - 13 ( rI  1て地 徒 出 僑 ピ ル )

'fl t 話 o 6  (  6  2  0 5 )  3 6 7  1  ( 代)

支 庖 束 京 都 中 央 区 日 本 僑 茅 場 町 2 γ 11 1 7 番 3 号

司t ii li 0  3  (  3  6  6  6  )  1  4  7  8  ({-¥;;) 

営 業 所 持 早 ・ 泉 州 ・ 泉 南 滋 賀

電気役備・昔十義制御役備・空関段備・クリーンルーム段備・プラント段備

鎗排水衛生訟備・エネルギー集中監視システム 段肘施工

23 三宝電機微式会社

S A N P Q  

取締役社民 ｩｴｾ 納禿 一

本 軍1 〒5l XIJ 47文 師i晦西天童12- 6- 臣室ビ11，，) T E U)6(臼64) 1471' FAX06( 臼64) 民お

東京支柱 〒11l i { ( l l 3思部盤E鴻 tIDT-(' 舟 肥 し T E L閃〈日刀〉お11' FAX閃(54刀)0085

8 5塵s;{5 〒4回 明7名古屋市北区金既3-12・14 T E U白2( 鈎り5131・F AXIli 2(914) 泥沼

神戸受后 〒匝7- { 1J l j 雨茸霞E認盟国- 6- 11K- T t:: 11" TEL078(842)6411・FAX078( 倒2)641日

明国究所 〒紛輔太阪府廓市三宝町七丁羽 TEL0722( 27l 84凶 FAX0722( 27) 1424

. F T  

学校建築のトータルアドバイザー

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干 547- 0001 大 阪 市平 野 区 加 美 北3 - 4 - 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810  

Di gi tal  Pri -Pr 

凪ｾ凪劃凪 ｾωｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534-∞27 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Pho ne.06- 6351- 5428 Fax. 06- 6351- 5299 

64 

人と都市の快適な環境をつくります

官鍍種目位計 ・範工・監理

・電気役備

畳宜電・曽掴

動力・嗣圃甚置

電話、抽送、インターホ ン

防犯、防虫

ゆ失監視輔副

ンステム肘甚

- 空鯛・鎗緋水・衛生役備

空気闘相

工a・配菅

水盤盟

- 情報通信段備

情輯温情ネ y トワーク

情 岨 担 理

通惜 γ ステム

融通システム

・電力流通設備

畳宜電

架空温配電

地中送配電

コージエ ネレー シ ョν

クリーンルーム

・プラ ン ト

プラント計量

システムエンジニアリング

､ 正以出辺地こ ｾＯＮ

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 222日間目黒雷雲;;lf 訪問: 間

C H OY O 

入カずしも多彩なフィールドで‘

新しい限界に羽色!被しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 ( 朝日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5 )  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6( 6 3 85 )  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区南鹿橋 4 丁ロ 3 番 7 号 m話大阪 ( 6202) ＰＳＲＵ ｾＹ 番

本 社 東 京 仰 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸/ 内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

-・11聞

勝 式 会 事 士 王 ヌ 王 ム ピ 一

棟 式 会 事 主 ポ リ リ ス 物 産

本 社 : !U Ji( 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支庖. 大阪市中央区北浜3-2-23( 信愛ピJ レ)

T E L06 6202 3294 
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情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本

-・・・・園町E ・・・・・・
日本電植株式会社

干 5 3 0 - 0 0 4 3 大阪市北区天満 2 丁目 5 番 1 5 号

T E L.0 6 ( 6 3 5 2 ) 7 5 0 2 ffi5 F AX . 0 6(6 3 5 5) 2 7 1 4  



二重管F L DブレースK Tプレース
M

V

 
- デザイン性を考慮 した制震 ・耐震プレース。新築にも耐

震補強にも対応可能です。

- 二重管 F L Dプレースは、座屈しない圧縮材として機能

し、履歴型制震ダンパーとして大きな地震時エネルギー

服収を期待できます。

- 鍛造クレビス部品によるピン接合部はコンパク卜な納ま

りを実現するとともに、左右ネジ接合のターンパックル

機構で現場施工性も向上します。

二重管 F L D部材( 制麓ダンパー用プレース)

。 ピン接合フ レース

p h -て一- f 一一 輝

O 剛接合プレース

長剖十一一 十一一一一寸隔制

¥ 補 強 菅 ¥ 軸 力 管 エンドプレート/ 九HTB縫合

+ 字プレト

K T プレース( 耐震補強用)

知レJ 一 一 予J 一 一 一 角

• 

U  R  L  http:/ /www.kawaken.co.jp/  

TEL. 078( 232) 5888 FAX. 078(232) 5878 

TEし03( 5626) 7006 FAX. 03(5626) 7040 

川鉄建材株式会社立体トラス建築部

神戸本社/ 干 651- 0075 神戸市中央区北本町通 1丁目 1番目号

東京本社/ 〒 136-0071 東京都江東区亀戸 6丁目41番12号 (J 11建ビル)

デンカC S Aファミリー製品

-子二.I nCS A ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子ニ ｊｮ 弓 ｉｾ ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グ ラウト用無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安ニ ｊｮ 司 ｆ ＺｴＭ子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ建 造一＿＿＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ.I n E S(土質安定用 急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI J OOO(製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

ム

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本 社 ・京都 ・制 針 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞在 ｾ Ｈ ＰＷＷ ＳＩ 7 6 - 0 1 3 3  

A

曾式株産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

ｔｅｌ 大 ｉｾ ( 06)  

業

6  4  4  3  - 6  1 8 1  
T E L 大阪 ( 0 6) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土

A

Q

玄東 郷 化 成 株

T E L  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

式ネ土A
2
 

式株産物羊光

6 2 5 2 - 6 0 0 0  T EL 大 阪 ( 0 6)  
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スペーセル let

ζ ζ 麟糧事E

デザインフリー

スペーセルは、機械室の設置は不要。ですから、

脱線のデザインの自 由度が鉱大。ill 物日さの

而でも ＱｾＱ Ｑ 約が少なくなり、建築構造としての

尖鋭を! こl山に追求することを可能にしました。

レイアウトフリー

スペーセルなら昇降路の位置を白 山にレイアウト。

市さ 111111浪上も行手11。既存の建築物の

エレベーター地設にも柔軟に対応しますユ

スペースを有効利用

エレベーター設備のベ而秘を大幅に縮小。

いままでエレベーター設備に要していた

共イ1部分を有効スペースとして沼;川できます二

省エネ&建築・設備工事を削減

スペーセルは、モータ容量が従来のロープ式や

油圧式よりも低く抑! えられるので、 'itti 原設備iiifll や

消狩屯)rhl を低減します二また機械室そのものが

無くなるため、従来必要だった機械室の

建築設備工事はすへて不要になりま士一

新保守システム『スーパーT E RM( 東芝遠隔監視メンテナンス)J で

万全の保守点検サービスを提供

東芝エレベータが開発した新しい遠隔監視メンテナンスシステム

「スーパーT Eru. IJ がエレベーターを止めずに遠隔診断、

機ￏｲｦｦの状態変化をリヌルクイムに祭 ｾＱＱ し故障の未然防止につとめます。

また万一の故障の際にも、より迅速な対応が可能となります。

いまお使いのエレベーターをハイグレードにリニューアル

ピルのリニューアルをお考えになる降、東芝エレベータでは、

政新モデルのスペーセルへのグレードアップをおすすめしま式

市前の調盆にもとづき効率のよいリニューアルをご提案，します。
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超薄形の新開発制御装置.

超薄形酬のインバータ装置や 輔の制御用プロセッサを措置

した高官度 高性能の甥御基緩を録用. 厚さわずか100 mmの

制御裳置を量上階のりばに配置することができました.

東芝マシンルームレスエレベーター

F A X ( 0 6 ) 6 2 4 3 - 3 0 0 4  

F A X ( 0 7 8 ) 3 3 2 - 3 0 3 5  

F A X ( 0 7 5 ) 3 7 1  - 5 0 2 5  

F A X ( 0 6 ) 6 4 4 0 - 1 9 3 5  

03379- 12 雑誌

T EL ( 0 6 ) 6 2 4 3 - 3 0 4 1  

T EL ( 0 7 8 ) 3 3 2 - 3 0 4 0  

T E L ( 0 7 5 ) 3 7 1  - 7 1  4 4  

T EL ( 0 6 ) 6 4 4 0 - 2 2 8 1  

大 阪 市 中 央 区 本 町4 - 4 - 2 5

神 戸 市 中 央 区 海 岸 通3

京 都 市 下 京 区 極 小 路 通 西 洞 院 東 入 ル 東 塩 小 路 町8 4 3 - 2

大 阪 市 北 区 大 淀 中 1- 1- 30

関 西 支 社

兵 庫 支 I苫

京 都 営 業 所

関 西 支 社

- 東芝工レベータ株式会社

. 株式会社 東 芝

くお問合せ先〉


